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はじめに
「立川の教育」の発行にあたり、ご挨拶申し上げます。

厳しい財政状況の中、少子高齢社会の進展によりわが国は大きな時代の転換点にあり、社会保

障制度をはじめ新たな枠組みの創出が喫緊の課題となっております。一方、教育はグローバル化

の広がりの中、持続可能な社会を構築する上でますますその重要性が高まってきています。この

ような中、立川市教育委員会は、本市の教育目標の具現化に向けて、学校、家庭、地域と連携し

て学校教育、社会教育それぞれの分野で多様な取り組みを展開しています。

平成２５年度は、本市の教育にとってエポックな年となっています。１つは新学校給食共同調理

場の開設です。４月に稼働したこの調理場は、安全な食の提供はもとより食教育の拠点ともなっ

ており、今後大いにご活用いただければと思います。２つ目は、５４年ぶりとなる東京多摩国体、

スポーツ祭東京２０１３の開催です。すでに応援準備にも取り組んでおり、また国体期間中は一流ア

スリートの熱戦を全校あげて学校観戦する予定で、子ども達のスポーツへの関心を高める貴重な

体験の場として活用していきたいと考えています。

また、今年度の学校教育分野では、重点課題として学力・体力向上、特別支援教育の充実を掲

げ全校で一斉に取り組んでまいります。また、社会教育分野では図書館システムの更新に合わせ

てサービスの向上を図るとともに老朽化している陸上競技場の改築に向けて取り組みを進めてま

いります。

さて、上記のような事業を進めるにあたりましては、市民の皆さまのご理解とご協力をいただ

くことが重要であります。そこで、その一助となるよう関連するデータも示しながら分かりやす

くまとめた「立川の教育」を本年度も発行することとしました。

皆さまにおかれましては、本誌をご活用いただくとともに参考にしていただいて、今後とも引

き続き教育委員会へのご指導、ご協力を賜りたくお願い申し上げます。

平成２５年８月

立川市教育委員会

教育長 小 町 邦 彦



立川市教育委員会の教育目標

立川市教育委員会は、教育基本法の精神にのっとり、公共の精神

を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成と、新しい文化

の創造を目指す。

市政の基本理念「心のかよう緑豊かな健康都市立川」の実現のた

めに、生命尊重と人間尊重の精神を基調とし、家庭教育、学校教育

及び社会教育の緊密な連携のもとに、すべての市民が生涯を通じて

自主的に学び、充実した人生を送ることができる生涯学習社会の実

現と、子どもたちが心身ともに健康で知性に富み、道徳心と体力を

育み、人間性豊かに成長することを願い

〇 生きる力をはぐくみ、確かな力、やさしい心、個を輝かせ、社会

のために役立とうとするひとづくり

〇 いつでも、どこでも、だれでも自由に学ぶひとづくり

〇 いきいき健康、生涯スポーツを目指すひとづくり

〇 歴史や伝統文化を継承し発展させるひとづくり

〇 国際社会で主体的に貢献し活躍するひとづくり

に向けた教育を推進する。

（平成２４年３月２１日立川市教育委員会決定）
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Ⅰ 教育委員会と教育予算





１．教育委員会

（１） 教育委員会のしくみ

教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、教育に関する
事務を処理するために、地方公共団体の長から独立して設置された合議制の執行機関です。
立川市教育委員会は市長が市議会の同意を得て任命した５人の委員で組織されており、委員の

任期は４年。委員長は委員の中から選挙によって選ばれ、会議を主宰し委員会を代表します。ま
た、委員会の権限に属するすべての事務を管理執行するために、委員の中から教育長を選出し、
任命します。
教育委員会の会議は定例会と臨時会があり、定例会は原則として毎月第２・第４木曜日に、臨

時会は必要に応じて開催されます。

（２） 教育委員

福田委員長 田中委員（委員長職務代理者）

平山委員 伊藤委員 小町教育長

（平成２５年８月１日現在）

職 名 氏 名 住 所 任 期

委 員 長
ふく だ いっ ぺい

福 田 一 平 国分寺市北町 自２３．１２．２５
至２７．１２．２４

委 員 長
職務代理者

た なか けん いち

田 中 健 一 立川市砂川町 自２４．１２．２４
至２８．１２．２３

委 員
ひら やま

平 山 い づ み 立川市砂川町 自２３．１２．２５
至２７．１２．２４

委 員
い とう のり はる

伊 藤 憲 春 立川市柴崎町 自２４．１２．２４
至２８．１２．２３

教 育 長
こ まち くに ひこ

小 町 邦 彦 府中市府中町 自２４．１１．２１
至２８．１１．２０
（任期は委員任期）

―１１―



（３） 歴代教育委員および委員長・教育長

立川市教育委員会の教育委員については、旧教育委員会法の規定に基づき、昭和２５年１１月１０日

に、また、旧砂川町教育委員会の教育委員については、昭和２５年１０月５日にそれぞれ第１回の選

挙を行い、公選制の委員を選出。その後、昭和３１年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」の施行によって、昭和３１年１０月１日から、市長、町長の任命制の委員となりました。昭和３８

年５月１日の立川市・砂川町の合併により、旧砂川町委員は、砂川地区教育行政諮問委員（４

名）として、昭和４０年３月まで存置され、昭和３８年６月２５日、１名の委員が任期満了となったの

で、この機会に砂川地区から委員を選出して、現在に至っています。

①歴代教育委員

ア 立川市教育委員

氏 名 在 職 期 間 氏 名 在 職 期 間
鈴 木 貞 治 Ｓ２５．１２．１～Ｓ３１．９．３０ 塚 田 清 Ｓ４７．１２．１８～Ｓ５１．１２．１７
村 瀬 正 成 Ｓ２５．１２．１～Ｓ３１．９．３０ 荒 井 久 義 Ｓ３８．６．２６～Ｓ４２．６．２５

Ｓ３２．１０．３～Ｓ３６．１０．２ Ｓ４２．６．２６～Ｓ４６．６．２５
Ｓ３６．１０．３～Ｓ４０．１０．２ Ｓ４６．６．２６～Ｓ５０．６．２５
Ｓ４１．９．２８～Ｓ４５．９．２７ 天 谷 貞 三 Ｓ３９．３．２６～Ｓ４３．３．２５

野 田 芳 作 Ｓ２５．１２．１～Ｓ３１．９．３０ Ｓ４３．３．２９～Ｓ４７．３．２８
Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．１０．１ 榎 戸 辰 二 Ｓ４５．９．３０～Ｓ４９．９．２９

関 球 子 Ｓ２５．１２．１～Ｓ２７．１１．３０ 植 田 栄 一 Ｓ４５．９．３０～Ｓ４７．５．１
髙 島 豊 作 Ｓ２５．１２．１～Ｓ２６．５．２４ Ｓ５０．１１．５～Ｓ５１．５．１
平 三 郎 Ｓ２６．５．２５～Ｓ２７．６．２２ Ｓ５１．５．２～Ｓ５５．５．１
馬 場 操 Ｓ２７．６．２３～Ｓ２８．６．１０ 砂 川 昌 平 Ｓ４７．５．２～Ｓ５０．６．４
青 木 千 尋 Ｓ２７．１２．１～Ｓ３１．９．３０ 五十嵐 栄 治 Ｓ４７．１２．１８～Ｓ５１．１２．１７
大 路 権次郎 Ｓ２８．６．１１～Ｓ２９．６．３ Ｓ５１．１２．２３～Ｓ５５．１２．２２
浜 田 禎 三 Ｓ２９．６．４～Ｓ３０．４．３０ Ｓ５５．１２．２３～Ｓ５９．１２．２２
早稲田 英 章 Ｓ３０．５．１３～Ｓ３１．９．３０ Ｓ５９．１２．２４～Ｓ６２．５．２６
木 村 政 長 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．１０．２ 望 月 イ ト Ｓ５０．６．２６～Ｓ５４．６．２５
中 村 富 雄 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．１０．２ Ｓ５４．７．９～Ｓ５８．７．８
西 田 稔 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．７．２５ 宮 崎 糺 Ｓ５０．６．２６～Ｓ５４．６．２５
青 木 義 雄 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３５．９．３０ Ｓ５４．７．９～Ｓ５８．７．８

Ｓ３５．１０．１～Ｓ３９．９．３０ 櫻 井 喬 Ｓ５１．１２．２３～Ｓ５５．１２．２２
Ｓ３９．１０．１０～Ｓ４３．１０．９ Ｓ５５．１２．２３～Ｓ５９．１２．２２
Ｓ４３．１０．１０～Ｓ４５．９．１０ 比留間 明 Ｓ５５．９．６～Ｓ５９．９．５

山 口 福太郎 Ｓ３２．１０．３～Ｓ３５．１０．２ Ｓ５９．９．７～Ｓ６３．９．６
三 科 浩 三 Ｓ３２．１０．３～Ｓ３４．１０．２ 小牧 久礼三郎 Ｓ５８．１０．８～Ｓ６１．７．３１
武 田 一 郎 Ｓ３２．１０．３～Ｓ３３．１０．２ 清 水 一 郎 Ｓ５８．１０．８～Ｓ６２．１０．７
及 川 啓次郎 Ｓ３３．１０．３～Ｓ３７．１０．２ Ｓ６２．１０．１４～Ｈ３．１０．１３
鈴 木 辰 三 Ｓ３４．１２．２２～Ｓ３８．１２．２１ Ｈ３．１０．１４～Ｈ７．１０．１３
守 重 芳 Ｓ３５．１０．２４～Ｓ３６．１２．４ 笠 井 照 保 Ｓ５９．１２．２４～Ｓ６３．１２．２３
塚 田 清 Ｓ３７．９．２８～Ｓ３９．１０．２３ Ｓ６３．１２．２４～Ｈ４．１２．２３

Ｓ３９．１０．２４～Ｓ４３．１０．２３ Ｈ４．１２．２４～Ｈ８．１２．２３
Ｓ４３．１０．２４～Ｓ４７．１０．２３ Ｈ８．１２．２４～Ｈ１２．１２．２３
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氏 名 在 職 期 間 氏 名 在 職 期 間
濱 野 成 生 Ｓ６１．１０．６～Ｓ６２．１０．７ 大 澤 祥 一 Ｈ１２．１１．２１～Ｈ１６．１１．２０

Ｓ６２．１０．１４～Ｈ３．３．３１ Ｈ１６．１１．２１～Ｈ２０．６．２５

志 村 順 子 Ｓ６２．１１．１４～Ｓ６３．１２．２３ 森 谷 健 之 Ｈ１２．１２．２４～Ｈ１４．３．１４

Ｓ６３．１２．２４～Ｈ４．１２．２３ 村 田 有 弘 Ｈ１４．５．２８～Ｈ１６．１２．２３

Ｈ４．１２．２４～Ｈ８．１２．２３ 小 林 章 子 Ｈ１５．１２．１８～Ｈ１９．１２．１７

Ｈ８．１２．２４～Ｈ１２．１２．２３ 古 木 光 義 Ｈ１６．１２．２４～Ｈ２０．１２．２３

Ｈ１２．１２．２４～Ｈ１６．１２．２３ 牧 野 征 夫 Ｈ１６．１２．２４～Ｈ２０．１２．２３

中 島 寛 Ｓ６３．１１．２１～Ｈ３．１２．６ 宮 田 由 香 Ｈ１９．１２．２５～Ｈ２３．８．３１

今 井 弘 Ｈ３．６．２７～Ｈ３．１０．１３ 中 村 祐 治 Ｈ１９．１２．２５～Ｈ２３．１２．２４

Ｈ３．１０．１４～Ｈ７．１０．１３ 澤 利 夫 Ｈ２０．６．２６～Ｈ２０．１１．２０

Ｈ７．１０．１４～Ｈ１１．１０．１３ Ｈ２０．１１．２１～Ｈ２４．１１．２０

Ｈ１１．１０．１４～Ｈ１５．１０．１３ 古 岡 邦 人 Ｈ２０．１２．２４～Ｈ２４．１２．２３

小 山 祐 三 Ｈ３．１２．２６～Ｈ４．１１．２０ 田 中 健 一 Ｈ２０．１２．２４～Ｈ２４．１２．２３

Ｈ４．１１．２１～Ｈ８．１１．２０ Ｈ２４．１２．２４～

Ｈ８．１１．２１～Ｈ１２．３．３１ 平 山 いづみ Ｈ２３．１０．２７～Ｈ２３．１２．２４

中 野 隆 右 Ｈ７．１２．７～Ｈ１１．１２．６ Ｈ２３．１２．２５～

藤 本 靖 Ｈ１１．１２．２２～Ｈ１５．１２．２１ 福 田 一 平 Ｈ２３．１２．２５～

Ｈ１５．１２．２２～Ｈ１９．１２．２１ 小 町 邦 彦 Ｈ２４．１１．２１～

大 澤 祥 一 Ｈ１２．４．１～Ｈ１２．１１．２０ 伊 藤 憲 春 Ｈ２４．１２．２４～

イ 旧砂川町教育委員

氏 名 在 職 期 間 氏 名 在 職 期 間

宮崎 伝左ヱ門 Ｓ２７．１０．６～Ｓ３０．４．２０ 松 本 一 晴 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３３．９．３０

宮 野 卯 一 Ｓ２７．１０．６～Ｓ３１．９．３０ 鈴 木 勇 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．９．３０

園 部 半 三 Ｓ２７．１０．６～Ｓ３１．９．３０ 島 田 平四郎 Ｓ３２．１０．１～Ｓ３６．９．３０

天 城 仁 朗 Ｓ２７．１０．６～Ｓ３１．９．３０ Ｓ３６．１０．１～Ｓ３７．３．３１

荒 井 義 美 Ｓ２７．１０．２３～Ｓ２８．１０．３１ 中 丸 長 蔵 Ｓ３３．１．２９～Ｓ３５．９．３０

内 野 茂 雄 Ｓ２８．１１．１～Ｓ３０．４．３０ 小谷野 甲 子 Ｓ３３．１０．１～Ｓ３７．３．３１

宿 谷 孫四郎 Ｓ３０．５．１２～Ｓ３１．９．３０ 砂 川 昌 平 Ｓ３５．１２．２１～Ｓ３８．３

小 林 英 嗣 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３２．１１．５ 大 道 祖 来 Ｓ３５．１２．２１～Ｓ３８．４．３０

網 代 孝 Ｓ３１．１０．１～Ｓ３５．９．３０ 吉 沢 浩 Ｓ３７．４．３０～Ｓ３７．９．３０

砂 川 ち よ Ｓ３１．１０．１～Ｓ３４．９．３０ Ｓ３７．１０．１～Ｓ３８．４．３０

Ｓ３４．１１．２４～Ｓ３８．４．３０ 須 崎 志 摩 Ｓ３７．４．３０～Ｓ３８．４．３０

ウ 立川市砂川地区教育行政諮問委員

氏 名 在 職 期 間 氏 名 在 職 期 間

砂 川 ち よ Ｓ３８．５．１～Ｓ４０．３．３１ 須 崎 志 摩 Ｓ３８．５．１～Ｓ４０．３．３１

吉 沢 浩 Ｓ３８．５．１～Ｓ４０．３．３１ 大 道 祖 来 Ｓ３８．５．１～Ｓ４０．３．３１
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②歴代教育委員長 ③歴代教育長

氏 名 在 職 期 間 氏 名 在 職 期 間
鈴 木 貞 治 Ｓ２５．１２．１～Ｓ２８．６．１７ 石 川 積 Ｓ２５．１２．１～Ｓ３０．４．２６
野 田 芳 作 Ｓ２８．６．１８～Ｓ３２．１０．１ 青 木 義 雄 Ｓ３０．４．３０～Ｓ４５．９．１０
村 瀬 正 成 Ｓ３２．１０．３～Ｓ４０．１０．２ 植 田 栄 一 Ｓ４５．９．３０～Ｓ４７．５．１
塚 田 清 Ｓ４０．１１．２６～Ｓ４１．１１．２５ Ｓ５０．１１．５～Ｓ５５．５．１
天 谷 貞 三 Ｓ４１．１１．２６～Ｓ４２．１１．２５ 砂 川 昌 平 Ｓ４７．５．２～Ｓ５０．６．４
荒 井 久 義 Ｓ４２．１１．２６～Ｓ４７．６．２９ 比留間 明 Ｓ５５．９．６～Ｓ６３．９．６
榎 戸 辰 二 Ｓ４７．６．３０～Ｓ４９．９．２９ 中 島 寛 Ｓ６３．１１．２１～Ｈ３．１２．６
五十嵐 栄 治 Ｓ４９．１２．６～Ｓ６０．１２．２６ 小 山 祐 三 Ｈ３．１２．２６～Ｈ１２．３．３１
清 水 一 朗 Ｓ６０．１２．２７～Ｈ７．１０．１３ 大 澤 祥 一 Ｈ１２．４．１～Ｈ２０．６．２５
笠 井 照 保 Ｈ７．１０．２６～Ｈ９．１２．２３ 澤 利 夫 Ｈ２０．６．２６～Ｈ２４．１１．２０
志 村 順 子 Ｈ９．１２．２４～Ｈ１２．１２．２３ 小 町 邦 彦 Ｈ２４．１１．２１～

Ｈ１２．１２．２５～Ｈ１６．１２．２３
藤 本 靖 Ｈ１６．１２．２４～Ｈ１９．１２．２１
古 木 光 義 Ｈ１９．１２．２５～Ｈ２０．１２．２３
中 村 祐 治 Ｈ２０．１２．２４～Ｈ２３．１２．２３
福 田 一 平 Ｈ２３．１２．２６～

―１４―



（４） 教育委員会年表

年 月 事 項 年 月 事 項
明治３．３．・普済寺に郷学校（現一小）が開設さ

れる
昭和４．９．

１０．４．
１２．１．

１５．１１．

１６．４．

１９．４．

２１．１．
２２．４．

・立川第一尋常小学校（現二小）が開
校

５．５．・砂川８番組に共同学舎（現八小）が
創立される

・立川青年学校が設立される
・立川第二尋常小学校（現三小）が開
校

第三小学校（昭和１２年）

・流泉寺境内に西砂川小学校（現九
小）が開設される

６．・砂川５番組の私有地に私塾が開かれる
８．・郷学校が耦頴学舎（現一小）に改称

７． ・砂川５番組の私塾が中砂川小学校と
なる

２．・共同学舎は砂川９番組に校舎を新築
し移転し東砂川小学校となる

８．３．・耦頴学舎が柴崎学校（現一小）に改
称、普済寺から移転 ・立川第三尋常小学校（現四小）、立

川第四尋常小学校（現五小）が開校１４．４．・柴崎村が立川村に改称したことによ
り、柴崎学校が立川学校（現一小）
に改称

・立川尋常高等小学校を立川国民学校
（現一小）、立川第一尋常小学校を
立川第一国民学校（現二小）、立川
第二尋常小学校を立川第二国民学校
（現三小）、立川第三尋常小学校を
立川第三国民学校（現四小）、立川
第四尋常小学校を立川第四国民学校
（現五小）に改称

１５． ・中里新田の林泉寺に西砂川学校の分
校（現西砂小の前身）が開設される

２０．４．・立川学校が高等科を併置し、立川尋
常高等小学校（現一小）に改称

２３．１０．・西砂川小学校を西砂川尋常小学校
（現九小）に改称

２５．３．・立川尋常高等小学校が高等科を廃し、
立川尋常小学校（現一小）に改称

・砂川尋常高等小学校を砂川国民学校
（現八小）、西砂川尋常高等小学校
を西砂川国民学校（現九小）に改称２８．４．・立川尋常小学校が再び高等科を併置

し、立川尋常高等小学校（現一小）
に改称

・全市学童疎開始まる
・立川国民学校を柴崎国民学校（現一
小）、立川第一国民学校を曙国民学
校（現二小）、立川第二国民学校を
錦国民学校（現三小）、立川第三国
民学校を富士見国民学校（現四小）
立川第四国民学校を高松国民学校
（現五小）に改称

３３．７．・中砂川学校と東砂川学校が合併し、
砂川尋常小学校（現八小）となる

９．・砂川尋常小学校を砂川尋常高等小学
校（現八小）に、西砂川尋常小学校
を西砂川尋常高等小学校（現九小）
に改称

４２．２．・立川実業補修学校（後の立川青年学
校）が設立認可される

・小学校で学校給食を開始
・立川第一中学校が都立第二中学校内
に立川第二中学校が曙小学校内に開
校

・柴崎国民学校を柴崎小学校（現一
小）、曙国民学校を曙小学校（現二小）、

大正３．１０．・立川尋常高等小学校が現在の一小の
地に校舎を新築し、移転

８．１０．・立川氏館跡が都の史跡に指定される
１１．３．・立川村教育会が発足
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年 月 事 項 年 月 事 項
昭和２２．４． 錦国民学校を錦小学校（現三小）、富

士見国民学校を富士見小学校（現四
小）、高松国民学校を高松小学校
（現五小）に改称

・砂川国民学校を砂川小学校（現八
小）、西砂川国民学校を西砂川小学
校（現九小）に改称

・砂川中学校（現四中）が西砂川小学
校内に開校、砂川小学校内に分校を
置く

昭和２６．６．・立川第三中学校の新校舎が現在の七
小の地に完成し、移転

２７．５．・立川第三中学校に夜間部を併設
８．・小学校の臨海学校（秋谷海岸）始まる

２８．４．・柴崎小学校を第一小学校、曙小学校
を第二小学校、錦小学校を第三小学
校、富士見小学校を第四小学校、高
松小学校を第五小学校、羽衣小学校
を第六小学校に改称

７．・中学校の林間学校（山中湖）始まる
１１．・市民憩いの家（公民館の前身）が開

設される
１１．・普済寺「六面石幢」が国宝に指定さ

れる
２３．４．・市立新制高校（定時制・現北多摩高

校）が柴崎小学校内に開校。２４年に
一中内に移り、２６年に全日制となり
立川短大内に移る

・各学校にＰＴＡ発足
・砂川中学校が砂川５番に校舎を新築
移転、分校も松中地区に新築

２９．４．・小学校特殊学級が初めて一小内に設
置される

・立川公園野球場を開設
３０．３．・「普済寺釈迦牟尼坐像」「普済寺保

存の板碑群」「八幡神社本地仏像」
「満願寺聯」「柴崎分水訴願状」を
市指定有形文化財に、「大和田遺跡」
「八幡神社本殿跡」「満願寺跡」「柴崎
分水」を市指定史跡に、「八幡神社大
ケヤキ」を市指定天然記念物に指定

６．・市民憩いの家は、市に移管され、立
川市公民館に改称

立川市公民館（昭和３０年頃）

３１．１０．・市長の任命による教育委員会が発足
・北多摩高校を都へ移管

３２．３．・各小学校の防音改築工事始まる
３３．１．・立川第三中学校が羽衣町に移転、中

学の特殊学級も開設される
３．・第七小学校が三中あとに開校

３４．４．・教育研究室を市役所内に開設
・第四小学校に北多摩地区科学セン
ターが設置される

・砂川町公民館が開館

２４．３．・立川第一中学校が柴崎町に、立川第
二中学校が曙町に校舎を新築移転

１０．・第１回全国地方都市教育長並びに教
育課長会議が立川市で開かれる ７．・臨海学校が岩井海岸へ移る

２５．４．・羽衣小学校（現六小）が開校 １０．・立川公園陸上競技場を開設
１１．・教育委員会設置、初の教育委員選挙

を執行（定数４人に８人が立候補）
３８．５．・立川市と砂川町の合併により、砂川

町立砂川中学校を立川市立砂川中学
校（現四中）、砂川町立砂川小学校
を立川市立砂川第一小学校（現八
小）、砂川町立西砂川小学校を立川
市立砂川第二小学校（現九小）に改称

１２．・市教育委員会が発足、第１回委員会
を開会し、鈴木貞治を委員長に推薦

２６．２．・小学校で完全給食を実施
４．・立川第三中学校が至誠学舎内に開校
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年 月 事 項 年 月 事 項
昭和３８．５．・砂川町公民館を立川市公民館砂川分

館に改称
昭和４１．９．・けやき台小学校が開校
４２．４．・西砂小学校が九小分校より独立開校

３８．６．・「諏訪神社獅子頭及び太鼓胴」を市
指定有形文化財に指定

９．・「獅子舞」を市無形民俗文化財に指定
１２．・南富士見小学校が開校

３９．４．・練成館を開設
・砂川中学校を砂川第一中学校（現四
中）に改称

・砂川中学校の分校は廃止され、砂川
町に砂川第二中学校（現五中）が独
立開校

・砂川第一小学校に分校（後の十小）
を設置

４３．６．・見影橋公園（野球場兼陸上競技場）
を開設

７．・移動図書館「大空号」が巡回開始
９．・教育相談室が第三小学校内に移転

４４．１．・第一学校給食共同調理場が完成し、
小学校５校（九小・十小・けやき台
小・西砂小・南富士見小）でセン
ター方式の学校給食始まる

７．・立川公園水泳場開設 １２．・岩井臨海施設の廃止決める
８．・「砂川分水・柴崎分水取水口」「蚕

影神社跡」「巴河岸跡」「残堀川旧水
路跡」を市指定史跡に指定

４５．３．・第一小学校、創立１００周年記念式典
を挙行

４．・南砂小学校が開校
１２．・全中学校でミルク給食始まる １１．・「諏訪神社本殿附棟札」「旧八幡神

社本殿附棟札」「阿豆佐味天神社本
殿附棟札」「公私日記」「勝坂式土
器」を市指定有形文化財に指定

４０．４．・砂川第一小学校を第八小学校、砂川
第二小学校を第九小学校、砂川第一
小学校分校を第十小学校、砂川第一
中学校を立川第四中学校、砂川第二
中学校を立川第五中学校に改称

・第十小学校が第八小学校内に開校

４６．２．・立川市公民館改築、図書室を設置
４．・幸小学校、若葉小学校、松中小学校

が開校
５．・立川第四中学校が校舎を新築移転、

あとに第十小学校が移る
６．・心身障害児指導室が福祉会館に開設

される
７．・八ヶ岳山荘（旧第一山荘）を開設、

同時に山荘を利用した中学生の林間
学校を始める

八ヶ岳第一山荘（取壊済）での林間学校

８．・大和田遺跡の発掘調査始まる（第３次）
１０．・公民館砂川分館を幸分館に改称

４７．４．・大山小学校が開校
４８．３．・公民館本館を中央公民館に改称
４．・多摩川緑地野球場を開設
６．・砂川公民館が新築開館、図書室を設置
７．・見影橋公園水泳場を開設

４９．７．・立川第六中学校が開校
５０．５．・生活指導相談員制度が発足、三小に

相談室を設置
７．・山梨県清里高原にハイキングコース

を設定１１．・「銅鉦鼓」が都有形文化財に指定さ
れる ９．・第二学校給食共同調理場を開設

４１．４．・市青少年問題協議会が「家庭の日」
（毎月第２日曜日）を設ける

５１．３．・「柴崎村野帳附柴崎村絵図」「立川村
十二景」を市指定有形文化財に指定
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年 月 事 項 年 月 事 項
昭和５１．７．・立川第二中学校で初の校庭スポーツ

開放を開始
昭和６１．３．・第５回立川マラソンを開催。ハーフ

マラソンが日本陸連の公認となる
５２．２．・柏小学校が開校 ４．・泉町野球場を開設
５．・初の五月祭を中央公民館で開催 ５．・若葉会館が開館

５３．４．・立川第七中学校、立川第八中学校、
多摩川小学校が開校

１１．・若葉図書館が開館
６２．５．・教育委員会事務局が民間ビル（中村

ＬＫビル）に移転
・こぶし会館が開館

７．・立川市図書館設置。公民館図書室
（柴崎・砂川・幸）と移動図書館を
図書館へ移管

・西砂図書館が開館
・西砂公民館が開館

７．・幸図書館が開館
８．・一番町少年野球場を開設

６３．６．・羽衣中央会館が開館
５４．１．

４．
・多摩川図書館が開館
・立川第九中学校が開校
・中里野球場を開設

７．・泉町運動場庭球場・ゲートボール場
を開設

８．・大町市で初めてのふるさと体験交流
を実施

・外国人英語指導制度を導入
１１．・第九小学校が創立１００周年記念式典

を挙行
５５．３．・市民体育館が開館 １２．・全図書館にブックポストを設置
４．・高松公民館が開館
・西砂庭球場を開設

平成元．４．・中学校情緒障害（登校拒否）生徒受
入学級を開設

６．・高松図書館が開館 ６．・天王橋会館が開館
１２．・市教育委員会発足３０周年で記念講演

会開く
１０．・公民館４館にパソコンルームを開設
１２．・「小林家住宅」を市指定有形文化財

に指定５６．９．・第１回心身障害者スポーツ大会を開
催 ２．６．・幸公民館が開館

５７．３．・第１回立川マラソンを開催 ７．・柴崎会館が開館
７．・「多摩川魚撈具」を市指定有形民族

文化財に指定
３．３．・「砂川十番組大のぼり」を市指定有

形文化財に指定
５８．１．・練成館に相撲場を開設 ７．・八ヶ岳山荘本館・体育館等を開設

・歴史民俗資料館、体験学習室等を増
築

４．・上砂川小学校が開校
５．・滝ノ上会館が開館
７．・こんぴら橋会館が開館 ４．５．・小学校の八ヶ岳自然教室を始める

５９．４．・緑町運動広場を開設 ８．・生涯学習推進計画を策定
５．・高松会館が開館 ９．・学校週５日制がスタート

６０．７．・教育相談室が錦地域センター内に移
転

・錦公民館が開館
・八ヶ岳第二山荘（現在の宿泊棟）を
開設

１０．・市民体育館を泉市民体育館に改称
・多摩川図書館屋外閲覧所を開設

５．２．・柴崎市民体育館を開館
５．・教育委員会事務局が民間ビル（錦町

秀栄ビル）に移転
８．・第１回中学校総合体育大会を開催 ６．・さかえ会館が開館
１２．・歴史民俗資料館が開館
・錦図書館が開館

９．・社会教育関係団体登録制度スタート
１０．・川越道緑地古民家園が開園
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年 月 事 項 年 月 事 項
平成５．１０．・中里多目的運動広場を開設 平成１３．２．

７．
挙行

・開かれた教科書採択、市民参加で実施
・学校規模適正化地域協議会設置
・我が国初の狂牛病（ＢＳＥ）感染牛
が発見され、牛肉・牛加工品の学校
給食使用自粛

６．２．・図書館５館に蔵書検索端末機を設置
・諏訪神社の本殿等が全焼

７．１．・中央図書館が開館
２．・西砂会館が開館
・学校週５日制、月２回実施
・普済寺が全焼 ９．・「立川氏文書」を市指定有形文化財

に指定８．７．・いじめ相談カードを配布
９．２．・体育施設電話予約システムスタート １４．３．・池田小学校児童殺傷事件に伴い、安

全対策として全校に監視カメラ設置３．・「普済寺釈迦牟尼坐像」焼失のため
指定解除 ４．・学校週５日制完全実施

・中学校給食全校で実施６．・立川公園新堤防運動広場を開設
１０．・中学校給食の試行を開始
・移動図書館廃止
・「諏訪神社本殿附棟札」「八幡神社
本殿附棟札」焼失のため指定解除

１５．１．・小・中学校全校の校舎、体育館の耐
震診断が終了

４．・小学校１校、中学校４校で二学期制
を導入

・学校指定変更の条件緩和１１．・立川市公民館が開設５０周年迎える
・砂川中央地区北野球場・多目的運動
広場を開設

６．・教育情報紙「たっち」創刊
８．・「玉川上水」が指定史跡に指定される

１０．２．・ＣＡＴＶ双方向通信実験を開始 １２．・教育委員会委員に保護者委員の公募
を実施３．・立川市立学校適正規模等審議会答申

４．・教育委員会事務局組織の改正（２部
制の廃止）

１６．３．・「旧梅田診療所」が国登録有形文化
財に登録される

４．・南富士見小学校、多摩川小学校を廃
し、新生小学校を開校

・小学校３年生以上の全学級で算数の
少人数指導を実施

・小学校１年生３１人以上の学級に学校
生活協力員を派遣

６．・適応指導教室を開設
１１．・中央公民館全国優良公民館表彰受賞
・砂川中央地区支所前庭球場・多目的
運動広場・ゲートボール場を開設

１１．３．・歴史民俗資料館常設展示室模様替え
・緑町運動広場を廃止

４．・砂川中央地区支所東野球場・ゲート
ボール場を開設

１７．１．・立川教育フォーラムを開催
４．・中学校の全校で二学期制を導入
・中学校の全学級で数学の少人数指導
を実施

・学校教育サポートセンター準備室を
開設

９．・インターネットを全校に導入
１２．４．・上砂図書館、上砂会館が開館

・中学校給食本格実施
・「中野家住宅」が国登録有形文化財
に登録される ９．・適応指導教室「たまがわ」を開設

６．
１１．
・第２次生涯学習推進計画を策定
・立川市立学校規模適正化実施方針を
策定

１８．３．

４．

・昭島市と共催で「第２５回立川・昭島
マラソン」を開催

・第七小学校に言語障害学級「ことば
の教室」を開設１３．２．・第八小学校、創立１００周年記念式典を
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年 月 事 項 年 月 事 項
平成１８．４．

１０．

１９．４．

９．

１０．

２０．３．

４．

５．

７．

１０．
１２．

２１．３．

４．

７．

・松中小学校に情緒障害学級「はらっ
ぱ学級」を開設

・錦町庭球場・フットサル場を開設
・見影橋公園水泳場を廃止
・学習等供用施設に指定管理者制度導
入

・学校教育サポートセンターを開設
・特別支援教育ヘルプデスクを開設
・特別支援教育の実施
・生涯学習推進センターを設置
・たちかわ市民交流大学情報誌「きら
り・たちかわ」創刊

・公民館を廃止、新たに地域学習館と
して開設

・「たちかわ市民交流大学」を開講
・特別支援教育報告会を開設
・生涯学習情報システムを導入
・文部科学省「人権教育総合推進地域
事業」の地域指定

・「スクールインターンシップ」の導入
・「就学支援シート」の実施
・見影橋公園ミニ・スポーツ施設を開
設

・全小中学校に特別支援教育支援員を
配置

・小学校全校に学校図書館支援指導員
を配置

・新生小学校の運動場を芝生化
・人権教育推進イベントを開催
・立川市教育委員会の点検・評価を実
施

・「たちかわ中央公園スケートパー
ク」を開設

・地域学習館運営協議会準備会発足
・中学校部活動選択による指定校変更
制度開始

・八ヶ岳山荘に指定管理者導入
・「旧石井家住宅主屋・長屋門・土蔵」
を市指定有形文化財に指定。木造大
日如来坐像が重要文化財に指定され

平成２１．７．
２２．３．

４．

５．

６．

９．
１０．

１２．

２３．３．

４．
８．

９．

２４．３．

４．

４．
５．

る
・国の補助金等を活用し、全校に地上
デジタル放送対応テレビ設置

・柴崎市民体育館へ指定管理者制度を
導入

・教育委員会が市役所新庁舎（泉町）
へ移転

・「教育センター」を開設
・第４次生涯学習推進計画を策定
・幸・錦図書館へ指定管理者制度を導入
・地域学習館運営協議会発足
・「スクールソーシャルワーカー」の導入
・砂川学習館に立川市砂川地域歴史と
文化の資料コーナーを開設

・市指定史跡「巴河岸跡」「残堀川旧
水路跡」「柴崎分水・砂川分水取入
口」の指定を解除

・新学校給食共同調理場（仮称）整備
運営事業の落札者決定

・小・中学校全校の校舎、体育館の耐
震補強工事が終了

・スクールカウンセラーを小学校８校に配置
・小学校全校に学校図書館システム設
置が完了

・小学校地上デジタル放送対応工事が終了
・小中学校普通教室に空調機設置工事
が完了

・教育目標を改定
・立川シティハーフマラソン２０１２を開催
・小林家住宅母屋北・東面屋根の茅を
葺き替え

・中学校地上デジタル放送対応工事が終了
・特別支援教育課の設置
・立川第三中学校に情緒障害等通級指
導学級を開設

・全中学校において、三学期制による
教育課程を編成、実施

・向郷遺跡で本発掘調査を実施。
・学力向上推進研究校を小学校２校、
中学校１校に指定

―２０―



年 月 事 項 年 月 事 項
平成２４．７～８．

２４．８．

１１．

１２．

２５．２．

２５．３．

２５．４．

２５．６．

・小学校の通学路における緊急合同点
検を実施

・中学校全校に学校図書館システム設
置が完了

・たちかわ市民交流大学開講５周年イ
ベントを開催

・特別支援教育課が子ども未来セン
ター（錦町）へ移転

・生涯学習情報システムに子ども未来
センターを追加

・「立川市における小学校の学校適正
規模の基本的考え方」を決定

・「砂川村野取反別帳附砂川村絵図」
「柴崎村絵図」「砂川村絵図」「向郷
遺跡環状墓群出土の遺物」「須﨑家
内蔵」を市文化財に指定

・学力向上推進研究校を小学校４校、
中学校２校に指定

・西砂・高松・若葉図書館へ指定管理
者制度を導入

・第一学校給食共同調理場、第二学校
給食共同調理場を廃止し、学校給食
共同調理場を開設

・指定校変更制度（隣接校希望）を改
正

・適応指導教室「たまがわ」が錦学習
館（錦町）へ移転

―２１―



（５） 平成２４年度教育委員会審議状況

会議名・月日 付 議 案 件 結果

第７回定例会
４月１２日（木）

議案 ⑴ 議案第１６号 立川市教育委員会表彰について 可決

協議 ⑴ 教育委員会の点検・評価について

⑵ 立川市立学校の指定校変更等の取扱いに関する要綱の
一部改正について

⑶ 泉市民体育館への指定管理者制度導入について

報告 ⑴ 立川市職員の人事異動について

⑵ 平成２４年第１回立川市議会定例会報告について

⑶ 学校教育サポートセンターの体制について

⑷ 特別支援教育課の体制について

⑸ 平成２３年度教育委員会事業後援について

第８回定例会
４月２６日（木）

議案 ⑴ 議案第１７号 教育委員会点検・評価の基本方針につい
て 可決

⑵ 議案第１８号 立川市スポーツ推進委員の委嘱について 可決

報告 ⑴ 市立学校の学級数・児童生徒数等について

⑵ 新学校給食共同調理場整備の進捗状況について

第９回定例会
５月１０日（木）

議案 ⑴ 議案第１９号 立川市スポーツ推進審議会委員の任命に
ついて 可決

協議 ⑴ 学校の適正規模及び適正配置について（自由協議）

第１０回定例会
５月２４日（木）

協議 ⑴ 教育委員会点検・評価について

⑵ 立川シティハーフマラソン２０１３について

⑶ 学校の適正規模及び適正配置について（自由協議）

報告 ⑴ 今年度の小・中学校経営計画について

第１１回定例会
６月７日（木）

議案 ⑴ 議案第２０号 立川市社会教育委員の委嘱について 可決

⑵ 議案第２１号 立川市図書館協議会委員の任命について 可決

協議 ⑴ 教育委員会点検・評価について

⑵ 学校の適正規模及び適正配置について（自由協議）

報告 ⑴ 第一小学校建替え事業の状況について

⑵ 地区図書館への指定管理者導入について

―２２―



会議名・月日 付 議 案 件 結果

第１２回定例会
６月２７日（水）

議案 ⑴ 議案第２２号 立川市学校給食運営審議会委員の任命に
ついて 可決

⑵ 議案第２３号 立川市スポーツ推進委員の委嘱について 可決

協議 ⑴ 教育委員会点検・評価について

報告 ⑴ 学校給食用食材の放射性物質検査機器の貸与について

⑵ メール誤送信による個人情報の流出について

視察 ⑴ 教育委員会所管施設の視察について（立川公園野球
場）

第１３回定例会
７月１２日（木）

議案 ⑴ 議案第２４号 立川市市民体育館条例施行規則の一部を
改正する規則について 可決

協議 ⑴ 学校の適正規模及び適正配置について（自由協議）

報告 ⑴ ６月議会報告について

⑵ 図書館の臨時休館について

視察 ⑴ 教育委員会所管施設の視察について（泉市民体育館）

第１４回定例会
７月２６日（木）

協議 ⑴ 教育委員会点検・評価について

⑵ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（素
案）について

報告 ⑴ 第一小学校建替え事業について

⑵ いじめの実態把握のための緊急調査について

⑶ 地区図書館への指定管理者候補者の選定について

第１５回定例会
８月９日（木）

議案 ⑴ 議案第２５号 立川市公の施設指定管理者候補者の選定
について（諮問） 可決

協議 ⑴ 教育委員会点検・評価について

⑵ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（素
案）について

報告 ⑴ 新学校給食共同調理場工事現場夏休み親子見学会の実
施他について

⑵ 図書館システム更新およびＩＣ関連機器の導入につい
て

第１６回定例会
８月２３日（木）

議案 ⑴ 議案第２６号 教育委員会点検・評価について 可決

⑵ 議案第２７号 平成２５年度使用立川市立小学校教科用図
書の採択について 可決

⑶ 議案第２８号 平成２５年度使用立川市立中学校教科用図
書の採択について 可決

⑷ 議案第２９号 平成２５年度使用立川市立小中学校特別支
援学級教科用図書の採択について 可決

協議 ⑴ 人事構想（学校）について

報告 ⑴ 歴史民俗資料館の臨時休館について

―２３―



会議名・月日 付 議 案 件 結果

第１７回定例会
９月１９日（水）

報告 ⑴ 平成２３年度における児童・生徒の問題行動等の実態に
ついて

⑵ いじめ実態把握のための緊急調査について

⑶ 「たちかわ市民交流大学開講５周年事業」の実施計画
について

⑷ 図書館の臨時休館について

視察 ⑴ 教育委員会所管施設の視察について（第一小学校）

第１８回定例会
９月２７日（木）

報告 ⑴ 平成２３年度決算について

視察 ⑴ 教育委員会所管施設の視察について（新学校給食共同
調理場）

第１９回定例会
１０月１１日（木）

議案 ⑴ 議案第３０号 教育委員会表彰について 可決

報告 ⑴ 平成２５年度予算編成方針について

⑵ 立川市におけるスポーツ推進に関する提言について

第２０回定例会
１０月２６日（金）

議案 ⑴ 議案第３１号 教育委員会表彰について（追加分） 可決

報告 ⑴ ９月議会報告について

⑵ いじめの実態把握のための緊急調査を受けた各学校の
対応状況について

⑶ 学校給食課職員から検出されたＯ－１５７について

⑷ 平成２４年度上半期教育委員会事業後援の概要報告につ
いて

第２１回定例会
１１月８日（木）

議案 ⑴ 議案第３２号 立川市幸図書館ほか４施設の指定管理者
候補者の選定について 可決

協議 ⑴ 立川市図書館指定管理者候補者の選定について（答
申）

⑵ 立川市図書館条例の一部を改正する条例について

⑶ 分限懲戒等について（諮問）

第２２回定例会
１１月２１日（水）

議案 ⑴ 議案第３３号 立川市教育委員会教育長の任命について 可決

⑵ 議案第３４号 分限懲戒等について 可決

協議 ⑴ 立川市学校給食施設設置条例の一部を改正する条例に
ついて

⑵ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（素
案）について

報告 ⑴ 学校給食におけるアレルギー対応方針について

⑵

子ども未来センター開設に伴う諸規則（立川市地域学
習館条例施行規則、立川市市民体育館条例施行規則、
立川市練成館条例施行規則、立川市運動場条例施行規
則）の一部改正について

―２４―



会議名・月日 付 議 案 件 結果

第２３回定例会
１２月１０日（月）

報告 ⑴ 西砂小学校増築について

⑵ 第一小学校建替工事実施設計について

⑶ 小学校の通学路に関する緊急合同点検の結果について

⑷
平成２４年度「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活
・運動習慣等調査（東京都統一体力テスト）」結果に
ついて

⑸ 学習等供用施設「こんぴら橋会館及び天王橋会館」の
空調機改修工事及び休館について

第２４回定例会
１２月２５日（火）

選挙 ⑴ 教育委員会委員長の選挙について

⑵ 委員長職務代理者の選任について

協議 ⑴ 平成２５年度 学校教育の指針（案）について

報告 ⑴ 立川市立川公園陸上競技場基本計画（案）について

⑵ 立川市立学校管理職人事（平成２５年４月１日異動）に
ついて

第１回定例会
１月１０日（木）

議案 ⑴ 議案第１号 平成２５年度 学校教育の指針について 可決

協議 ⑴ 立川市指定有形文化財の指定について（諮問）

報告 ⑴ 入学式・卒業式の適正実施について

第２回定例会
１月２４日（木）

協議 ⑴ 小・中学校の卒業式、入学式の告辞について

⑵ 立川市運動場条例の一部を改正する条例について

報告 ⑴ 学校給食共同調理場開所式について

第１回臨時会
２月５日（火）

議案 ⑴ 議案第２号 専決処分について（立川市職員の分限懲
戒等について（諮問）） 可決

⑵ 議案第３号 懲戒処分等について 可決

協議 ⑴ 立川市歴史民俗資料館条例の一部を改正する条例につ
いて

第３回定例会
２月１５日（金）

議案 ⑴ 議案第４号 平成２５年度立川市立小中学校校長候補者
の内申について 可決

⑵ 議案第５号 平成２５年度立川市立小中学校副校長候補
者の内申について 可決

⑶ 議案第６号 立川市公立学校教員の内申について 可決

協議 ⑴ 小・中学校の卒業式、入学式の告辞（案）について

報告 ⑴ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（案）
に寄せられた意見について

⑵ インフルエンザ様疾患による臨時休業について

⑶ 平成２４年度東京都教育委員会「児童・生徒の学力向上
を図るための調査」結果について

―２５―



会議名・月日 付 議 案 件 結果

⑷ 立川市指定有形文化財の指定について（答申）

⑸ 立川シティハーフマラソン２０１３について

⑹ 泉市民体育館への指定管理者制度の導入について

第４回定例会
２月２８日（木）

報告 ⑴ 学級編制基準について

⑵ 災害共済給付にかかる事件について

⑶ 中学校適応指導教室「たまがわ」及び学校教育サポー
トセンターの移転時期について

⑷ 立川公園陸上競技場基本計画の策定について

⑸ 柴崎市民体育館の臨時休館について

第５回定例会
３月１４日（木）

議案 ⑴ 議案第７号 立川市教育委員会処務規則の一部を改正
する規則について 可決

⑵ 議案第８号 平成２５年度使用立川市立小中学校特別支
援学級教科用図書の採択について（追加） 可決

⑶ 議案第９号 立川市指定文化財の指定について 可決

協議 ⑴ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（案）
について

第６回定例会
３月２２日（金）

議案 ⑴ 議案第１０号 教育委員会職員の人事異動について 可決

⑵ 議案第１１号 立川市地域学習館条例施行規則の一部を
改正する規則について 可決

⑶ 議案第１２号 立川市学習等供用施設条例施行規則の一
部を改正する規則について 可決

⑷ 議案第１３号 立川市市民体育館条例施行規則の一部を
改正する規則について 可決

⑸ 議案第１４号 立川市練成館条例施行規則の一部を改正
する規則について 可決

⑹ 議案第１５号 立川市運動場条例施行規則の一部を改正
する規則について 可決

協議 ⑴ 立川市における小学校の学校適正規模の考え方（案）
について

報告 ⑴ 立川市立学校教員の服務事故の処分発令について

⑵
「小学校における暴力による体罰の実態把握につい
て」及び「部活動指導等における暴力による体罰の実
態把握について」の結果について

―２６―



（６） 教育委員会表彰

立川市教育委員会では、有益な調査・研究、特に模範とする行為、教育・文化の振興における

功績、体育その他の文化活動において特に優秀な成績をあげた個人または団体を、立川市教育委

員会表彰規程に基づき表彰しています。

①平成２４年度教育委員会表彰該当者

ア．立川市教育委員会表彰規程 第２条第３号（市立学校の児童・生徒）に該当する者

該当者名 学校名等 該当内容

岩田 風澄 第一小学校 第８３回全国かるた競技学生選手権大会 Ｅ級 優勝

豊泉 俊介 上砂川小学校
ＵＣＩトライアルワールドユースゲームス
ベンジャミン（１１～１２歳） 第６位

二ノ宮 永慈 立川第二中学校
第５２回全国中学校水泳競技大会
男子１，５００ｍ 自由形 第１８位

小泉 莞太 立川第三中学校
第８回ポイント・アンド・ノックアウト
全日本少年少女空手道選手権大会
中学生全国大会 重量級男子の部 優勝

丸山 亜室 立川第五中学校
第３９回全日本中学校陸上競技選手権大会
男子１００ｍ出場

矢本 みなみ 立川第五中学校
第３６回関東中学校水泳競技大会
女子１００ｍバタフライ 第３位

斉藤 夏樹 立川第六中学校
ＵＣＩトライアルワールドユースゲームス
ミニメ（１３～１４歳） 第７位

イ．立川市教育委員会表彰規程 第３条第２号に該当する者

該当者名 学校名等 該当内容

森本 浩子
第２８回全日本シニアバドミントン選手権大会
６５歳以上 女子ダブルス 第３位

一戸 和美
第２８回全日本シニアバドミントン選手権大会
３５歳以上 女子シングルス 優勝

萩原 凛太郎
東京都立立川国
際中等教育学校

第２０回全国中学生空手道選手権大会
男子団体組手 第３位

萩原 竜之介

足立 皓麻

―２７―



ウ．立川市教育委員会表彰規程 第３条第３号（在住在勤者、市内学校、市内の公共団体）に該

当するもの

該当者名 該当内容

小川 喜良

社会教育委員として社会教育行政に貢献寄与
北原 祥子

犬塚 榮

及川 知之

―２８―



（７） 教育委員会組織図
（平成２５年４月１日現在）

教　育　長

小町　邦彦

教　育　部

新土　克也

教育総務課 施　　設　　係
庶　　務　　係

学校建替等担当係栗原　　寛

図　書　館

小宮山　克仁

生 涯 学 習
推進センター
浅見　孝男

ス ポ ー ツ
振　興　課
五十嵐　敏行

特別支援教育課

亀井　寿美子
（統括指導主事）
中村　由美子

指　導　課

泉澤　　太
（統括指導主事）
宇山　幸宏
（指導主事３名）
堀田　智暁
宇野　賢悟
梅津　靖子

学　務　課

大石　明生
学 務 保 健 係
管　　理　　係

学校給食課

江元　哲也
給　　食　　係
管　　理　　係

教　職　員　係
指　　導　　係

特 別 支 援 係

生 涯 学 習 係
市民交流大学係
柴 崎 学 習 館 係
砂 川 学 習 館 係
西 砂 学 習 館 係
高 松 学 習 館 係
錦 学 習 館 係
幸 学 習 館 係

相　　談　　係

管　　理　　係

主　　　　　　査

スポーツ振興係
泉市民体育館係

管　　理　　係

文　化　財　係

サービス第一係
サービス第二係
調 査 資 料 係
柴 崎 図 書 館 係
上 砂 図 書 館 係
多摩川図書館係
主　　　　　　査

管　　理　　係

―２９―



（８） 事務分掌

課 名 係 名 事 務 分 掌
教育総務課庶 務 係教育委員会会議，公印の統括・管守，公告式，文書関係，規則・

訓令，情報公開，個人情報保護，秘書・渉外・儀式・表彰，重要
文書の審査，職員の任免その他人事，給与，研修・福利，予算編
成及び決算の統括，課の予算・決算・会計，教育の広報・広聴，
財産管理，教育施設の建設計画調整，委員会事務の総合調整・庁
中取締り，学校施設の利用，他の課・係に属しないこと

施 設 係学校教育施設の建設計画，校地の設定・変更，営繕・保全
学校建替等担当係立川市立第一小学校建替え，公立学校施設等防衛補助，公立学校施

設整備費補助，防音事業関連維持事業，公立学校の補助に係る財産
処分

学 務 課管 理 係文書関係，課の予算・決算・会計，学校の会計，学校の物品管理
の統括，学校の契約事務の統括，教材・教具の整備，課内他の係
に属しないこと

学 務 保 健 係学校の設置・廃止，特別支援学級を除く学級編成，就学・転学・
通学その他学籍関係，特別支援学級を除く通学区域，児童・生徒
の就学援助，学事調査統計，学校の環境衛生，教職員・児童・生徒
の保健衛生，学校医・学校歯科医・学校薬剤師，児童・生徒の安
全，独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付，児
童・生徒の災害保険

指 導 課指 導 係文書関係，課の予算・決算・会計，教育課程・教科内容の指導，
学校経営・学習指導・生活指導の指導助言，教科用図書の採択，
教職員の研修・指導，教育研究，課外クラブ・科学センター，学
校教育サポートセンター，課内他の係に属しないこと

教 職 員 係教職員の人事，服務，給与・旅費・公務災害補償，福利厚生
指 導 主 事 教育課程，学習指導，その他学校教育における専門的事項の指導
特別支援教
育 課

特 別 支 援 係文書関係，課の予算・決算・会計，児童・生徒の就学奨励費，課内
他の係に属しないこと

相 談 係特別支援教育の振興，特別支援学級の設置・廃止・学級編成，特別
支援教育に係る通学区域，教育相談，特別支援教育に係る児童・生
徒の就学・転学・入級の相談，障害のある児童・生徒関係各委員
会，適応指導教室，副籍事業の地域指定校の手続き

学校給食課管 理 係公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，小学校給食に係
る企画・調整，調理場の給食費の経理，学校給食運営審議会，中
学校給食に係る企画・調整，中学校給食に係る給食費の経理，調
理場の維持管理・運営，調理場ＰＦＩ事業者との連絡・調整，調理
場視察・見学会，課内他の係に属しないこと

給 食 係単独調理校・調理場栄養士の統括，学校給食に係る指導・調査・
調整の統括，学校給食に係る衛生・献立・調理・栄養指導，調理場
の献立・調理・配送，調理場の給食用材料の調達・管理，中学校給
食の献立・調理・配送，中学校給食の給食用材料の調達・管理，小
学校・中学校での食教育支援指導，調理場の試食会

生涯学習推
進センター

管 理 係文書関係，課の予算・決算・会計，学習館の管理運営の統括，生
涯学習推進審議会，生涯学習推進計画・事業の調整，社会教育関
係付属機関委員・専門委員の任免調整，社会教育施設の建設計画，
生涯学習情報システム，学習等供用施設の管理運営・維持管理，
林間施設の管理運営，センター内他の係に属しないこと

―３０―



課 名 係 名 事 務 分 掌
生涯学習推
進センター

生 涯 学 習 係生涯学習の奨励・援助・調査・研究，社会教育委員，社会教育団
体の登録・育成，社会教育の講座・教室等の実施，家庭教育の支
援・奨励，学習館の講座・事業の統括，生涯学習情報の収集・提
供・相談，市民文化祭の実施

市民交流大学係市民交流大学の運営，付属機関，講座・教室等の実施
柴 崎 学 習 館 係各学習館の管理運営，施設・設備・物品の維持管理および使用，

企画・調整・関係団体の連絡，講座・教室・事業等の企画運営・
市民参画組織の支援，生涯学習情報の提供・学習相談，視聴覚関
係事業の実施・ライブラリーの管理運営

砂 川 学 習 館 係
西 砂 学 習 館 係
高 松 学 習 館 係
錦 学 習 館 係
幸 学 習 館 係
文 化 財 係文化財の保護，調査・研究・資料収集，保護思想の普及，文化財

保護審議会，文化財保護調査員，歴史民俗資料館・川越道緑地古
民家園の管理運営

ス ポ ー ツ
振 興 課

管 理 係公印の管守，文書関係，課の予算・決算・会計，社会体育施設の
管理運営・建設計画，都市公園の管理運営，課内他の係に属しな
いこと

スポーツ振興係スポーツ推進委員，社会体育の奨励・援助・調査・研究・資料の
収集，社会体育指導者の研修，社会体育のための学校施設の利用，
スポーツ推進審議会

泉市民体育館係泉体育館の管理運営，当該活動の企画・調整，施設・設備・物品
の維持管理および使用

主 査指定管理者の導入等に係る特定事項
図 書 館管 理 係公印の管守，文書関係，図書館の予算・決算・会計，中央図書館

の施設・設備・物品の維持管理，女性総合センター施設の維持管
理，図書館協議会，図書館運営の企画・調査・研究，電子計算処
理・組織の維持管理，事業の広報，図書館内他の係に属しないこ
と

サービス第一係図書館資料・外国語資料・視聴覚資料の収集・整理・保存・利用，
資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画・調整，読書案内・相談，
利用者援助，読書会・講演会等の開催・奨励，利用団体，関係機
関の連絡

サービス第二係児童・青少年のための資料の収集・整理・保存・利用，資料の閲
覧・貸出，図書館活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，図
書館活動に係るボランティアの育成援助，読書会・講演会等の開
催・奨励，利用団体

調 査 資 料 係参考調査資料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利用，
資料の閲覧・貸出，図書館活動の企画，調査研究の援助・情報提
供，読書会・講演会等の開催・奨励，障害者の図書館利用の援助

柴 崎 図 書 館 係各図書館の施設・設備・物品の維持管理，図書館資料・視聴覚資
料・郷土資料・行政資料等の収集・整理・保存・利用，資料の閲
覧・貸出，図書館活動の企画，読書案内・相談，利用者援助，読
書会・講演会等の開催・奨励，利用団体

上 砂 図 書 館 係
多摩川図書館係
主 査指定管理者及び自動貸出機の導入等に係る特定事項

―３１―



（９） 教育委員会職員数
（平成２５年５月１日現在）

職 名

所 属

部

長

課

長

係

長

一
般
事
務

社
会
教
育

栄

養

士

ボ
イ
ラ
ー

機
械
整
備

調

理

一
般
用
務

管
理
用
務

警

備

小

計

再
任
用
職
員

嘱
託
職
員

合

計
教 育 委 員 会 １ １ １

教

育

部

教 育 総 務 課 １ ３ ８ １ ３ １６ ２ ２ ２０
庶 務 係 １ ３ ４ ４
施 設 係 １ ２ ２ ５ ２ １ ８
学校建替等担当係 １ １ ２ １ ３

学 務 課 １ ２ ７ １０ １０
管 理 係 １ ３ ４ ４
学 務 保 健 係 １ ４ ５ ５

指 導 課 ２ ２ ６ １０ １０
指 導 係 １ ３ ４ ４
教 職 員 係 １ ３ ４ ４

特 別 支 援 教 育 課 ２ ２ １ ５ １２ １７
特 別 支 援 係 １ １ １ ２
相 談 係 １ １ ２ １１ １３

学 校 給 食 課 １ ２ ４ ４ １１ ２ １３
管 理 係 １ ４ ５ １ ６
給 食 係 １ ４ ５ １ ６

生涯学習推進センター １ １０ １６ １ ２８ １５ ４３
管 理 係 １ ３ ４ １ ５
生 涯 学 習 係 １ ３ ４ ４
市 民 交 流 大 学 係 １ ３ ４ ４
柴 崎 学 習 館 係 １ ２ ３ ３ ６
砂 川 学 習 館 係 １ １ ２ ２ ４
西 砂 学 習 館 係 １ １ ２ １ ３
高 松 学 習 館 係 １ １ ２ １ ３
錦 学 習 館 係 １ １ ２ ３
幸 学 習 館 係 １ １ ２ １ ３
文 化 財 係 １ ２ ３ ４ ７

ス ポ ー ツ 振 興 課 １ ４ ７ １ １３ ２ １５
管 理 係 １ ２ １ ４ ２ ６
ス ポ ー ツ 振 興 係 １ ３ ４ ４
泉 市 民 体 育 館 係 １ ２ ３ ３
主 査 １ １ １

図 書 館 １ ８ ３５ ４４ １３ ５７
管 理 係 １ ３ ４ ４
サ ー ビ ス 第 一 係 １ １２ １３ ７ ２０
サ ー ビ ス 第 二 係 １ ６ ７ １ ８
調 査 資 料 係 １ ８ ９ ９
柴 崎 図 書 館 係 １ １ ２ １ ３
上 砂 図 書 館 係 １ ３ ４ ２ ６
多 摩 川 図 書 館 係 １ ２ ３ ２ ５
主 査 １ １ １

小 ・ 中 学 校 ８ ２９ ２５ ６２ ７０１３２
計 １ １０ ３３ ２６ ５８ １２ ０ ０ ３０ ２９ １ ０２００ ２１１６３１８

―３２―



２．平成２５年度 教育部の運営方針

立川市の「教育目標」に沿って未来を担う子どもたちの育成と、生涯学習による活気あるまち

づくりを目指して教育行政を展開している。このような中、学校教育分野では、重点課題として

学力・体力向上、特別支援教育の充実を掲げ全校で一斉に取り組むとともに、社会教育分野では

図書館システムの更新に合わせてサービスの向上を図り、陸上競技場についても大規模改修に向

けた準備を進める。このような教育部の運営方針のもと以下の項目について具体的な取り組みを

展開する。

（１） 学校教育の充実

教育目標の達成のために学校教育振興基本計画に基づき、子どもたちの「生きる力」をさらに

伸ばすことを目指して、学力・体力の向上、特別支援教育の充実などの取り組みを家庭、地域、

学校の連携により進める。

①学力・体力向上の推進

学力向上に向けた取り組みとしては、少人数指導による学力の定着と向上、若手教員の育成

等研修の充実を図るとともに、平成２４年度からは「学力向上推進研究校」として小学校２校、

中学校１校を指定し、土曜日や長期休業中、放課後等を活用した補習学習等に取り組み、また

学識経験者等の講師を招いて授業研究を年間を通して行うこととした。平成２５年度は、先の３

校に加え、新たに小学校２校、中学校１校を推進研究校として指定し、小学校４校、中学校２

校で児童・生徒の学力の定着に向けて、２年間の研究を進めることとする。

さらに、今年度、市内全小・中学校に「学力向上推進計画」を新たに策定させるとともに、

「学力向上推進委員会」を立ち上げ、各学校の学力向上に向けた様々な取組を全校で共有し、

各学校の課題に即した取組を実施する体制づくりにも着手し、取組の強化を図る。

また、体力向上に向けた取り組みとしては、本市の弱い分野である「投げる運動」と「持久

走」について重点的に強化していくこととする。実施にあたっては子どもの発達段階に応じた

目標を定め、適切な指導を通して、スポーツの楽しさを子どもたちに体験させることに留意し

て取り組みを展開する。

②特別支援教育の充実

支援が必要な子どもたちに、子ども未来センターを中心に教育委員会特別支援教育課、子ど

も家庭部子ども家庭支援センター、関係機関等との連携の下、就学前からの早期支援と途切れ

のない適切な支援を行うことを基本的な方針として特別支援教育を推進する。

この中で、特別支援教育実施計画（平成２６年～２８年を計画期間）の策定に向け、学識経験者、

障害者団体、ＰＴＡ、公募市民等の外部委員を含めた検討委員会を立ち上げ検討を進める。

また、小学校２０校中、情緒障害通級指導学級は３校（第二小、第七小、松中小）に設置して

いるが、特別な支援を要する子どもは、年々増えてきている。そこで、その対応策として、平

２６年４月に第八小学校に通級指導学級を新規増設するための準備を進める。

―３３―



③豊かな心の教育の推進

道徳授業地区公開講座（全小中学校）、中学校職場体験学習、ボランティア活動体験などを

通じて、人権感覚や自己肯定感を高め、児童生徒の対人関係能力の向上を図る。

また、いじめ、体罰問題への対応は、すべての学校関係者にとって緊急かつ重要な課題であ

り、いじめはどの学校、どの子どもにも起こりうるとともに、体罰もどの学校、どの教員にも

起こりうるとの認識に立って、未然防止、早期発見・早期対応に向けた取組を進めていく。ま

た、年間３回の「いじめ・体罰根絶月間」を実施し、児童・生徒へのアンケート調査や面談等

による実態把握とともに、体罰については、教職員への調査も行う。

さらに、各学校にスクールカウンセラーやハートフルフレンド等の支援員等を配置するとと

もに、「いじめの悩み相談レター」を全児童・生徒に配布し、児童生徒からの相談を受け止め

る機会の充実を図る他、青少年問題協議会や立川児童相談所等の関係諸機関との連携の強化を

図る。

今後も、各学校が児童・生徒の変化や心のサインを見逃さず、一人一人の個性や状況に応じ

た適切な指導を実施し、いじめ・体罰根絶に向けた組織的な対応の充実を図る。

④学校施設環境の整備

第一小学校建替事業については、平成２４年度までに仮設校舎の建設、旧校舎からの引越し、

旧校舎の解体作業を終了しており、２６年７月竣工を目指し、２５年度は新校舎（複合施設）の建

設を進める。

また、平成２４年度に策定された「公共施設保全計画」に基づく大規模改修では、第九小学校

の実施設計、第六・第八小学校の基本設計を行う。さらに、児童数の増加が予想される西砂小

学校の教室増築工事を行う。

⑤安全・安心な給食の提供

新学校給食共同調理場は、平成２５年４月よりＰＦＩ事業者による運営が開始となり、調理場

校１２校と建替え中の第一小学校に対し、質の高い衛生水準による安全・安心な給食、食育の充

実、食物アレルギー対応の充実など、より良質で効率的な給食の提供を行う。また、市として

初めてのＰＦＩ事業であることから、モニタリングを行い事業内容の評価を実施する。

学校給食における食物アレルギー対応については、近年、食物アレルギーを持つ児童数が増

え、また、原因となる物質の種類も増えている。市では、平成２４年度に「小学校給食における

アレルギー対応方針」を定め、２５年度より対応を明確化した。なお、新たな学校給食共同調理

場では、アレルギー専用室を設置し、栄養士・調理員の体制も整備している。

今後も引き続き、保護者・学校関係者・調理関係者の情報共有を徹底し、アレルギーを持つ

児童に安全・安心な給食を提供する。

⑥スポーツ祭東京２０１３の観戦の奨励

平成２５年度は、東京で５４年ぶりとなる国民体育大会（スポーツ祭東京２０１３）が開催される。

そこで、応援のぼり旗の製作などへの参加はもとより、開催期間中は、全小中学校で学校観戦

に取り組み、児童・生徒が生涯を通じたスポーツとの様々なかかわり方についての理解を深め

る体験の場とする。
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また、「スポーツ祭東京２０１３見学の日」を設定し、児童・生徒と保護者等との観戦を促す。

（２） 生涯学習社会の実現

「生涯学習からはじまるまちづくり」「市民力でひろがる生涯学習」をめざして、市民や地域

との連携により市民交流大学をはじめとする多様な事業を展開する。

①市民交流大学運営事業

開講以来５年が経過した市民交流大学については、これまでの実績を基により多くの市民の

力を集め事業内容の更なる充実を図る。また、生涯学習を支える人材育成研修を実施し、市民

推進委員を中心とした市民企画講座のさらなる充実を図るとともに、生涯学習市民リーダーや

関係機関との連携強化を進め団体企画講座の実施数の増加を進める。さらに、行政企画講座に

も市民力がさらに活かされる仕組みの検討を進める。

②地域学習館事務

地域の特性を活かし、地域の課題や学習ニーズを捉えて講座事業を進めていくため、「地

域学習館運営協議会」の取組の充実を図る。この中で、地域学習館運営協議会委員や学習館

利用者により地域特性を活かした地域活性化講座や地域学習館まつりをさらに充実し、地域

の学習を通した交流を進める。

（３） スポーツ活動の推進

立川市第３次スポーツ振興計画に基づき、より多くの市民がスポーツに親しみ、健康で豊かな

人生を送ることができるよう「生涯スポーツのまち」づくりの実現をめざす。

①スポーツ普及奨励活動事業

身近な地域で子どもから高齢者まで、誰もが気軽にスポーツに取り組む環境を整備するため

に、スポーツ指導者の育成を進める。また、体育協会やスポーツ推進員との連携のもと、地域

スポーツ教室の実施、ニュースポーツの普及を進め、地域スポーツクラブの充実に向け支援を

行う。

②泉市民体育館管理運営及び屋外体育施設管理運営

泉市民体育館及び立川公園野球場が国民体育大会競技会場となることから、国体推進室や関

係機関との連携のもとに、国体開催に伴う準備及び応援体制の充実を図る。

また、柴崎市民体育館では、指定管理者の導入により市民サービスの向上が図られているこ

とから、泉市民体育館に平成２６年４月に指定管理者制度を導入するための準備を進める。

昭和３４年に開設された立川公園陸上競技場は老朽化が進んでおり、平成２４年度の基本計画策

定に引き続き大規模改修工事の準備を進める。
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（４） 学習活動の推進

市民の学習活動や読書活動を支援するために、立川市図書館基本計画に沿って、図書館機能を

充実させることにより利用の拡大と利便性の向上を図る。

①図書館管理運営

平成２５年４月より西砂、高松及び若葉図書館の地区館３館について、新たに指定管理者制度

を導入し、既に実施済みの幸、錦図書館の２館と同様に開館日・開館時間の拡大等、一層の市

民サービスの向上に努める。

平成２５年６月にリース期間が満了する「図書館情報総合システム」を更新し、新図書館情報

総合管理システムの導入を進める。ＩＣタグを活用したセルフ貸出機・返却機等、ＩＣ機器の

導入を図り、利用者の利便性の向上と業務の効率化に取り組む。

また、庁内連携による情報提供体制の強化を進め、市の施策とも連動した企画展示（国民体

育大会、立川市・砂川町合併５０周年等）も実施する。

②子どもの読書活動の推進

市内全小学校への図書の団体貸出を学期毎から月毎に拡充し調べ学習等を支援するとともに、

中学校との共催による企画展示を実施するなど、小中学校との連携を強化する。また、地域文

庫連絡会等ボランティア団体との協働を推進し、子どもたちの読書環境の充実を図る。

―３６―



３．平成２５年度予算のあらまし

立川市の平成２５年度一般会計予算額（歳出）の総額は、６９５億７，８００万円で、前年度当初予算に

比べ、２４億６，５００万円増（プラス３．７％）となっています。このうち教育予算額は８６億２，７８８万３

千円で、前年度当初予算に比べ、８億３，８０２万７千円の増。一般会計に占める教育予算額の割合

は、前年度から１０．８％増の１２．４％となっています。

①平成２５年度一般会計予算額（歳出）に占める教育予算額の割合 （単位：千円）

一般会計歳出
69,578,000

民生費
32,923,081
47.3％

衛生費
4,988,000
7.2％

土木費
6,373,613
9.2％

消防費
2,855,878
4.1％

教育費
8,627,883
12.4％

公債費
4,406,548
6.3％

総務費
8,204,398
11.8％

議会費
509,009
0.7％

労働費　129,993　0.2％
農林費　154,171　0.2％
商工費　375,426　0.5％
予備費　30,000　0.1％

②平成２５年度教育予算額（歳出）の内訳 （単位：千円）

教育費
8,627,883

中学校費
811,201
9.4％

社会教育費
1,528,989
17.7％

保健体育費
1,258,515
14.6％

小学校費
3,948,372
45.8％

幼稚園費
335,103
3.9％

教育総務費
745,703
8.6％
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③平成２５年度教育予算額（歳出）の対前年度比較 （単位 千円）

予算科目 ２５年度当初
予算額 Ａ

２４年度当初
予算額 Ｂ

増減額 Ｃ
（Ａ－Ｂ）

前年度比
Ｃ／Ｂ（％）

教 育 費 ８，６２７，８８３ ７，７８９，８５６ ８３８，０２７ １０．８％

教 育 総 務 費 ７４５，７０３ ８１１，９２４ △ ６６，２２１ －８．２％

教 育 委 員 会 費 ４７１，１８３ ５２９，７５９ △ ５８，５７６ －１１．１％

教 育 指 導 費 ２７４，５２０ ２８２，１６５ △ ７，６４５ －２．７％

小 学 校 費 ３，９４８，３７２ ２，３４６，３２６ １，６０２，０４６ ６８．３％

学 校 管 理 費 １，１６１，３４５ １，１０５，１４４ ５６，２０１ ５．１％

教 育 振 興 費 ２５８，９１６ ２５０，９２９ ７，９８７ ３．２％

学校保健体育費 １０６，７９７ １０７，３２６ △ ５２９ －０．５％

学校建設整備費 ２，４２１，３１４ ８８２，９２７ １，５３８，３８７ １７４．２％

中 学 校 費 ８１１，２０１ ９２０，６６７ △ １０９，４６６ －１１．９％

学 校 管 理 費 ４２３，１９２ ４１１，９３８ １１，２５４ ２．７％

教 育 振 興 費 １９８，２７７ ２１１，６１６ △ １３，３３９ －６．３％

学校保健体育費 １８９，５１４ １７３，６３４ １５，８８０ ９．１％

学校建設整備費 ２１８ １２３，４７９ △ １２３，２６１ －９９．８％

社 会 教 育 費 １，５２８，９８９ １，５３１，００６ △ ２，０１７ －０．１％

社会教育総務費 ６９７，５８０ ７８４，５２３ △ ８６，９４３ －１１．１％

生涯学習振興費 １７８，８０４ １８１，０７３ △ ２，２６９ －１．３％

文 化 財 保 護 費 ２４，０７１ ２５，２３３ △ １，１６２ －４．６％

学習等供用施設費 ７４，９７５ ７３，７７１ １，２０４ １．６％

図 書 館 費 ５５３，５５９ ４６６，４０６ ８７，１５３ １８．７％

保 健 体 育 費 １，２５８，５１５ １，８５９，２７９ △ ６００，７６４ －３２．３％

保健体育総務費 ２９７，７５７ ９５５，５６７ △ ６５７，８１０ －６８．８％

体 育 館 費 ２８６，１８５ ２６４，９６５ ２１，２２０ ８．０％

体 育 施 設 費 １６１，７４２ １５４，０１０ ７，７３２ ５．０％

共同調理場運営費 ５１２，８３１ ４８４，７３７ ２８，０９４ ５．８％

幼 稚 園 費 ３３５，１０３ ３２０，６５４ １４，４４９ ４．５％

幼 稚 園 費 ３３５，１０３ ３２０，６５４ １４，４４９ ４．５％
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④教育予算額（歳出）の推移 （単位 千円）

区分 ２１年度予算 ２２年度予算 ２３年度予算 ２４年度予算 ２５年度予算

市 一 般 会 計 ６５，４９５，０００６４，３５０，０００６６，９９５，０００６７，１１３，０００６９，５７８，０００

教 育 費 ７，５００，９２３ ６，９２１，４２１ ８，４０４，４３９ ７，７８９，８５６ ８，６２７，８８３

教 育 総 務 費 ６９６，０２４ ７５１，４３０ ７３６，８４７ ８１１，９２４ ７４５，７０３

小 学 校 費 ２，２０９，６３９ １，５９９，０８７ ２，３６２，９７６ ２，３４６，３２６ ３，９４８，３７２

中 学 校 費 １，２４２，１２５ ９７７，９７２ １，３０３，８５９ ９２０，６６７ ８１１，２０１

社 会 教 育 費 １，７９４，０１５ １，６４５，９１４ １，６１７，１６５ １，５３１，００６ １，５２８，９８９

保 健 体 育 費 １，２６６，１２８ １，６３５，０３０ ２，０７４，９９１ １，８５９，２７９ １，２５８，５１５

幼 稚 園 費 ２９２，９９２ ３１１，９８８ ３０８，６０１ ３２０，６５４ ３３５，１０３

教育費の対前年度比（％） △８．５ △７．７ ２１．４ △７．３ １０．８

教育費の対市一般会計比（％） １１．５ １０．８ １２．６ １１．６ １２．４
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Ⅱ 学校教育





１．立川市学校教育振興基本計画

平成１８年に改正された教育基本法は、新しい時代の教育の基本理念を明示するとともに、「地

方公共団体は地域における教育の振興を図るため、地域の実情に応じた教育に関する施策を策定

し、実施しなければならないこと」や「政府が定める計画を参酌し、地域の実情に応じ、当該地

方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければな

らないこと」を新たに規定しました。さらに、教育基本法の改正に伴って、平成１９年には、いわ

ゆる教育三法と呼ばれる教育関係諸法の改正も行われました。

このような中で、本市の学校教育の基本的な計画を策定するため、平成２２年１２月に「立川市学

校教育振興基本計画」を策定しました。

本計画は、立川市の学校教育の充実と発展に向け、平成２２年度から２６年度までの５年間の学校

教育における目標や方向性を明らかにし、それらを実現するための具体的施策や事業を示してい

ます。

計画は、第１章「総論」、第２章「計画の目標・施策展開の方向」、第３章「アクションプラ

ン」、第４章「計画の推進にあたって」、「資料編」となっています。

また、「立川市の目指すべき子どもの姿」として示す学校教育の目標を実現するために３つの

基本方針、１９の基本施策、７３の具体的事業を掲げています。

計画の目標や視点、施策展開の方向性等は、下図のとおりです。

視点2
やさしい心

教育目標（目指すべき教育）
学校教育

アクションプラン
19の基本施策、73の具体的事業

基本方針1
人権尊重の精神と社会の
一員としての自覚の育成

基本方針2
豊かな個性と創造力を伸
ばす教育の推進

基本方針3
市民の教育参加と学校改
革の推進

視点3
個を輝かせ

視点1
確かな力

視点4
社会のために
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２．教育指導

（１） 平成２５年度 学校教育の指針

立川市教育委員会の教育目標、基本方針並びに施策の方向を踏まえるとともに、学習指導要領

の趣旨に基づき、「生きる力」の育成の基盤となる確かな学力と豊かな心を育む教育の一層の充

実を図る。そのために、「確かな力 やさしい心 個を輝かせ 社会のために」という教育目標

・方針等に基づく学校教育の指針を示す。

各学校においては、市の教育目標・方針等並びに本指針を生かして、学校の教育目標や基本方

針、指導の重点等を設定し、創意ある学校経営を推進する。

【確かな力】
１ 確かな力の育成を図る教育の推進

ア 確かな力を育成するための特色ある教育課程の編成

十分な授業時数を確保し、児童・生徒の実態に基づき作成した授業改善推進プランを活用

して適切な授業内容の実施を行うとともに、土曜日や長期休業日等を活用した、学校として

の組織を生かした弾力的で特色ある教育課程を編成する。

イ 習熟度別の少人数指導など個に応じた指導による基礎・基本の確実な定着と知識・技能の

習得

体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取り入れた指導を行い、自ら学び自ら考える

力と学ぶ意欲を育成し、主体的な学びを育み、個性の伸長を図る。また、習熟度別の少人数

指導を適正に実施するとともに、発展的な学習・補充的な学習等により個に応じた指導を行

い、一層の基礎的・基本的な学習内容の確実な定着と知識・技能の習得を図る。

ウ 思考力・判断力・表現力等の育成と言語活動の充実

問題解決的な学習や各教科等における児童・生徒の言語活動の充実を通して、児童・生徒

の思考力、判断力、表現力等を育む。その際、知識及び技能の活用を図る学習や探究活動を

重視するとともに、言語に対する関心や理解を深め、言語に関する能力の育成を図る上で必

要な言語環境を整える。

エ 生きる力の基盤としての健康・体力づくりの推進

家庭との連携・協力を大切にして、生きる力の基盤となる食や睡眠などの生活習慣の確立

を基に、たくましく生きるための健康増進を図り体力を向上させる。また、平成２５年４月に

新学校共同調理場が開設することを踏まえて食育リーダーを中心に意図的・計画的な食育の

さらなる推進を図る。

オ 読書活動と情報教育の推進

知識を学び、感性を磨き、想像力を豊かなものにするために、市民と連携した読書活動を
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奨励するとともに、学校図書館や学校図書館支援指導員等の利活用に基づく読書活動を推進

する。また、ＩＣＴを効果的に活用した授業の推進により、思考力・判断力・表現力等の伸

長を図り、情報社会における正しい判断や望ましい態度を育て、情報社会で安全に生活する

ための危険回避の理解を図るなど情報モラルを身に付けさせるとともに、情報を適切に選択

し活用する能力の一層の育成を図る。

カ 家庭や小・中学校と幼稚園・保育園、高等学校等との連携及び、義務教育９年間を見通し

た連携教育活動の推進

学校に関する家庭の理解を深めるため、学習指導の状況に関する情報を保護者に積極的に

提供するとともに、「家庭学習改善プラン」の活用を通して、保護者と連携しながら児童・

生徒に望ましい学習習慣を確立する。また、幼・保・小の連携を通して、小学校入学期に必

要な個別の支援を把握し、学校の集団生活への適応を促進する指導を充実させるとともに、

小・中学校と高等学校等との具体的な連携・推進を図る。また、小学校教育の成果や課題を

踏まえ、小・中学校９年間を見通した理念に基づいた計画のもとで、効果的な連携教育活動

を推進する。

キ 校内研究、ＯＪＴ、教育センター機能を活用した教職員の資質と専門的な力量の向上

保護者や市民の願いを受け止め、児童・生徒の可能性を最大限に伸ばすために、週ごとの

指導計画等を活用して学習のねらいを明確にした日々の授業の積み重ねを大切にし、教員の

指導力の一層の向上を図る。そのために、校内研究や校内研修、教育委員会主催の各種研修

等に積極的に取り組み、ＯＪＴを意図的・計画的に実施するなどして、指導方法や教材・教

具、評価の一層の工夫を図る。また、教育センター機能を生かした教職員の経験年数や学校

教育の諸課題に対応した研修を推進し、教職員の資質と専門的な力量の向上を図る。

【やさしい心】
２ 自他の生命を尊重し、やさしい心を育む教育の充実

ア 基本的人権の尊重と人権教育の一層の推進

児童・生徒に人権尊重の理念を正しく理解させ、自分の大切さとともに他の人の大切さを

認めることが実際の態度や行動に表れるようにする。そのために、東京都教育委員会発行の

「人権教育プログラム（学校教育編）」の活用及び人権教育の全体計画や年間指導計画に基

づき、全教育活動を通じて人権教育を一層推進するとともに、小中連携した人権教育の充実

を図る。

イ いじめのない豊かな人間関係の育成と道徳教育の充実

家庭との連携を密にし、関わり合い、認め合い、支え合いを大切にして、いじめのない豊

かな人間関係の育成に努める。そのために、道徳教育推進教師を中心に校内の指導体制を強

化して、道徳の授業の充実・改善を図るとともに、道徳の時間を要として、各教科等におけ

る道徳教育を推進する。また、社会奉仕体験活動等を通して自尊感情・自己肯定感を高め、

生命を大切にするなどの豊かな心の育成に努める。
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ウ 問題行動の早期発見・早期対応と教育相談の充実

信頼関係に基づいた教育の徹底を図り、家庭・地域等との連携を緊密にした生活指導体制

を確立し、問題行動の早期発見・早期対応と未然防止、不登校児童・生徒の学校不適応の解

消に努める。いじめや不登校、暴力行為等の解消を目指し、校内での組織的な指導体制を整

えるとともに、個別適応計画書の作成及び活用、関係諸機関との連携や適応指導教室、ス

クールカウンセラーやハートフルフレンド、スクールソーシャルワーカー、学校・学級特別

指導員、家庭と子供の支援員等の活用による継続的な指導を基に、教育相談機能を一層充実

させる。

特に、いじめは、どの学校の、どの学級の児童・生徒でも起きるという認識のもと、教職

員が連携・協力し、組織的・継続的な児童・生徒の状況把握と対応の徹底を図る。

エ 防災・安全教育の徹底と事故防止

東京都教育委員会発行の「安全教育プログラム」や副読本「地震と安全」を活用し、体験

的な活動も取り入れながら各教科等で自然災害に関する正しい知識を習得させるとともに、

自然災害等の危険に際して自らの命を守り抜くために主体的に行動する態度を育成する。ま

た、交通安全、不審者及び不審電話への対応など、児童・生徒の安全の徹底を図り、具体的

な対処法を学習する等の体験的な活動を取り入れた実践的指導を行う。

さらに、施設・設備の安全管理に努めるとともに、情報機器などにおける個人情報の適正

な管理の習慣化を図り、事故防止の徹底に努める。

【個を輝かせ】
３ よさを伸ばし、個を輝かせる教育の充実

ア 一人一人の児童・生徒のニーズに合った教育の充実

児童・生徒等一人一人の能力を最大限に伸長するために適切な指導と必要な支援を行うこ

とにより、児童・生徒一人一人が見通しをもって学校生活を過ごせるようにするとともに、

一人一人にとって居場所のある温かい学級経営に努める。児童・生徒の状況等を見極め、保

護者のニーズを受け止めて作成する個別指導計画を基に、地域の特別支援学校、医療機関、

教育相談員、学校・学級特別指導員、特別支援教育支援員、通訳協力員、学生ボランティア、

スクールインターンシップ等の活用、巡回相談、巡回指導、特別支援教育ヘルプデスク、就

学支援ファイル・就学支援シート等の活用により、特別支援教育コーディネーターを中心と

した校内委員会において支援を必要とする児童・生徒一人一人の教育的ニーズ等に応じた適

切な指導及び必要な支援を組織的に行う。また、特別支援学級と通常学級との交流及び共同

学習を積極的に推進し、障害等に対する正しい理解と認識を深め、共に生きる意識と態度を

育てる。

イ 子ども未来センターの活用による途切れ・すき間のない早期支援・早期連携の充実

子育て、教育、市民活動、文化芸術活動を支援するとともに、イベントの実施等を行う複

合施設である子ども未来センター機能の内、特に総合的な子育て機能を活かして、特別支援

教育課を中心に、教育相談、就学相談の充実を図り、途切れ・すき間のない早期支援・早期
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連携の充実を図る。

ウ 国際理解教育の推進

日本の文化や伝統についての理解や愛情を深め、異なる文化や伝統を尊重する教育を充実

するとともに、多文化共生を推進する。また、外国語活動・外国語の授業の充実及び外国語

指導助手等の活用により、表現力及びコミュニケーション能力を育み、国際社会に生きる日

本人としての自覚や、進んで国際社会に参加・協力する能力と態度を養う。

エ キャリア教育の推進

一人一人の社会的・職業的自立に向け、児童・生徒自身が自らの生き方を考え、自らの能

力や適性を正しく理解し、進路を選択することができるようにする。そのために、それぞれ

の発達段階に応じた基礎的・汎用的能力を身に付けさせるとともに、職場訪問や職場体験活

動等を業務核都市としての本市の特性を活かして積極的に行い、一人一人の興味・関心、能

力、適性等を尊重したキャリア教育を計画的に推進し、発達段階に応じた望ましい勤労観・

職業観を育む。

オ クラブ活動・部活動等の充実

クラブ活動や部活動の実施による学校生活の充実を図るとともに、生涯にわたり、スポー

ツ、文化、科学、芸術に親しんだり追究したりする資質や能力を高める。また、学年や学級

を超えて育まれる人間関係を通して、自主性、協調性、責任感や連帯感等を育て、生きる力

を培う。

カ 市民力との協働を生かした特色ある学校づくりの推進

本市の基本計画のメインテーマである「市民力との連携によるまちづくり」を踏まえて学

習支援者や市民、学生のボランティアの活用等により、保護者や地域社会の教育への参画と

開かれた学校づくり等を推進するとともに、学校、家庭、地域の相互の連携・協力を生かし

た教育を推進する。そして、市民等との連携を強化し、特色ある学校づくりを一層推進する。

なお、この推進に当たっては、本市の特性でもある研究機関や大学等の地域資源についても

さらなる活用を図ることとする。

【社会のために】
４ 生き方を考え、社会のために役立とうとする意識を育む教育の充実

ア 家庭や地域と協力した社会性の育成

家庭と連携して、集団生活や社会生活のルールやマナーを身に付け、権利と義務、自由と

責任についての認識を深め、規範意識を醸成し公共心を育成する。また、多様な人々との交

流を通して、豊かな社会性とともに、自らの生き方を考えさせる教育を充実させる。

イ 体験的な活動を生かした社会に貢献する精神や生き方を考える力、実践力の育成

総合的な学習の時間等を組織的、計画的に実施し、地域の特色を生かして市民と連携して

―４７―



の勤労生産的な活動、自然体験や福祉体験、ボランティア体験、育児体験、防災教育、環境

教育、ものづくり体験などを充実させ、体験を通して社会に参画し貢献する精神を育み、自

ら考える力や実践力を育成する。なお、平成２５年度は、東京多摩国体・スポーツ祭東京２０１３

の開催年であるので、児童・生徒の貴重な体験の機会として、大会そのものへの参加はもと

より、花いっぱい運動等への会場装飾への協力などを通して全国から集まる来街者への社会

貢献に関する学習の機会ともする。

ウ 郷土意識の育成

郷土のすぐれた文化や伝統を大切にし、すすんで地域の行事や活動に参加するとともに、

学校及び地域環境の美化活動に努め、郷土や地域を愛する心情や態度を養う。

エ 自己評価や学校関係者評価、学校評議員制度等を生かした開かれた学校づくりの推進

家庭や地域社会と学校とが信頼で結ばれ、社会全体で子どもを見守り、教え育む体制づく

りを目指す。そのために、ホームページ等で学校経営計画を周知するとともに、学校評議員

制度や学校評価（自己評価、学校関係者評価等）を学校改善に生かす。また、授業公開や立

川教育フォーラム等を実施し、市民との連携を通して、保護者や地域社会の教育への参画と

開かれた学校づくりを一層推進する。
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（２） 平成２５年度学校別教育目標

①小学校

学 校 名 教 育 目 標 学 校 名 教 育 目 標

第一小学校

・自分で考え行動する子
・心豊かで思いやりのある
子

・体をきたえ元気な子

けやき台小学校
・思いやりのある子の育成
・よく考える子の育成
・たくましい子の育成

第二小学校

・健康で明るい子
・進んで学習する子
・心豊かで思いやりのある
子

西砂小学校
・思いやりのある子ども
・自分の考えをもつ子ども
・健康で明るい子ども

第三小学校
・よく考え実行する子
・思いやりのある子
・健康でたくましい子

南砂小学校

・元気な子
・考える子
・思いやる子
・がんばる子

第四小学校

・心身ともにすこやかな子ども
・根気強くやりぬく子ども
・よく考え工夫する子ども
・なかよく助け合う子ども

若葉小学校
・心豊かな子
・自分の考えをもつ子
・元気な子

第五小学校

・思いやりのある子
・考える子
・元気な子
・責任を果たす子

幸 小 学 校

・自分で考え行う子ども
・ねばり強くやりぬく子ども
・なかよく力を合わせる子ども
・心と体をきたえる子ども

第六小学校
・考える子
・思いやりのある子
・元気な子

松中小学校
・やさしく
・かしこく
・たくましく

第七小学校

・元気な子
・考える子
・ねばり強い子
・思いやりのある子

大山小学校

・健康で明るい子
・よく考え進んで学習する
子
・心豊かに助け合う子

第八小学校

・よく考え実行する子ども
・心豊かで思いやりのある子
ども

・心も体もたくましい子ども

柏 小 学 校

・よく考えて実行する子ども
・心豊かで思いやりのある子
ども

・健康でたくましい子ども

第九小学校
・思いやりのある子
・自ら学ぶ子
・たくましい子

上砂川小学校
・心美しい子
・自ら考える子
・たくましい子

第十小学校
・すこやかな子
・思いやりのある子
・考える子

新生小学校

・自ら学びを創る子ども
・温かい人間関係を創る子ども
・たくましい気力・体力をつく
る子ども
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②中学校

学 校 名 教 育 目 標

立川第一中学校
・知性を磨いて個性を伸ばそう
・敬愛の心を深めよい市民になろう
・勤労を愛し責任を果たそう

立川第二中学校
・進んで学ぼう
・思いやりの心をもとう
・理想の実現に努めよう

立川第三中学校

・豊かな個性をもち、自主・自立・責任を重んじ、国際的な視野
をもつ生徒を育成する

・規律と礼儀を重んじ、明朗で心身ともに健康な生徒を育成する
・勤労を重んじ、よく努力する生徒を育成する

立川第四中学校
・創造的な知性を磨く
・健やかな心と体をもつ
・自他を慈しみ共に生きる態度を養う

立川第五中学校

・自ら進んで勉強する人になろう
・あたたかい思いやりのある人になろう
・よいことは進んで実行する人になろう
・心身ともに健康な人になろう

立川第六中学校
・自ら進んで学ぶ人
・健康で心豊かな人
・責任を果たす人

立川第七中学校
・深く考え、すすんで学ぶ
・温かく思いやり、正しく行う
・たくましく鍛え、みずから創る

立川第八中学校
・命を大切にする心をもつ人
・知恵を身につけ活かせる人

立川第九中学校
・《やさしく》互いに人格を尊重し、協力する人になろう
・《かしこく》自ら求め自ら学び、道を切りひらく人になろう
・《たくましく》心身ともに健やかで、責任感のある人になろう
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（３） 教職員研修

教職員が担当職務の遂行に必要な資質の向上を図るとともに、今後の学校教育にかかわる諸課

題に対応するため、各種の研修や研究活動を推進しています。本年度も、東京都教育委員会や、

市教育委員会の研究指定を、市内のすべての公立学校が受けて校内研修を進めています。また、

授業力向上に向けた実践的な研修やライフステージに合わせた研修を、今年度も実施しています。

①平成２５年度 立川市学校教育における「教育課程への対応」に関する事業について
〈昨今の法改正〉

〈課題別研修〉 〈職層研修〉 〈主任会〉

〈各種委員会〉

〈必修研修〉

○「教育基本法改正」
　　〈H18.12.22施行〉
○「学校教育法等の一部を改正する
　　法律」〈H19.6.27公布〉
○「地方教育行政の組織及び運営に
　　関する法律の一部を改正する法
　　律」〈H19.6.27公布〉
○「教育職員免許法及び教育公務員
　　特例法の一部を改正する法律」
　　〈H19.6.27公布〉
○学習指導要領の改訂
　　〈H20.3告示〉

研究協力校等
○目的：　　教育課程の編成・実施に関する諸問題について、その解決のための調査・研究を行い、
　　　　　その成果を市内公立小・中学校等に公開し、学校教育に資する。

○種類：　・研究協力校　　　　　　　・人権教育推進校　　　　　　・スポーツ教育推進校（都）
　　　　　・読書活動推進校　　　　　・市民との連携活動研究推進校
　　　　　・特別支援教育研究校　　　・小・中連携教育活動推進校
　　　　　・学力向上推進校　　　　　・学力向上推進研究校　　　　・学力向上パートナーシップ事業（都）
　　　　　・小学校外国語活動推進校　・特色ある教育課程研究校　　・言語能力向上推進校（都）
　　　　　・早期連携・早期支援の充実に関するモデル事業（都）　　　・理数フロンティア事業（都）
　　　　　・発達障害のある児童・生徒の指導方法の研究・開発事業（都）

○豊かな人間性や社会性、国際社
　会に生きる日本人としての自覚
　を育成すること
○自ら学び、自ら考える力を育成
　すること
○ゆとりのある教育活動を展開す
　る中で基礎・基本の確実な定着
　を図り、個性を生かす教育を充
　実すること
○各学校が創意工夫を生かし、特
　色ある教育、特色ある学校づく
　りを進めること

１教育目標
２学校教育の指針
⑴確かな力の育成を図
　る教育の推進
⑵自他の生命を尊重し、
　やさしい心をはぐく
　む教育の充実
⑶よさを伸ばし、個を
　輝かせる教育の充実
⑷生き方を考え、社会
　のために役立とうと
　する意識をはぐくむ
　教育の充実

⑴校長
⑵新任校長
⑶副校長
⑷新任副校長
⑸新任主幹教諭
⑹新任主任教諭
⑺教務主任
⑻生活指導主任
⑼進路指導主任
⑽特別支援教育コーディネーター
⑾特別支援学級担任
⑿通級指導学級担任
⒀道徳教育推進教師
⒁人権教育推進者
⒂研究主任

⑴小中連携教育活動推進委員会
⑵「立川の子」編集委員会
⑶中学校進路指導問題協議会
⑷立川市小学校社会科
　副読本改訂委員会
⑸立川市中学校社会科
　資料集編集委員会
⑹立川市体力向上推進委員会
⑺立川市学力向上推進委員会

⑴教務主任会
⑵生活指導主任会

校長会
学校改善を推進する活力ある学校経
営の在り方

・人権教育　　　　・学校保健
・教務関係　　　　・外国語活動
・生活指導　　　　・環境教育
・情報教育　　　　・普通救命
・授業力アップ　　・武道
・サマーデイズ　　・防災教育
・道徳教育　　　　・理科教育
・教育相談
・福祉教育

⑴若手教員育成（１～３年次）
⑵４年次教員
⑶10年経験者

小学校教育研究会
学力向上、体力向上、特別支援教育
の推進

〈立川市教育委員会の目標〉 〈教課審答申「教育課程
の基準の改善のねらい」〉

研究委託〈中学校〉研究委託〈小学校〉

〈教育研究〉

校長会
学校の自主性の確立と校長の役割

中学校教育研究会
「基礎・基本を身に付け、主体的
に学ぶ力を育てる」―自ら考え表
現できる生徒の育成―
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②研修事業

ア 課題別研修・職層研修

研 修 会 名 内 容

人 権 教 育 ・人権教育の基本
・人権教育の実際 （全３回）

生 活 指 導 ・事例研究 （全１回）
道 徳 教 育 ・道徳教育の実際 （全３回）

特別支援教育 ・特別支援教育についての基本的な理解にかかわる研
修等 （全７回）

教 育 相 談 ・教育相談 （全２回）

管 理 職 等

・新任校長－校長の役割と実際
・新任副校長－副校長の役割と実際
・新任主幹教諭研修－主幹教諭の役割と実際
・新任主任教諭研修－主任教諭の役割と実際
・教務主任、生活指導主任－市の教育課題の解決等

授業力アップ ・各教科等のモデル授業（９回）、特別支援教育につ
いて（１回） （全１０回）

達 人 に 学 ぶ
サマーデイズ ・一般教養 （全２回）

外国語活動研修 ・外国語活動の実際 （全４回）

イ 必修研修

研 修 会 名 内 容

１０年経験者研修

○校外における研修
・学習指導・生活指導・進路指導
・公務員としての資質向上

○校内における研修
・学習指導・生活指導・進路指導
・公務員としての資質向上

若手教員育成研修
（初任者研修）

○教育センター等における研修 ○課題別研修
○宿泊研修 ○校内における研修

若手教員育成研修
（２年次研修）

○センター研修
○校内における研修

若手教員育成研修
（３年次研修）

○センター研修
○校内における研修

４ 年 次 研 修 ○校内における研修

ウ 宿泊研修

研 修 会 名 内 容
初 任 者 研 修 ・立川市八ヶ岳山荘における研修（２泊３日）
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③教育研究事業

市教委の学校教育の指針「確かな力 やさしい心 個を輝かせ 社会のために」を実現するた

めに実践研究を行い、その成果と課題について公開していきます。

ア 研究協力校

・平成２４年度～２５年度

学 校 名 研 究 主 題

第 一 小 学 校 めざせ 健康生活 柴崎の子
～成長の楽しさを味わわせるために～

第 三 小 学 校 自ら進んで協力し合い、問題解決する子を育てる特別活動

第 四 小 学 校 確かな学力を付けるための指導法の工夫
～考えを深めるための言語活動の充実と表現力の向上を目指して～

第 五 小 学 校 伝え 受けとめ 高め合う 児童を育てる
～学び合いを通した学力向上をめざして～

第 六 小 学 校 瞳を輝かせて学ぶ子どもの育成
～学び合いを大切にした授業づくりを通して～

第 七 小 学 校 児童が主体的に学ぶ授業づくり
～国語科物語文を中心に、支援のあり方を工夫して～

第 八 小 学 校 自分の考えをわかりやすく伝える児童の育成を目指して
～論理的思考力を育てる指導の工夫～

第 九 小 学 校 学習支援を取り入れた「伝え合う力」を高める授業研究
～自分の思いを伝えたり・想いを受けとめたりできる子を育てるために～

けやき台小学校 児童一人一人の学力向上を目指して
～自ら学ぶ児童の育成を通して～

南 砂 小 学 校 「根拠を基にして考え、表現する力の育成」
～社会科・国語科の学習を通して～

若 葉 小 学 校 一人一人の力を高める教育活動の展開
～言語活動の充実を通して～

松 中 小 学 校 自分の思いや考えを、相手に伝えようとする子供の育成

大 山 小 学 校 「コミュニケーション能力の育成を目指して」
～まち「を」学ぶ、まち「で」学ぶ～

上砂川小学校 自分と他者を大切にして学び合う児童の育成
～国語科の授業を通して～

立川第一中学校 「基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力の育成」
～習得した内容を活用する学習活動を取り入れた授業展開の工夫～

立川第二中学校 「思考力・判断力・表現力」を育む「言葉の力」
～伝え合う力をもった生徒の育成～

立川第三中学校 生徒の学力向上を図るための評価の在り方について
～生徒の学習への関心・意欲と教師の授業力を高めるために～

立川第五中学校 自ら考えて行動する生徒の育成
～言語活動を通して、自己肯定感を高める道徳の時間の工夫～

立川第六中学校 基礎的・基本的な学力の定着と学習意欲の向上
～わかる喜び・できる自信を育む授業の創造～

立川第九中学校 学力向上を図る
～自分の言葉で表現できる生徒の育成を目指して～
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・平成２５年度

学 校 名 研 究 主 題

立川第八中学校 「読書活動を活用した言語活動の充実」
～読書活動の定着を目指して～

・平成２５年度～２６年度

学 校 名 研 究 主 題

第 二 小 学 校 自分の考えを進んで伝え合う児童の育成
～通じ合い響き合う対話型授業を目指して：国語科～

第 十 小 学 校 自ら考え、豊かにかかわり合うことのできる児童の育成

西 砂 小 学 校 伝え合う力・コミュニケーション力の育成【国語・専科を中心として】

幸 小 学 校 主体的に学ぶ子どもの育成
―自主的・創造的な活動を重点とした特別活動の工夫を通して―

柏 小 学 校 健康でたくましい児童の育成
～心と体を育てる指導法の工夫～

新 生 小 学 校 自ら学びを創る子どもの育成

立川第四中学校 基礎基本を習得し、確かな学力を築く
～言語活動の充実を通して～

イ 学力向上推進校

・平成２５年度～２６年度

学 校 名 研 究 主 題

立川第七中学校 自ら学び続ける姿勢・態度の育成
～自主学習ができる生徒の育成をめざして～

ウ 人権教育推進校

・平成２４年度～２５年度

学 校 名 研 究 主 題 等

上砂川小学校 自分と他者を大切にして学び合う児童の育成
～国語科の指導を通して～

エ 市民との連携活動研究推進校

・平成２４年度～２５年度

学 校 名 研 究 主 題 等

第 九 小 学 校 学習支援を取り入れた「伝え合う力」を高める授業研究
～自分の思いを伝えたり、想いを受けとめたりできる子を育てるために～
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オ 学力向上推進研究校

・平成２４年度～２５年度

学 校 名 研 究 主 題 等

第 八 小 学 校 自分の考えをわかりやすく伝える児童の育成を目指して
～論理的思考力を育てる指導の工夫～

けやき台小学校 児童一人一人の学力向上を目指して
～自ら学ぶ児童の育成を通して～

立川第一中学校 「基礎的・基本的な知識・技能の習得」
～保護者・地域と協働を通して～

平成２５年度～２６年度

学 校 名 研 究 主 題 等

第 一 小 学 校 基礎・基本学習の徹底による確かな学力向上を目指して
～指導の工夫と補助授業による確かな学力の育成～

第 十 小 学 校 「算数の基礎的基本的知識や技能の習得」（主に補充学習を通して）

立川第四中学校 基礎基本を習得し、確かな学力を築く
～言語活動の充実を通して～

カ 国や都の研究校等

〇「情緒障害等通級指導学級」の教育課程の研究・開発事業研究協力校（東京都教育委員会）

学 校 名 研 究 主 題 等

第 七 小 学 校
（平成２３年度～２５年度）

情緒障害通級指導学級における個別指導計画の作成と適切な指導方法の
実施

〇言語能力向上推進事業研究協力校（東京都教育委員会）

学 校 名 研 究 主 題 等

第 十 小 学 校
（平成２５年度～２７年度）自ら考え、豊かにかかわり合うことのできる児童の育成

立川第二中学校
（平成２３年度～２５年度）

「思考力・判断力・表現力」をはぐくむ「言葉の力」
～伝え合う力をもった生徒の育成～

〇早期連携・早期支援の充実に関するモデル事業（東京都教育委員会）（平成２４年度～２５年度）

第五小学校区内の小学校、保育園並びに幼稚園

〇スポーツ教育推進校（東京都教育委員会）（平成２５年度）

第一小学校・第十小学校・西砂小学校・柏小学校・上砂川小学校・立川第二中学校・立川第

五中学校

〇学力向上パートナーシップ事業（東京都教育委員会）（平成２５年度～２６年度）

立川第一中学校・第一小学校・第四小学校
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〇理数フロンティア校事業（東京都教育委員会）（平成２５年度～２６年度）

立川第四中学校・柏小学校

キ 研究委託

新教育課程の実施に対応し、教科、領域等の指導内容や指導方法を研究主題とした研究委託を

します。

グ ル ー プ 名 代 表 者 名 研 究 主 題

小 学 校 校 長 会
對島 洋

（第五小学校長）
学校経営を推進する活力ある学校経営の在り
方

中 学 校 校 長 会
常盤 隆

（立川第二中学校長）
学校の自主性の確立と校長の役割

小学校教育研究会
記野 邦彦

（第七小学校長）
学力向上、体力向上、特別支援教育の推進

中学校教育研究会
常盤 隆

（立川第二中学校長）

「基礎・基本を身に付け、主体的に学ぶ力を
育てる」
～自ら考え表現できる生徒の育成～

（４） 立川市立学校使用教科用図書

ア 立川市立小学校使用教科書 イ 立川市立中学校使用教科書

科目 種目 発行者 科目 種目 発行者

国語 国語 教育出版㈱ 国語 国語 光村図書出版㈱

国語 書写 教育出版㈱ 国語 書写 光村図書出版㈱

社会 社会 東京書籍㈱ 社会 地理的分野 ㈱帝国書院

社会 地図 ㈱帝国書院 社会 歴史的分野 東京書籍㈱

算数 算数 学校図書㈱ 社会 公民的分野 東京書籍㈱

理科 理科 教育出版㈱ 社会 地図 ㈱帝国書院

生活 生活 教育出版㈱ 数学 数学 東京書籍㈱

音楽 音楽 ㈱教育芸術社 理科 理科 東京書籍㈱

図画工作 図画工作 開隆堂出版㈱ 音楽 一般 教育出版㈱

家庭 家庭 東京書籍㈱ 音楽 器楽合奏 教育出版㈱

体育 保健 東京書籍㈱ 美術 美術 光村図書出版㈱

※上記の教科書は平成２３年度から平成２６年度まで使用します。 保健体育 保健体育 ㈱学研教育みらい

技術・家庭 技術分野 東京書籍㈱

技術・家庭 家庭分野 東京書籍㈱

外国語 英語 ㈱三省堂

※上記の教科書は平成２４年度から平成２７年度まで使用します。
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（５） 教育相談

いじめ・不登校など教育や子どもの心の問題が深刻化していますが、立川市教育委員会では教
育相談を設け、保護者や本人からの様々な相談に応じています。また、不登校対策として適応指
導教室を開設し、在籍校への復帰を目指して指導を行っています。
平成２４年１２月２５日に特別支援教育課を旧庁舎施設（市役所跡地）の「子ども未来センター」へ

移転し、平成２５年４月より係体制を教育相談係１係から特別支援係と相談係の２係体制にして、
子ども家庭支援センター等関係機関との連携を進め、途切れ・すき間のない相談支援体制の推進
を行っています。

①教育相談
教育相談には、臨床心理士の資格をもった相談員がおり、いじめや子育てなど様々な悩みに応

じて、カウンセリングや遊戯療法、箱庭療法等による心理療法、助言などを行っています。また、
来室が困難な方には、電話やファクシミリによる相談も受け付けており、相談に対する助言や情
報提供等を行っています。

区分 所在地 電話番号 開室日時

教 育 相 談
錦町３－２－２６

（子ども未来センター内）
TEL５２７－６１７１
FAX５２８－６８７５

月～土曜日 午前９時～午後５時

ア 平成２４年度相談件数

・来室による相談 ２５１件 ・電話による相談 ２１８件

イ 平成２４年度学齢別相談件数

区 分 件数 区 分 件数 区 分 件数

未就学幼児 １８ 小学４年～６年生 ８３ 高校生以上 ２１

小学１年～３年生 ７０ 中学生 ５４ その他 ５

②適応指導教室
小学校の不登校児童のために適応指導教室「おおぞら」を、柏小学校内に開設しています。ま

た、中学校の不登校生徒のために適応指導教室「たまがわ」を、錦学習館２階に開設しています。
どちらの教室でも、個別や小集団での指導を行いながら、社会性を身に付け、再び在籍校で楽し
い学校生活が送れるよう指導を行っています。

（平成２５年６月１日現在）

学 級 名 所 在 地 電 話 番 号
開設
年月

学級数
児童・生徒数

教員数
男 女 計

小学校適応指導教室
「おおぞら」

柏町４－８－４
（柏小学校内）

５３４－０３２７ 平．１０．６ １ ７ ４ １１ ４

中学校適応指導教室
「たまがわ」

錦町３－１２－２５
（錦学習館２階）

５０６－００１６
（内線４０８４）

平．１７．９ １ ４ ６ １０ ３
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③ハートフルフレンドの派遣

不登校気味の児童・生徒や不登校児童・生徒と触れ合い、相談相手、学習の支援者や遊び相手

となることで、学校不適応や不登校児等の未然防止と改善・解消を図るため、平成１５年度から国

の委託事業を受けて小学校４校から事業を始めています。毎年３校ずつ増やし、委託事業が終了

した平成２１年度より、全額市費ですべての小・中学校に週１日配置し、相談体制を確立していま

す。

④スクールカウンセラーの配置

小・中学生の様々な悩み事の相談に応じ、いじめや不登校、暴力行為や学校不適応等の改善・

解消を図るため、臨床心理士の資格を有するスクールカウンセラーを小・中学校に配置し、カウ

ンセリングを行っています。スクールカウンセラーは、すべての小・中学校に週１日配置してい

ます。

⑤スクールソーシャルワーカーの派遣

いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など、生活指導上の課題に対応するため、教育分野に関

する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識や技術を用いて、児童・生徒が置かれた様々な環

境に働きかけたり、関係機関等とのネットワークを活用したりして、問題を抱える児童・生徒に

支援を行います。スクールソーシャルワーカーは、要請のあった学校に派遣します。

（６） 特別支援教育

①就学・転学相談

障害のある幼児・児童・生徒の就学については、特別支援教育課（子ども未来センター）に教

育管理職経験者や心理士の資格をもった就学相談員を配置し、保護者からの相談に応じて、一人

一人の子どもに合った教育の場を共に考え、適切な就学ができるよう相談を行っています。また、

通常の学級に在籍する児童・生徒や転入してきた児童・生徒が特別支援学級等へ転学・入級を希

望する場合は、随時、転学相談を受け付けています。

ア 平成２４年度就学・転学相談件数

区 分 小 学 校 中 学 校 計 区 分 小 学 校 中 学 校 計

就学相談 ８０ ３２ １１２ 転学相談 １９ １ ２０

②特別支援学級

障害のあるすべての児童・生徒の教育の一層の充実を図るために、立川市教育委員会では、小

学校１１校、中学校６校に特別支援学級を設置しています。これらの学級では、障害のある児童・

生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、児童・生徒一人一人

の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、

適切な指導及び必要な支援を行っているほか、指導用備品なども充実させるように努め、きめ細

かな対応を図っています。学級は知的障害、情緒障害等、難聴・言語障害に分けられており、こ
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のうち、情緒障害等、難聴・言語障害学級については在籍校があり、一定時限のみ特別支援学級
へ通う通級制度となっています。また平成２４年度から立川第六中学校と立川第八中学校に加え、
立川第三中学校に情緒障害等通級指導学級を新設いたしました。

ア 設置校
（平成２５年５月１日現在）

学校名 学級名 種別
開設
年月

学級数 児童・生徒数 教員数

第 一 小 学 校 あおぞら学級 知的障害 昭２９．４ ３ １８ ４

第 五 小 学 校 こだま学級 知的障害 昭３２．６ ２ １５ ３

第 九 小 学 校 くわのみ学級 知的障害 昭５９．４ ４ ２７ ５

第 十 小 学 校 すずかけ学級 知的障害 昭５０．４ ２ １０ ３

若 葉 小 学 校 たんぽぽ学級 知的障害 昭６３．４ ２ １１ ３

新 生 小 学 校 ひまわり学級 知的障害 平１６．４ １ ７ ２

第 二 小 学 校 あけぼの学級 情緒障害等 昭５５．４ ５ ４４ ６

第 七 小 学 校 あすなろ学級 情緒障害等 平２１．５ ４ ３１ ５

松 中 小 学 校 はらっぱ学級 情緒障害等 平１８．４ ５ ４３ ６

第 七 小 学 校 ことばの教室 言語障害 平１８．４ ３ ４３ ４

けやき台小学校 きこえとことばの教室 難聴・言語障害 昭５１．４ ５ ６６ ６

立川第一中学校 Ｉ組 知的障害 昭５３．４ ２ １４ ３

立川第二中学校 ６組 知的障害 昭３９．４ １ ７ ２

立川第五中学校 １０組 知的障害 昭５３．４ ３ １９ ４

立川第三中学校 羽衣学級 情緒障害等 平２４．４ ２ １２ ３

立川第六中学校 泉学級 情緒障害等 平元．４ １ ５ ２

立川第八中学校 富士見学級 情緒障害等 平９．４ １ ４ ２

（７） 国際理解教育

国際化が進展する中にあって、これからの学校教育においては、世界の人々の生活や文化に対
する理解を深めるとともに、わが国の文化や伝統を正しく認識し、互いに尊重し合って行動でき
る人間を育成することが求められています。立川市教育委員会では、こうした点を踏まえて、国
際理解教育の推進を重要な課題としてとらえ、「学校教育の指針」の中に盛り込むとともに、各
種の関連事業を実施し、その推進を図っています。

①外国人留学生・研修生との交流
立川市では、姉妹都市であるアメリカ・サンバーナディノ市との交換留学生制度を実施し、サ

ンバーナディノ市の高校生が毎年来日しています。また、国際交流支援ネットワークという民間
団体が、立川マラソンが縁で交流が始まったニューカレドニアの中学校の研修生を、隔年で受け
入れています。このような機会を通して、昨年度は、市内の小・中学校の児童・生徒と相互交流
を図ったり、互いの国の生活、文化、習慣に慣れ親しんだりすることで国際親善・国際理解を図
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りました。

②市内の外国人学校との交流
市内にある西東京朝鮮第一初中級学校や横田基地内の横田イーストスクールなどを市内の小学

生が訪問したり、訪問を受けたりし、図工の学習や音楽を通じての交流等を図っています。また、
西東京朝鮮第一初中級学校の中学生が中学校の連合音楽会に参加するなどし、練習の成果を競い
合うとともに、交流を深めています。

③外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置
小学校外国語活動及び中学校外国語（英語）教育の指導の充実と国際理解教育を推進するため、

すべての市立小・中学校へ学習指導補助等を行う外国語補助指導員（ＡＬＴ）を派遣しています。
ＡＬＴは授業だけでなく教員研修等への参加や教材の作成補助及び教材研究の情報提供なども

行い、外国語活動の充実に努めています。

④通訳協力員の配置
小・中学校に編入する帰国子女や外国人の児童・生徒で、日本語の理解が十分でない子どもた

ちのめに、主に授業の通訳をする通訳協力員を在籍校に配置し支援を行っています。

（８） 情報教育

情報化社会が急速に進展する中、小・中学校では、総合的な学習の時間や技術・家庭科（中学
校）等で情報教育に取り組んでいます。立川市教育委員会では、これまで、コンピュータ機器の
導入を順次進めてきました。平成１１年度に、全小・中学校にインターネットを接続して以来、コ
ンピュータをはじめとする教育機器を活用した授業の工夫・実践を重ね、情報教育の推進を図っ
ています。

①コンピュータ機器の整備
○教育用コンピュータは平成１２年度に導入が開始され、平成１４年度までに小学校各校で２０台、

中学校各校で４０台が導入されました。平成２４年度には小学校で１校につき２１台（１台は先生機）、
平成２０年度に中学校で１校につき４２台（１台は先生機）を更新し、平成２３年度には授業用として
地上デジタルテレビに接続可能なノートパソコンを各校３台ずつ整備しました。これらの教育用
コンピュータは、総合的な学習の時間の中で調べ学習に利用する他、技術・家庭科でパソコンの
操作やソフトの活用方法を学ぶとともに、理科や数学、国語等の教科でも利用しています。
○教職員用コンピュータについては、平成１７年度に小中学校へ１校につき９台整備しました。

また平成１９年度及び平成２１年度に増設しました。さらに平成２３年度に、再度増設を行い、教職員
用コンピュータの１人１台化を達成しました。平成２４年度は、５５０台コンピュータの更新を行い
ました。
○学校図書館システムについては、平成１９年度から導入し、平成２３年度には小学校全校、平成

２４年度には中学校全校に導入が完了しました。このシステムにより、全小中学校において図書の
貸し出しや返却がスムーズに行われるようになりました。

②インターネットの活用
市の地域情報化計画の一環として、市内のＣＡＴＶ「マイ・テレビ」の回線を利用した双方向

―６０―



通信実験というかたちで、平成９年度から市内の小・中学校３校（平成１０年度は４校）でイン

ターネットの利用を開始しました。平成１１年度からは、全小・中学校に双方向通信用の各２台の

コンピュータを設置し、その後、パソコン室の整備に伴い、パソコン室で学習をする際にイン

ターネットが利用できるようになりました。調べ学習等の情報収集や電子メールによる情報の交

換を行い、ホームページの開設など活用範囲を広めています。平成１７年度には、全小・中学校に

インターネット用コンピュータ各２台を職員室に配備しました。

③地上デジタル放送対応テレビの整備

平成２１年度国の補助金等を活用し、全小学校に４１０台、全中学校に１５６台を普通教室等に整備し

ました。地上デジタル放送対応テレビは、パソコンやデジタルカメラと連携することにより、わ

かりやすい授業ができるなど、大きな学習効果があります。

（９） キャリア教育・進路指導

生徒一人一人の興味、関心、能力、適性を尊重したキャリア教育・進路指導を推進するため、

中学校進路指導問題協議会を設け、各学校におけるキャリア教育・進路指導の実態把握を行うと

ともに、望ましいキャリア教育・進路指導の検討、指導資料等の作成を行っています。そして、

各学校では、協議会の検討結果などを踏まえてキャリア教育・進路指導の計画を立て、主に１年

生で地域の職場訪問、２年生で職場体験学習や高校等の上級学校への訪問などを行い、生き方や

進路への興味、関心を高めさせるとともに、自己理解を進め、３年生での具体的な進路選択の能

力を養います。また、各学校には進路学習室等が設けられ、進路に関連する資料を備えて、生徒

への情報提供に努めているほか、休み時間や放課後を利用して、教師が生徒からの相談に応じて

います。

①平成２５年度（２４年度卒業）中学校課程・学科別進学状況

性別
学校

男 女 計
人 数 比 率 人 数 比 率 人 数 比 率

高

等

学

校

全

日

制

普通科 ４３７ ７０．７％ ４８９ ７９．５％ ９２６ ７５．１％
総合学科 ４ ０．６％ １６ ２．６％ ２０ １．６％
農業科 １ ０．２％ ６ １．０％ ７ ０．６％
工業科 ４６ ７．４％ ６ １．０％ ５２ ４．２％
商業科 ７ １．１％ １６ ２．６％ ２３ １．９％
その他 １３ ２．１％ １８ ２．９％ ３１ ２．５％
計 ５０８ ８２．１％ ５５１ ８９．６％ １，０５９ ８５．９％

定

時

制

普通科 ３５ ５．７％ ２７ ４．４％ ６２ ５．０％
農業科 １ ０．２％ ０ ０．０％ １ ０．１％
工業科 ９ １．４％ １ ０．２％ １０ ０．８％
商業科 １３ ２．１％ ４ ０．６％ １７ １．４％
総合学科 ８ １．３％ ７ １．１％ １５ １．２％
その他 ０ ０．０％ １ ０．２％ １ ０．１％
計 ６６ １０．７％ ４０ ６．５％ １０６ ８．６％

特別支援学校高等部 １７ ２．８％ ５ ０．８％ ２２ １．８％
高等専門学校 ８ １．３％ １ ０．２％ ９ ０．７％
高等学校通信制 １９ ３．１％ １８ ２．９％ ３７ ３．０％
合 計 ６１８ １００％ ６１５ １００％ １，２３３ １００％
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②年度別進路状況の推移

年 度 卒業者数
進 学 者

専修学校等
入学者

左欄のうち
就職進学者

就 職 者 そ の 他※

人数 比率 人数 比率 人数 人数 比率 人数 比率

２０年度 １，２４６ １，１９６ ９６．０％ １４ １．１％ ０ ８ ０．６％ ２８ ２．３％

２１年度 １，２９４ １，２３０ ９５．１％ ３５ ２．７％ ０ ８ ０．６％ ２１ １．６％

２２年度 １，２５９ １，１９９ ９５．２％ ２９ ２．３％ ０ ８ ０．７％ ２３ １．８％

２３年度 １，２４２ １，２１２ ９７．５％ ２７ ２．２％ ０ １ ０．１％ ２ ０．２％

２４年度 １，２６７ １，２３３ ９７．３％ １６ １．３％ １ ６ ０．５％ １２ ０．９％

※その他は、家事・家業手伝い、海外転出など

（１０） 旅行・集団宿泊的行事

平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しみ、集団生活の在り方や

公衆道徳などについて、望ましい体験を積むとともに、児童・生徒相互や教師と日常生活では得

られない交流を図ることを目的に、小学校では八ヶ岳自然教室と日光移動教室を、中学校では移

動教室と関西方面への修学旅行を実施しています。

①八ヶ岳自然教室

小学５年生を対象に各学校ごとに春から秋にかけて実施するもので、立川市八ヶ岳山荘に宿泊

し、２泊３日の行程でハイキングや自然観察、飯ごう炊さん、キャンプファイアーなどを行い、

八ヶ岳の自然に親しむとともに、集団生活の中での生活習慣を身に付けます。

②日光移動教室

従来学校行事として行われてきた日光修学旅行を、学習指導の体験学習として位置付け、平成

７年度から小学６年生を対象に日光移動教室を実施しています。毎年６月に実施するもので、日

光の湯ノ湖畔に宿泊し、２泊３日の行程で名所・旧跡を見学したり、自然の中を散策したりし、

様々な体験学習をするとともに、小学校生活最後の思い出として集団生活を楽しみます。

③中学校移動教室

主に１年生を対象に、各学校ごとに計画・実施されており、２泊３日の行程で立川市八ヶ岳山

荘等を利用し、冬季にスキー教室を行っています。

④中学校修学旅行

中学３年生が中学校生活最後の思い出として、５～６月に２泊３日の行程で歴史ある都市を訪

れます。訪問先は学校ごとに計画し、主に京都・奈良の名所や旧跡を見学しています。最近は生

徒の自主性・自律性を育む視点から班行動の時間を設けており、それぞれが事前に下調べをして

施設を見学し、見聞を広めています。
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（１１） 立川教育フォーラム

市内の小・中学校の教育実践を広く市民に紹介し、立川市の教育への理解と関心を高めていた
だくために、第９回立川教育フォーラムを平成２５年１月１９日（土）に開催しました。
当日は、立川第三中学校区の小・中学校における健全育成に係る取組と立川市教育委員会から、

いじめ問題及び体力向上への取組と総合的な子育て支援についての実践紹介を行うとともに、水
の導化師の不破央さんを講師としてお招きし「夢を実現する力」という演題で、講演を行いまし
た。

３．就学援助

経済的理由により、児童・生徒に義務教育を受けさせることが困難な場合には、関係法令に基
づいて、学用品費や給食費などを援助し、教育の機会均等を図っています。援助の対象は、立川
市民で立川市立の小・中学校及び国・公立小中学校に通う児童・生徒の保護者のうち、生活保護
法に定める「要保護者」と、世帯の収入によって教育委員会がこれに準ずると認めた「準要保護
者」で、これらの世帯に対し、学用品・通学用品費、給食費、校外活動費、医療費など７種類の
費目の援助を行っています。援助する費目や額は、要保護・準要保護の別、学校、学年によって
多少異なります。なお、要保護者の世帯については、これら就学援助対象経費の一部を教育扶助
として福祉保健部生活福祉課から支給しています。

（１） 認定者数の推移 （２） 支給費目と金額

年度 区分 在籍者数
区分別認定者数 費 用 支給金額
要保護 準要保護 給 食 費 実費相当額

２２年度
小学校 ８，８３４ ２０３ １，４５０ 学用品・通学

用品費（年額）
小学１年 １１，１１０円 小学２～６年 １３，３１０円
中学１年 ２１，７８０円 中学２・３年 ２３，９８０円中学校 ３，７５６ １２４ ８１３

計 １２，５９０ ３２７ ２，２６３ 校 外 活 動 費 対象経費の実費相当分

２３年度
小学校 ８，６６１ ２０３ １，４１９ 新入学学用品費 小学１年 １９，９００円 中学１年 ２２，９００円
中学校 ３，７４５ １２２ ７６３ 修 学 旅 行 費 対象経費の実費相当額
計 １２，４０６ ３２５ ２，１８２ 医 療 費 本人負担分

２４年度
小学校 ８，５７７ ２１１ １，３６０ 卒業アルバム代 小学校 ４，５００円 中学校 ５，０００円
中学校 ３，７７１ １１９ ７２２ ※医療費の支給は対象となる疾病のみ

※支給金額は平成２４年度の金額
計 １２，３４８ ３３０ ２，０８２

※在籍者数は５月１日現在数で、平成２３年度からは通常級のみの数
※区分別認定者数は年度末（３月３１日現在）数
※いずれも立川市立小・中学校分のみ

４．学校保健

生活様式や社会環境などの著しい変化は、運動能力の低下や、いじめや不登校といった心の健
康に関する問題の増加など、子どもたちの心身に様々な影響を与えています。また、薬物乱用や
性の逸脱行為、生活習慣病、感染症など、健康に関する現代的課題も深刻化しています。立川市
教育委員会では、こうした状況を踏まえ、学校や学校保健会などとも連携を図って、定期健康診
断をはじめとする各種の検診を実施しているほか、児童・生徒の心と体の健康づくりを目指し、
様々な行事を通じて、その意識高揚に努めています。
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（１） 主な検診と事業

①定期健康診断

毎年４月から６月にかけて、全児童・生徒を対象に身長、体重および座高の計測や、学校医に
よる内科・眼科・耳鼻咽喉科・歯科の健康診断などを実施し、診断結果に基づいて、疾病の予防
および治療を指導しています。

②結核検診

平成１５年度から小・中学校におけるＢＣＧ接種が廃止となったため、全児童・生徒に問診票を
配布し、学校医の判断により精密検査が必要とされる場合には、レントゲン直接撮影を行うよう
指導しています。

③心臓検診

小学１年生・中学１年生全員および学校医が必要と認めた児童・生徒を対象に問診票と心電図
による１次検診を実施し、その結果、精密検査が必要と認めた児童・生徒には、胸部Ｘ線直接撮
影などによる２次検診を実施しています。さらに異常所見者に対しては、管理説明会を行ってい
ます。

④尿検査（腎臓病検査）

全児童・生徒を対象に尿検査を実施し、１次検査でたんぱく、糖、潜血を調べ、所見者を対象
に２次検査を実施しています。さらに異常所見者に対しては、３次検査および管理説明会を行っ
ています。

⑤ぎょう虫卵検査

小学１～３年生を対象にセロハンテープ方式による１次検査を実施し、その結果、陽性者につ
いて２次検査を行います。

⑥就学時健康診断

翌年度就学予定の児童を対象に、内科、眼科、耳鼻咽喉科、歯科等の健康診断を毎年１１月ごろ
に実施しています。

⑦健康努力児童・生徒の表彰

年間を通して体力の向上に努めたり、病気を克服して積極的に学校行事に参加したり、学校の
保健活動に取り組んだなど、他の模範になった児童・生徒を１年に１回表彰しています。平成２４
年度は、８５人の児童および１９人の生徒が表彰を受けました。

⑧歯と口の健康週間児童・生徒ポスター展

毎年、歯の衛生に関する正しい知識等を啓発するため、小学５・６年生および中学１年生の作
品展をアイムギャラリー等で実施しています。
平成２４年度は、応募作品のうち、小学生の作品２３４点と中学生の作品８８点を展示しました。
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⑨ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の設置

平成１７年度末に市内の小・中学校全２９校にＡＥＤを設置し、緊急時の対応に備えています。

（２） 児童・生徒の体位平均値（平成２４年度）

①小学校

区分
身長（㎝） 体重（㎏） 座高（㎝）

市平均 都平均 全国平均 市平均 都平均 全国平均 市平均 都平均 全国平均

１年
男 １１６．４ １１６．９ １１６．５ ２１．４ ２１．３ ２１．３ ６４．９ ６４．９ ６４．８
女 １１５．３ １１６．１ １１５．６ ２０．９ ２０．９ ２０．９ ６４．１ ６４．６ ６４．４

２年
男 １２３．０ １２２．４ １２２．４ ２４．３ ２３．８ ２４．０ ６７．８ ６７．５ ６７．６
女 １２１．７ １２２．２ １２１．６ ２３．３ ２３．６ ２３．５ ６７．２ ６７．５ ６７．３

３年
男 １２８．５ １２８．２ １２８．２ ２７．２ ２６．７ ２７．１ ７０．４ ７０．２ ７０．３
女 １２７．７ １２７．４ １２７．４ ２６．４ ２６．１ ２６．３ ７０．１ ６９．９ ６９．９

４年
男 １３３．１ １３４．１ １３３．６ ２９．９ ３０．５ ３０．５ ７２．２ ７２．８ ７２．６
女 １３３．３ １３３．４ １３３．４ ３０．１ ２９．５ ２９．９ ７２．７ ７２．６ ７２．６

５年
男 １３８．１ １３９．３ １３８．９ ３３．４ ３４．４ ３４．０ ７４．４ ７５．２ ７４．９
女 １３９．５ １４０．２ １４０．１ ３３．９ ３４．０ ３４．０ ７５．２ ７５．９ ７５．８

６年
男 １４４．２ １４５．３ １４５．０ ３７．６ ３８．３ ３８．２ ７８．１ ７７．７ ７７．５
女 １４６．０ １４７．０ １４６．７ ３８．２ ３８．７ ３８．９ ７８．８ ７９．３ ７９．２

②中学校

区分
身長（㎝） 体重（㎏） 座高（㎝）

市平均 都平均 全国平均 市平均 都平均 全国平均 市平均 都平均 全国平均

１年
男 １５２．９ １５３．２ １５２．４ ４３．９ ４４．５ ４４．０ ８１．４ ８１．５ ８１．３
女 １５１．３ １５２．２ １５１．９ ４３．１ ４３．３ ４３．７ ８１．７ ８２．０ ８２．２

２年
男 １５９．８ １６０．６ １５９．５ ４９．１ ５０．３ ４９．０ ８４．７ ８５．４ ８４．９
女 １５５．３ １５５．３ １５５．０ ４６．９ ４７．４ ４７．４ ８３．８ ８４．０ ８３．９

３年
男 １６５．０ １６５．９ １６５．１ ５３．７ ５４．６ ５４．２ ８８．１ ８８．４ ８８．２
女 １５６．７ １５６．８ １５６．５ ４９．２ ４９．４ ４９．９ ８４．９ ８４．８ ８４．９

（３） 平成２４年度定期健康診断結果 （注）難聴は小学１・２・３・５年生、中学１・３年生で実施

区 分
小学校 中学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 １年 ２年 ３年 合計
受 診 者 数 １，３８２１，４１２１，４６１１，５０２１，３９７１，４５０８，６０４１，２４０１，２６１１，２１４３，７１５

栄
養

栄 養 不 良 ３ ３ ５ ３ ２ ７ ２３ ２ １ ０ ３
肥 満 傾 向 ７ １５ ２５ ２９ ２６ ２３ １２５ ４ ８ １０ ２２

脊 柱 側 わ ん 症 ３ ３ ２ ４ １ ７ ２０ １２ １１ ６ ２９
その他の脊柱・胸部異常 ０ １ ０ １ ２ ０ ４ ２ １ １ ４

視
力

１．０ 以 上 １，０５３１，０６６ ９８７ ９２１ ７４４ ７４６５，５１７ ５７３ ５２９ ４０９１，５１１
１．０未満０．３以上 ３０７ ２８７ ３７０ ３８２ ３７８ ３６７２，０９１ ３０６ ３１２ ３３０ ９４８
０．３ 未 満 ９ ４２ ８２ １５２ １７４ ２４４ ７０３ ２３２ ２５３ ２６９ ７５４

眼 鏡 Ｃ Ｔ 着 用 者 １４ ３７ ４８ ７８ １３１ １９７ ５０５ １８６ ２０６ ２２２ ６１４
感 染 性 眼 疾 患 ０ ２ ５ ０ １ ５ １３ ０ １ ０ １
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区 分
小学校 中学校

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 １年 ２年 ３年 合計
アレルギー性眼疾患 ６９ ８１ ７７ ８３ ７７ １０１ ４８８ ６４ ６５ ５１ １８０
そ の 他 の 眼 疾 患 ２８ １６ ９ １３ １５ ９ ９０ １０ ６ ８ ２４
難 聴 （両 耳） １４ １１ １１ １０ ４６ ６ ９ １５
耳 疾 患 ２６２ ２１１ １８８ １７７ １５８ １６１１，１５７ １１１ １１１ ９０ ３１２
鼻 ・ 副 鼻 腔 疾 患 ２０８ ２４８ １９１ ２２５ １９５ ２２９１，２９６ １９５ １７４ １３２ ５０１
口 腔 咽 喉 頭 疾 患 ３２ ２９ ２８ １６ １３ １０ １２８ ４１ ２２ １４ ７７
感 染 性 皮 膚 疾 患 ６ ３ １ ０ １ ０ １１ ０ ０ ０ ０
アレルギー性皮膚疾患 ９５ ８７ ８７ ９７ ６３ ８９ ５１８ １６ ３５ ３４ ８５
心 臓 疾 患 ・ 異 常 ３１ １９ １９ １３ １１ ７ １００ １７ ３ ３ ２３
気 管 支 ぜ ん 息 １４３ １１４ １３５ １３３ １２３ １２０ ７６８ ３５ ４２ ６５ １４２
腎 臓 疾 患 ３ ２ ２ ４ ２ ２ １５ ３ ２ ２ ７
その他の疾患・異常 ２７ ２０ ２２ １６ １６ １９ １２０ １３ １２ １０ ３５

歯
口
腔
の
検
査

う
歯

受 診 者 数 １，３８０１，４０３１，４５５１，４９５１，３８７１，４４０８，５６０１，２３８１，２５０１，２０８３，６９６
処置完了者 ２７２ ４３４ ４７１ ５１８ ４７０ ４２４２，５８９ ４２６ ４５５ ４７２１，３５３
未 処 置 者 ４００ ４５６ ４５０ ４６７ ３５８ ２７８２，４０９ ２１３ ２０４ ２１７ ６３４

歯 周 疾 患 １ ３ ３ ８ ８ ４ ２７ １ ４ ６ １１
歯列・咬合・顎関節異常 ２９ ４６ ６５ ４２ ４４ ５０ ２７６ ４ ３ ５ １２
その他の疾患・異常 ３０ １８ １３ ２０ １０ ２８ １１９ １ ７ ５ １３

（４） 災害共済給付

学校管理下における児童生徒の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対して、医療費や見舞金

を給付するために、独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済に加入し、市が掛金を全

額負担しています。

①給付件数・金額推移

区分
小学校 中学校

給付件数（件） 給付金額（円） 給付件数（件） 給付金額（円）

２２年度 ７２１ ４，０１８，７７１ ４７３ ３，４６９，２４０

２３年度 ７４２ ３，８７３，６０５ ５２６ ４，００２，７８８

２４年度 ８５６ ４，１３０，４４４ ４８０ ３，３２０，０１０

②傷病別事故件数推移

区 分 創傷 骨折 ねんざ 打撲 脱きゅう その他 計

小学校

２２年度 ６６ ９８ ６３ １７３ １２ ４６ ４５８

２３年度 ７１ ９１ ８０ １７２ ２５ ２３ ４６２

２４年度 ８８ １１０ ８９ １６６ ２１ ５３ ５２７

中学校

２２年度 ２０ ５５ ４９ ８１ ６ ２１ ２３２

２３年度 ３７ ７９ ５３ ８６ ２ １６ ２７３

２４年度 １４ ６７ ５６ ９５ ８ ３２ ２７２

―６６―



５．子どもの安全安心

児童の登下校の安全のため、市内在住・在籍の小学校新１年生に、防犯ブザーを貸与するとと

もに、市立小学校が地域の方等と協働で作成した地域安全マップを、全児童および地域の関係者

等へ配布しています。

また、通学中の児童が犠牲になる交通事故が平成２４年度当初に続けて発生したことを受け、文

部科学省および国土交通省並びに警察庁から、市町村等で「小学校の通学路における緊急合同点

検」を実施するよう依頼がありました。これに基づき、市立小学校２０校において学校・教育委員

会・交通管理者・道路管理者等が合同で点検を実施しました。なお、対象点検箇所については学

校による安全対策と共に、道路管理者・交通管理者による対策を実施しています。

・防犯ブザー貸与数：１，４３６件

・地域安全マップ印刷数：１１，０９０枚

・通学路点検箇所数：７８か所

６．学校規模適正化

市教育委員会は、立川市立学校適正規模等審議会からの「立川市立小・中学校の適正規模等に

ついて」の答申（平成１０年３月２７日）を受け、平成１２年１１月に「立川市立学校規模適正化実施方

針」を策定しました。その方針に基づき、平成１６年４月、旧南富士見小学校と旧多摩川小学校を

統合し「新生小学校」を設置しましたが、平成１５年６月、けやき台小学校と若葉小学校などにつ

いては、統合は行わないことを決定しました。

実施方針策定後１０年以上を経過した平成２３年４月２２日には「公立義務教育諸学校の学級編制及

び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律」が公布・施行され、昭和５５年に４５人か

ら４０人に変更されて以来３１年ぶりに、小学校第１学年における１学級の編制人数が３５人に変更さ

れました。また、平成２４年度には小学校第２学年で、平成２５年度には中学校第１学年で、３５人で

の学級編制が可能となりました。

このような状況の中、平成２３年度から２４年度にかけて学校適正規模についての検討を行い、平

成２５年３月２２日、「立川市における小学校の学校適正規模の基本的な考え方」を以下のとおり決

定しました。

立川市教育委員会は、教育目標である「生きる力をはぐくみ、確かな力、やさしい心、個を
輝かせ、社会のために役立とうとするひとづくり」の実現のため、子どもたちが学校生活で、
豊かな人間関係を築き、社会性を培い、生きる力を身につけるための望ましい小学校の適正規
模の標準は１８学級と考える。
小規模校（１１学級以下）及び大規模校（２５学級以上）になった場合は、適切な対策を講ずる

ものとする。
なお、１２学級以上であっても、当面、クラス替えができる１学年２学級以上を維持できない

場合には、対策について検討する。
今後は、児童数の将来推計や３５人学級の動向、地域の特性や課題など、学校を取り巻く様々

な要因に留意しながら、教育的視点に基づく適正規模の確保に向け、「通学区域の見直し」、
「学校の統合」、「校舎等の増改築」など適切な対策をとるものとする。
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７．学校給食

学校給食は、学校給食法に基づき、児童・生徒の

心身の健全な発達のために、栄養バランスのとれた

食事を提供することにより健康増進を図り、食事に

ついての正しい理解と望ましい食習慣を養うことな

どを目的に実施しています。

また、新学習指導要領において、食育の推進が教

育活動全体を通じて適切に行うよう位置付けられた

ことから、各学校では、生きた教材である給食の活

用をはじめ、それぞれの特色を生かした計画に基づ

き指導を行っています。

（１） 小学校給食

小学校では、単独調理方式、共同調理場方式ともに、国の「学校給食摂取基準」や、「立川市

学校給食衛生管理基準」などに基づき、栄養バランスと安全衛生に十分配慮して、下記のとおり

全校で完全給食を実施しています。また、関連職員の十分な協議を経てアレルギー対応方針を改

めて整備・策定し、食物アレルギー対応にも万全を期しています。

方 式 調 理 対象校数 給食実施回数 稼動回数（予定） 給食対象者数

単独調理方式 自 校 ７校 １８６回 １８６回 ３，１２４人

共同調理場方式
学 校 給 食
共同調理場

１３校 １８６回 １９２回 ６，３９７人

※第一小学校は単独調理方式ですが、建て替え工事のため、学校給食共同調理場で調理していま

す。

①実施方法

（ア）単独調理方式

第二小学校から第八小学校までの７校で実施しており、各小学校所属の栄養士がそれぞれ工

夫した献立を作成し、市調理員が調理をしています。

（イ）共同調理場方式

下表の１３校を対象に実施しており、調理場所属の栄養士が献立会議で献立を作成し、委託業

者が調理、対象学校をＡ・Ｂ２つの献立グループに分けて給食を提供しています。

名 称 ブロック 対 象 学 校

学校給食共同調理場
Ａ 一小、西砂小、幸小、大山小、柏小、上砂川小

Ｂ 九小、十小、けやき台小、南砂小、若葉小、松中小、新生小

食育授業の風景
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②食材料

「立川市学校給食用材料調達事務要綱」に基づき、原則として国内産の、安全で衛生的かつ良

質な食材料を使用しています。野菜等は立川産を優先して使用しています。

（ア）単独調理校

肉、野菜等の生鮮食品は、各学校の契約業者の中から選定して発注しており、その他の乾物、

調味料については学期ごとに、見積もり合わせにより納入業者を選定し、発注しています。

（イ）共同調理場

食材の種類によって、年間、学期、月ごとに、登録業者の見積もり合わせにより納入業者を

選定しています。生鮮食品等については見本を提出させ、品質を確認した上で納入業者を選定

しており、より安全な食材調達に努めています。

③給食指導

「立川市学校給食指導の手引き」に基づき、

１．基本的生活習慣の育成 ２．豊かな人間性の育成 ３．健康の保持・増進

を指導の重点として、各学校の食育リーダーと担当栄養士を中心に、それぞれの学校にふさわ

しい年間指導計画を作成して、給食指導を実施しています。

また、給食主任会を（全校３回、共同調理場校５回）行い、給食指導の充実を図っています。

④給食費（月額）

方 式 学 年 金 額

単独調理方式
（第二小学校～第八小学校）

１・２年生 ３，９００円

３・４年生 ４，１５０円

５・６年生 ４，４００円

共同調理場方式
（上記以外１３校）

１・２年生 ３，８００円

３・４年生 ４，０５０円

５・６年生 ４，３００円

（２） 中学校給食

中学校給食は、小学校と同様に、国の「学校給食摂取基準」や、「立川市学校給食衛生管理基

準」などに基づき、栄養バランスと安全衛生に十分配慮して、下記のとおり実施しています。

平成９年に２校で試行実施を開始し、平成１２年４月から本格実施、その後校数を段階的に増や

して平成１４年１０月からは全９校で実施しています。

①実施方法

（ア）弁当併用外注給食方式

家庭からの弁当か、民間調理業者が調理・盛り付けしたランチボックスによる給食のどちら

かを選択できる方式で、食材料の選定・調達等は市の栄養士が行っています。
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（イ）ミルク給食

学校長が、弁当併用外注給食の実施日に合わせて原則全員を対象として実施しています。

②献立

市の栄養士が、国の「学校給食摂取基準」に基づき献立を作成します。

③食材料

安全で衛生的な食材料を市の栄養士が調達し、委託の民間調理業者に納入しています。

④調理及び配送

（ア）調理は、市の選定基準および「中学校給食調理等業務委託衛生管理基準」の要件を充足

する業者２社に委託しています。

（イ）委託業者は市の調達した食材を使用して調理し、市の用意したランチボックスへ盛付け、

クラス別に配送ケースに入れ、各学校の配膳室に配送しています。また、食器回収、洗浄、

消毒、保管、残菜処理も委託業者が行っています。

（ウ）委託業者の衛生管理に関しては、中学校給食調理等業務委託衛生管理基準を遵守させる

とともに、立川市学校薬剤師会に委託し、年間３回学校給食調理場環境衛生検査を実施して

います。

⑤給食費（一食）

※ミルク代４５．７５円（消費税別）は別徴収。

金額

中学校 287円

⑥利用方法

利用する生徒は、献立表や予約機で献立を確認した後、プリペイドカードを使用して、希望す

る日の給食を予約します。

⑦給食実施回数（平成２４年度実績）

※（ ）内はミルク給食実施回数

学校名 回数 学校名 回数

立 川 第 一 中 学 校 １８９（１８７） 立 川 第 六 中 学 校 １８６（１７０）

立 川 第 二 中 学 校 １８７（１８２） 立 川 第 七 中 学 校 １７９（１７９）

立 川 第 三 中 学 校 １８２（１８２） 立 川 第 八 中 学 校 １８１（１８１）

立 川 第 四 中 学 校 １８５（１８４） 立 川 第 九 中 学 校 １７８（１７８）

立 川 第 五 中 学 校 １８９（１８６） 計 １，６５６（１，６２９）

平 均 実 施 回 数 １８４（１８１）
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（３） 衛生管理

「立川市学校給食衛生管理基準」（平成２２年５月改訂）に基づき、次のとおり安全・衛生の確
保に努めています。

①施設・設備

施設・設備・配膳室においては作業動線を考慮した配置をし、常に補修、整理整頓、清掃、消
毒を行い、衛生器具を適切に備え、また、日常点検、定期点検等を行うなど衛生管理の徹底に努
めています。

②従事者

毎月２回の腸内細菌検査や年３回の定期健康診断等により健康状態に常に注意しているほか、
服装や手指についても、常に清潔にするようにこころがけています。
また、東京都等の団体が開催する各種研修への参加や、保健所の協力を得て衛生講習会を開催

するなど、衛生管理に関する専門性の向上に努めています。

③食材料

食材料の納入にあたっては、検収責任者立会いのもと、品質、品温、鮮度、賞味期限、規格、
数量、異物混入等について確認して記録しています。
納入された食材料は、衛生管理のため一部を２週間冷凍保管しています。
また、納入業者にも従業員の腸内細菌検査の結果や、微生物及び理化学検査の結果を提出させ

るなど衛生管理の徹底を促しています。

④調理・献立

野菜・果物等は下処理室で３回以上洗浄し、異物混入等を確認しています。
調理は、中心温度が７５℃、１分間以上の加熱を原則として、献立ごとの作業手順にしたがって、

調理器具等の消毒や取り扱い・使い分けに留意しながら必ず当日に行い、適切な温度管理を行い、
調理後２時間以内に喫食できるようにしています。調理後の食品については、共同調理場及び各
学校で検食を行うとともに、衛生管理のため一部を２週間冷凍保管しています。
衛生管理上、なま物や和え物については提供を中止しています。ただし調理場については、和

え物室を整備したことに伴い、温度管理に注意して調理し提供を開始しました。また、食物アレ
ルギーのある児童に対しては、可能な限り個々の児童の状況に応じた対応に努めることとしてい
ます。児童が初めて食べることにより、アレルギー症状が起きやすい食品とされるナッツ類は使
用を中止しています。
残菜・廃品処理についても、分別を徹底し、汚臭・汚液が漏れないように適宜集積場に搬出し、

搬出後は清掃を行っています。なお、給食の残菜等について、調理場分に関しては、調理場に導
入された処理機にて衛生的に処理したのち、肥料化することで、環境にも配慮しています。

⑤その他

配膳・配送・回収についても、適切な温度管理や清掃、洗浄、殺菌など衛生管理の徹底を図っ
ています。
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児童・生徒に対しては、手洗いの励行や、小学校給食の配膳時は給食当番に白衣・マスク・帽

子着用を指導しています。

そのほか、衛生管理体制の整備や、薬剤師等による各種の衛生検査を実施しています。

（４） 主要事業

①食教育支援指導事業

近年、ライフスタイルの多様化などにより、子

どもたちの食生活は大きく変化し、偏食や肥満に

よる生活習慣病の増加などが指摘されています。

成長期にある児童・生徒に望ましい食習慣と自

己管理能力を身につけさせるため、食の専門家で

ある栄養士が給食時間や食に関連する各教科等の

時間に学級担任等と連携して、生きた教材である

学校給食を活用した授業をチームティーチング方

式で実施しています。

平成２４年度は、全小学校２０校で実施し、また、立川の農業者との協働による授業も、１０校で実

施しました。中学校では３校で実施し、その他ポスター配布等啓発活動を行いました。

今後はさらに支援指導実施回数を増やし充実していく予定です。

②新学校給食共同調理場整備運営事業

第一および第二学校給食共同調理場の老朽化対策と運営の効率化のため、調理場を一箇所に統

合して整備し、運営する事業です。事業期間は平成２３年度～３９年度で、民間事業者のノウハウを

活用するＰＦＩ（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）手法により実施しています。

施設の設計、建設、維持管理、運営につき、一体的に民間事業者と契約し、民間の創意工夫を

十分に発揮してもらうことで、１５％程度の財政負担の縮減を図りながら、より安全な給食の提供

を目指します。

平成２５年２月末には工事が完了し、調理リハーサルなど開業準備業務を経て、平成２５年４月か

ら運営を開始、各小学校へ給食を提供しています。

③小学校給食食物アレルギー対応

小学校給食においては、食物アレルギーをもつ児童には保護者との面談等を踏まえて、可能な

限り、アレルギー対応としてアレルゲンを除いた除去食を中心に対応を行っていますが、近年、

アレルギーをもつ児童が増加していること等に鑑み、平成２４年度にアレルギー対応方針の見直し

を実施しました。２５年４月から新たに、乳アレルギー児童に対する豆乳の提供、卵・乳アレル

ギー児童に対する、卵・乳抜きパンの提供等を行っています。

（５） 放射性物質の検査と産地公表

市場に流通している食材は国や都道府県等の検査によって安全性が確保されていますが、保護

新しい学校給食共同調理場
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者の不安を解消するために、立川市では平成２３年８月から学校および保育園の給食食材の放射性
物質検査を実施しています。
検査は、給食で使用した、または今後使用予定の野菜、食肉、卵、魚、牛乳等を対象として、

旬のもの、使用頻度・使用量の多いもので、関東以北を産地とする食材を中心に、原則として毎
日実施し、結果をホームページで公表しています。
また、学校給食で使用した主な食材の産地について、毎月献立表で公表しています。

＜参考資料＞
平均供給栄養量（児童・生徒１人１回当り）

※平成２５年５月分

栄養素

区 分

エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量 カルシウム 鉄

（kcal） （g） （％） （g） （mg） （mg）

小学校
国標準（中学年） ６４０

範囲
１８～３２

エネルギー
の２５～３０％

２．５未満 ３５０ ３．０

市平均（中学年） ６４９ ２５．２ ２９．８ ２．７ ３５１ ２．３

中学校
国標準 ８２０

範囲
２５～４０

エネルギー
の２５～３０％

３未満 ４５０ ４．０

市平均 ８２６ ３０．５ ２７ ３．２ ３９１ ３．１

栄養素

区 分

ビタミン 食物繊維 マグネシウム 亜鉛

A（μgRE） B１（mg） B２（mg） C（mg） （g） （mg） （mg）

小学校
国標準（中学年） １７０ ０．４ ０．４ ２０ ５．０ ８０ ２．０

市平均（中学年） ３１８ ０．３７ ０．５４ ２９ ４．７ ９０ ２．８

中学校
国標準 ３００ ０．５ ０．６ ３５ ６．５ １４０ ３．０

市平均 ３２３ ０．４４ ０．６１ ４３ ６．２ １１３ ３．８

８．学校施設

（１） 教育環境の整備

校舎の建築については、昭和２０年代半ばまで木造校舎が主流でしたが、それ以後、不燃化と児
童・生徒の急増に対応するため、鉄筋コンクリート校舎建築の動きが全国各地で見られるように
なりました。立川市においても、昭和３３年に第一小学校が、続いて昭和３５年には、第一中学校、
第二中学校、第三中学校が相次いで鉄筋コンクリート校舎に建て替えられるなど、鉄筋コンク
リート化時代へと移行していきました。また、昭和３０年代後半から昭和４０年代後半にかけては、
児童・生徒が急増し、立川市においても、各地域に新しい学校が相次いで建築されました。現在
ある市内小中学校のほとんどは、この時期に建替えあるいは新築されたものであり、現在ではか
なりの老朽化が進んでいる状況です。このため、立川市教育委員会では、将来的に校舎の大規模
改修・建替えを検討してきました。これらを踏まえ、平成２４年度立川市により、「立川市公共施
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設保全計画（以下、保全計画）」が策定されました。この計画は、平成２６年度を改修工事の初年
度とした、今後４０年の校舎、体育館、プール等の大規模改修・建替え工事の計画となっています。
また、これとは別に、児童・生徒数の減少に伴って発生した余裕教室の有効活用や、空調機等の
設備機器の改修等も順次行っていくところです。
なお、南富士見小学校と多摩川小学校を廃止し、平成１６年４月１日に旧多摩川小学校の施設を

仮使用して新生小学校を開校し、旧南富士見小学校の施設を改修したのち新生小学校として平成
１７年４月１日から開校しました。

①校舎建替え
文部科学省の不適格改築の補助制度の中に「建築後おおむね１０年以上経過した非木造建物で、

教育機能上改築することがやむを得ないもの」という基準があります。現在、第一小学校の建替
えを進めているところですが、他の学校については、保全計画に従い平成４３年第一中学校の建替
えを初年度とし、その後約２０年を掛けて各学校の建替えを行う予定です。

②校舎大規模改修
各学校の校舎は老朽化が進み、防音機能の低下などにより、学校運営に支障を来たしている状

況です。このため、校舎の各所改修を主として校舎大規模改修を、保全計画に基づき平成２６年度
より計画的に進めていく予定で、平成２４年度は第九小学校大規模改修工事の基本設計に取り組み
ました。

③体育館大規模改修
過去、２５年経過で建替えということで計画化され、昭和５３年度から順次建替えを進めてきまし

たが、平成８年度から平成１２年度までは建替え後２０年以上を経過した体育館を、躯体以外は全面
的に改修する大規模改修へと事業変更し、機能の向上を図りました。その後、耐震補強工事を優
先してきましたが、保全計画に従い平成２６年度より年次的に進めていく予定です。

④校舎・体育館耐震補強
阪神・淡路大震災を教訓として、災害時における児童・生徒の安全確保を図るとともに、地域

住民の応急避難場所としての機能も果たすため、平成７年度から校舎と体育館の耐震診断を順次
実施し、昭和５６年の新耐震設計法施行以前に建築された校舎について、必要に応じて補強工事等
を行ってきました。平成１５年度に小中学校施設の耐震化推進計画策定支援事業として文部科学省
の補助金により耐震補強工事の優先順位をつけた耐震推進改修計画の策定を行いました。それに
基づき順次、耐震補強工事を実施し、第一小学校を除き耐震補強工事が完了しました。

⑤プール大規模改修
設置後３０年前後を経過したプールについて、プール底面の表面塗装およびプールサイドの修繕、

循環ろ過装置の修繕を行っています。また、温水シャワーを設置する工事を先行して実施してき
ました。今後は、保全計画に従い平成２６年度より年次的に進めていく予定です。

⑥便所改修
排水系統の老朽化や衛生管理上の問題から、トイレ内部の全面的な改修を進めています。改修

については、使用上支障がないように１校につき２～３年かけて行っており、現在１９校が改修済
みです。校舎の大規模改修を行う学校については、その工事の中で行っており、改修が済んでい
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ない学校についても、順次行う予定です。平成２２年度には、各小学校の一年生が使用するトイレ
について、１個を除き便器を和式から洋式に改修しました。

⑦余裕教室の活用
児童・生徒数の急激な減少が進んだことから、立川市においても多数の余裕教室が発生してい

ます。その活用については、平成５年度に余裕教室対策検討委員会がまとめた報告を踏まえて、
余裕教室を特別教室や会議室、多目的室などに転用し有効活用を図っています。生涯学習時代を
迎え、学校が社会教育施設として役割を果たしていく必要性があることから、積極的に地域開放
を図っていくこととし、第二小学校、幸小学校、新生小学校の３校の余裕教室の一部を会議室や
和室、多目的室として整備し、地域開放しています。今後については、国の「２１世紀教育新生プ
ラン」などにより少人数指導のための教室需要が増加することが予測されていますので、そのた
めの有効活用も図っていく必要があります。

⑧水飲栓直結化
給水管の老朽化に伴う赤水化や残留塩素濃度の低下の対策として、小中学校を対象に、学校フ

レッシュ水道制度を活用して、給水管の改修工事を平成２２年までに第一小学校を除く小学校１９校
について実施しました。その後、平成２３年度に中学校４校、平成２４年度に中学校５校の改修工事
を実施し、第一小学校を除く全ての小中学校で給水管の改修工事が完了しました。

⑨小学校校庭の芝生化
ヒートアイランド対策および緑化対策に寄与するとともに、環境学習や地域コミュニテイの形

成など、快適で安全・安心な教育環境を整備するため、平成２０年度に新生小学校の校庭を芝生化
しました。芝生出前講座として平成２１年度に第四小学校、平成２２年度に第七小学校の校庭の一部
を芝生化しました。平成２２年度には、校庭芝生に関する諸効果研究事業として西砂小学校、若葉
小学校の校庭の一部を芝生化し、研究事業を行いました。平成２４年度には東京都の小学校運動場
芝生化事業の補助金を利用して、第三小学校、第四小学校の校庭の一部を芝生化しました。

⑩第一小学校建替え事業
立川市では市内小中学校の耐震化を順次進めて来ましたが、最終となる第一小学校は建替えを

進めています。現在、第一小学校の児童は、仮設校舎で授業を行っています。既存校舎の解体工
事を平成２４年１２月に終え、平成２５年１月に着工、工事施工中です。平成２６年度中の新規開校・開
設を目標として、地域の核となる施設の建設を目指します。

⑪小中学校普通教室空調機設置工事
夏の暑さ対策として、平成２３年度に小学校１７校、中学校８校の普通教室に空調機を設置し、建

替え中の学校および従前から空調機が設置されていた学校を含めて、全小中学校の普通教室に空
調機の設置が完了しました。

⑫西砂小学校増築工事
西武立川駅の開発に伴い児童数が増えることが予想されるため、４教室分の校舎を増築します。

平成２５年度中に工事を行い、平成２６年４月から運用開始を予定しています。
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（２） 学校施設の現況

①小学校

学校名
敷地面積
（㎡）

校舎面積
（㎡）

体育館面積
（㎡）

教室数 プール規模
普通 特別 大プール 小プール

第一小学校＊ １２，６０２ ３，１２０ － １４ ９ ２５ｍ×１０ｍ
第 二 小 学 校 １３，１５０ ６，０７２ ８５２ １４ １９ ２５ｍ×１１．５ｍ ２８．６６㎡
第 三 小 学 校 １１，８０８ ５，４１９ ８７１ １７ １０ ２５ｍ×１０ｍ １２ｍ×４．５ｍ
第 四 小 学 校 １５，１４１ ５，５８６ ８８３ １５ １４

２５ｍ×１２ｍ
１０ｍ×４．５ｍ

第 五 小 学 校 １５，６２４ ５，７８６ ８６８ ２０ １２ ７ｍ×４ｍ
第 六 小 学 校 １１，１３７ ５，２２５ ８６８ １２ １３ ２５ｍ×１０ｍ １０ｍ×４．５ｍ
第 七 小 学 校 １５，１７９ ３，８９９ ９２１ ６ １３ ２５ｍ×１１．５ｍ ６ｍ×４ｍ
第 八 小 学 校 １９，７２４ ７，２０２ １，０４１ １７ １８

２５ｍ×１０ｍ

１６３．２３㎡
第 九 小 学 校 １２，３７０ ５，６０２ ７２５ ２１ １３ １０ｍ×５ｍ
第 十 小 学 校 １５，７１６ ４，５３１ ７６７ １４ １０ ３３．２８㎡
けやき台小学校 １５，９７７ ７，２３３ ７１３ １８ １５

６ｍ×４ｍ
西 砂 小 学 校 １４，９７８ ５，３６４ ７３８ １７ ９
南 砂 小 学 校 ９，６２６ ４，６５７ ７４９ １２ １０

１０ｍ×４．５ｍ
若 葉 小 学 校 １６，４４１ ５，９０５ ７３７ ９ ２０
幸 小 学 校 １６，１６５ ５，９００ ７６８ １２ １６
松 中 小 学 校 １６，１４４ ６，１０８ ７３５ １２ １８
大 山 小 学 校 １６，５０８ ５，４１０ ７５６ ９ １７
柏 小 学 校 １６，７２８ ６，３０１ ８８２ １８ １４ ７ｍ×４ｍ
上砂川小学校 １２，４１９ ５，４３４ ８５２ ２０ １１ ２５ｍ×１２ｍ １０ｍ×４．５ｍ
新 生 小 学 校 １５，５１６ ６，３４１ ７１０ １９ １２ ２５ｍ×１０ｍ ６ｍ×４ｍ

計 ２９２，９５３ １１１，０９５ １５，４３６ ２９６ ２７３

＊表中は、仮設校舎の数値

②中学校

学校名
敷地面積
（㎡）

校舎面積
（㎡）

体育館面積
（㎡）

教室数 プール規模
普通 特別 大プール 小プール

立川第一中学校 １６，７２０ ６，６９７ １，４２８ １３ ２３

２５ｍ×１３ｍ

立川第二中学校 ２５，２３４ ７，３９５ １，７６５ １４ ２４
立川第三中学校 １７，９７５ ７，２６６ １，７１３ １３ ２３
立川第四中学校 １７，２１３ ７，０８４ １，５４１ １４ １９
立川第五中学校 １９，００７ ７，５５２ １，５９７ ２３ １９
立川第六中学校 ２１，２６０ ７，４７６ ９７５ １２ ２１
立川第七中学校 ２１，７４６ ７，３４２ １，３９３ １３ ２２
立川第八中学校 １８，０９７ ６，７３３ １，３９２ ７ ２２
立川第九中学校 １７，９９２ ７，２１０ １，３９７ １０ ２１

計 １７５，２４４ ６４，７５５ １３，２０１ １１９ １９４
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９．小・中学校

（１） 小・中学校一覧

①小学校
平成２５年４月１日現在

学校名 所在地 電話番号 校長名 副校長名 創立年月日 開校記念日

第 一 小 学 校 柴崎町２－２０－３ ５２３‐４４２８ 操木 豊 篠原 養一 明３年３月３日 ３月３日

第 二 小 学 校 曙町３－２３－１ ５２３‐４４３８ 高藤 一伸 桐井 裕美 昭４年９月２日 ９月６日

第 三 小 学 校 錦町３－４－１ ５２３‐４４４８ 井上 和芳 佐藤 邦彦 昭１２年１月８日 ３月１１日

第 四 小 学 校 富士見町４－４－１ ５２３‐５２２８ 大神田 佳明 森村 聡彦 昭１５年１１月２５日 １１月２７日

第 五 小 学 校 高松町１－１２－２５ ５２３‐５２３８ 對馬 洋 坂倉 理恵 昭１５年１１月２７日 １１月２７日

第 六 小 学 校 羽衣町２－２９－２２ ５２３‐５２４８ 山口 麻衣 押本 明文 昭２５年２月１日 ４月１５日

第 七 小 学 校 錦町５－６－４３ ５２３‐５３４８ 記野 邦彦 松久保 雅和 昭３３年４月１日 ４月２５日

第 八 小 学 校 幸町２－１－１ ５３６‐００３１ 飯田 芳男 齋藤 幸男 明３３年７月２７日 ２月１５日

第 九 小 学 校 上砂町２－１８－１ ５３６‐２２３１ 福原 憲生 石田 孝士 明５年５月 日 １１月２７日

第 十 小 学 校 柏町１－３１－１ ５３６‐２７１１ 泉 直樹 大谷 明 昭４０年４月１日 １０月２日

けやき台小学校 若葉町１－１３－１ ５３６‐１８７５ 小林 正隆 磯部 勝男 昭４１年９月１日 １０月３日

西 砂 小 学 校 西砂町２－３４－２ ５３１‐２０８２ 武田 好史 小﨑 仁 昭４２年４月１日 ６月１７日

南 砂 小 学 校 栄町２－２－１ ５２５‐１４７４ 山﨑 俊英 大河原 博 昭４５年４月１日 ６月１日

若 葉 小 学 校 若葉町４－２４－１ ５３６‐３９７１ 井土 満 宮城 惠子 昭４６年４月１日 １０月２７日

幸 小 学 校 幸町５－６８－１ ５３６‐３９６１ 上村 一美 町田 浩一 昭４６年４月１日 １０月２７日

松 中 小 学 校 一番町５－８－５ ５３１‐３８２１ 武田 伸一 宮當 拓也 昭４６年４月１日 １０月２７日

大 山 小 学 校 上砂町１－５－３３ ５３５‐２８５０ 芝田 智昭 田中 光晴 昭４７年４月１日 １０月２０日

柏 小 学 校 柏町４－８－４ ５３７‐１９６２ 難波 芳男 城戸 光昭 昭５２年２月１日 ２月１日

上砂川小学校 上砂町５－１２－２ ５３７‐１８０１ 山中 栄治 野口 知義 昭５８年４月１日 ５月１日

新 生 小 学 校 富士見町６－６９－１ ５２４‐３１４８ 池田 泰章 中村 義彦 平１６年４月１日 ２月２５日

②中学校

学校名 所在地 電話番号 校長名 副校長名 創立年月日 開校記念日

立川第一中学校 柴崎町１－３－４ ５２３‐４３２８ 國島 健二 秋野 宏之 昭２２年４月１日 ５月１日

立川第二中学校 曙町３－２９－４６ ５２３‐４３３８ 常盤 隆 大堀 浩 昭２２年４月１日 ５月４日

立川第三中学校 羽衣町３－２５－６ ５２３‐４３４８ 太田 元 大田 肇 昭２６年４月１０日 ４月１０日

立川第四中学校 幸町５－４９－１ ５３６‐２４１１ 上原 直樹 唐亀 康司 昭２２年４月１日 ５月２６日

立川第五中学校 上砂町３－２７－１ ５３６‐２５１１ 山口 俊浩 田中 博 昭３９年４月１日 ６月９日

立川第六中学校 泉町７８６－１６ ５３７‐３１９５ 関口 直則 竹口 君夫 昭４９年２月１日 ６月１７日

立川第七中学校 西砂町６－２８－３ ５３１‐０５１１ 渡辺 徹 森田 英之 昭５３年４月１日 ５月４日

立川第八中学校 富士見町７－２４－１ ５２６‐２００７ 須藤 和博 横山 勝行 昭５３年４月１日 ５月２日

立川第九中学校 若葉町３－１９－５ ５３５‐１４１５ 瀧島 潔 坂詰 悦子 昭５４年４月１日 １１月２日

―７７―



（２） 児童・生徒数および学級数

①小学校

（平成２５年５月１日現在）

学校名 児童数 学級数
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

第 一 小 学 校 ５５ ６６ ６０ ７０ ７４ ６８ ３９３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２
（５）（１）（３）（１）（３）（５）（１８） （３）

第 二 小 学 校 ６７ ７２ ６２ ８９ ５８ ４５ ３９３ ２ ３ ２ ３ ２ ２ １４
（５）

第 三 小 学 校 １０２ １０４ ７２ ８２ ９９ ９３ ５５２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ １７

第 四 小 学 校 ８６ ７７ ７３ ７２ １０２ ７３ ４８３ ３ ３ ２ ２ ３ ２ １５

第 五 小 学 校 ９７ ８４ ８４ ９６ ８１ ８８ ５３０ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １８
（１）（５）（１）（３）（３）（２）（１５） （２）

第 六 小 学 校 ３６ ３９ ４３ ４５ ５１ ５１ ２６５ １ ２ ２ ２ ２ ２ １１

第 七 小 学 校 ２３ ２８ ３６ １９ ３６ ３１ １７３ １ １ １ １ １ １ ６
（７）

第 八 小 学 校 ６７ ６５ ７６ ７３ ７６ ６９ ４２６ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２

第 九 小 学 校 ８１ ９４ ９６ ８０ ９４ ８５ ５３０ ３ ３ ３ ２ ３ ３ １７
（３）（４）（１）（７）（５）（７）（２７） （４）

第 十 小 学 校 ５７ ５１ ５９ ５６ ７１ ５７ ３５１ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２
（３）（１） （２）（３）（１）（１０） （２）

けやき台小学校 ７６ ８７ ９６ １０２ ８１ ９５ ５３７ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １８
（５）

西 砂 小 学 校 ８２ ９２ ９９ １１９ ９６ ７９ ５６７ ３ ３ ３ ３ ３ ２ １７

南 砂 小 学 校 ５２ ４７ ５９ ６４ ４４ ５１ ３１７ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２

若 葉 小 学 校 ４６ ３１ ３０ ３１ ２７ ２１ １８６ ２ １ １ １ １ １ ７
（４）（２） （１）（２）（２）（１１） （２）

幸 小 学 校 ６９ ６３ ７１ ６７ ６９ ６９ ４０８ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２

松 中 小 学 校 ６４ ５６ ７５ ５９ ６４ ７８ ３９６ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １２
（５）

大 山 小 学 校 ５１ ３０ ３１ ３８ ５０ ４４ ２４４ ２ １ １ １ ２ ２ ９

柏 小 学 校 ９８ １０４ １０６ １０１ １０１ ８２ ５９２ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １８

上砂川小学校 １０６ １１０ １０９ １１５ １１２ １０９ ６６１ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ２０

新 生 小 学 校 ８７ ７６ ８５ ８７ ９４ ９９ ５２８ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １８
（３）（１） （２）（１）（７） （１）

計 １，４０２１，３７６１，４２２１，４６５１，４８０１，３８７８，５３２ ４８ ４８ ４４ ４５ ４７ ４５ ２７７
（１９）（１４）（５）（１４）（１８）（１８）（８８） （３６）

（ ）内：児童数は特別支援学級固定級の児童数、学級数は固定級および通級指導学級数でいずれも外数

―７８―



②中学校
（平成２５年５月１日現在）

学校名 生徒数 学級数
１年 ２年 ３年 合計 １年 ２年 ３年 合計

立川第一中学校 １３８ １１９ １２７ ３８４ ４ ３ ４ １１
（４） （６） （４） （１４） （２）

立川第二中学校 １６７ １６０ １５２ ４７９ ５ ４ ４ １３
（２） （１） （４） （７） （１）

立川第三中学校 １３４ １７２ １４７ ４５３ ４ ５ ４ １３
（２）

立川第四中学校 １５９ １５４ １７１ ４８４ ５ ４ ５ １４

立川第五中学校 ２１８ ２２６ ２５７ ７０１ ７ ６ ７ ２０
（８） （４） （７） （１９） （３）

立川第六中学校 １１７ １０９ １０８ ３３４ ４ ３ ３ １０
（１）

立川第七中学校 １３７ １４２ １６０ ４３９ ４ ４ ４ １２

立川第八中学校 ７７ ８２ ６８ ２２７ ３ ２ ２ ７
（１）

立川第九中学校 １１０ ８５ ９１ ２８６ ４ ３ ３ １０

計 １，２５７ １，２４９ １，２８１ ３，７８７ ４０ ３４ ３６ １１０
（１４） （１１） （１５） （４０） （１０）

（ ）内：生徒数は特別支援学級固定級の生徒数、学級数は固定級および通級指導学級数でいずれも外数

（３） 児童・生徒数の推移

①小学校
（各年５月１日現在）

②中学校
（各年５月１日現在）

年次 校数 学級数 児童数 年次 校数 学級数 生徒数
総数 男 女 総数 男 女

昭和４５ １４ ２６３ ９，５０４ ― ― 昭和４５ ５ ９４ ３，７６１ ― ―
５０ １８ ３５６ １３，２２３ ６，８８２ ６，３４１ ５０ ６ １１３ ４，６５１ ２，４０８ ２，２４３
５５ ２０ ４１０ １５，３０４ ７，９６２ ７，３４２ ５５ ９ １５５ ６，１１８ ３，１９５ ２，９２３
６０ ２１ ３６３ １２，７１１ ６，５１３ ６，１９８ ６０ ９ １７５ ７，０７７ ３，７４７ ３，３３０

平成２ ２１ ３１２ １０，０６１ ５，１８７ ４，８７４ 平成２ ９ １５５ ５，７３１ ２，９７６ ２，７５５
１０ ２１ ２８１ ８，３６３ ４，２８５ ４，０７８ １０ ９ １２２ ４，１１４ ２，１０８ ２，００６
１１ ２１ ２７９ ８，３２４ ４，２７９ ４，０４５ １１ ９ １１９ ３，９６８ ２，０２４ １，９４４
１２ ２１ ２７８ ８，３２９ ４，２９９ ４，０３０ １２ ９ １１６ ３，８８０ １，９７３ １，９０７
１３ ２１ ２７５ ８，３７７ ４，２８８ ４，０８９ １３ ９ １１７ ３，８２７ １，９３８ １，８８９
１４ ２１ ２７９ ８，３９８ ４，２７６ ４，１２２ １４ ９ １１６ ３，７７４ １，９０９ １，８６５
１５ ２１ ２８０ ８，４９３ ４，３２２ ４，１７１ １５ ９ １１３ ３，６９５ １，８９４ １，８０１
１６ ２０ ２８９ ８，６７８ ４，３７３ ４，３０５ １６ ９ １１４ ３，６９０ １，９１２ １，７７８
１７ ２０ ２９５ ８，７８４ ４，４６２ ４，３２２ １７ ９ １１１ ３，７０６ １，８９５ １，８１１
１８ ２０ ２９４ ８，７６９ ４，４２５ ４，３４４ １８ ９ １１５ ３，７４３ １，９１７ １，８２６
１９ ２０ ３００ ８，８６３ ４，４９７ ４，３６６ １９ ９ １１５ ３，７７６ １，８９１ １，８８５
２０ ２０ ２９９ ８，８３４ ４，５０６ ４，３２８ ２０ ９ １１８ ３，７８２ １，９１７ １，８６５
２１ ２０ ３０６ ８，８４０ ４，５２８ ４，３１２ ２１ ９ １１４ ３，７８６ １，８９３ １，８９３
２２ ２０ ３０５ ８，８３４ ４，５７２ ４，２６２ ２２ ９ １１７ ３，７５６ １，８８８ １，８６８
２３ ２０ ３１０ ８，７３４ ４，４９６ ４，２３８ ２３ ９ １１７ ３，７９１ １，９１７ １，８７４
２４ ２０ ３１２ ８，６５５ ４，４４１ ４，２１４ ２４ ９ １２１ ３，８１７ １，９６０ １，８５７
２５ ２０ ３１３ ８，６２０ ４，３９２ ４，２２８ ２５ ９ １２０ ３，８２７ １，９７４ １，８５３

児童・生徒数は特別支援学級固定級を含む。学級数は固定級および通級指導学級を含む。

―７９―



（４） 学校職員数

（平成２５年５月１日現在）
区 分

校 名

都 費 職 員 市 費 職 員

合
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計

第一小学校 １ １１５ ４ １ ０ １ ２２５ ２ １ １ １ １ ２ ２２７ ４
第二小学校 １ １１７ ６ １ ０ １ １２８ １ １ １ １ ３ １ １ ５ ３３３ ４
第三小学校 １ １２１ ０ １ ０ １ １２６ １ １ １ ５ ２ ６ ３３２ ４
第四小学校 １ １１８ ０ １ ０ １ ２２４ ２ １ １ ５ １ ６ ２３０ ４
第五小学校 １ １２２ ３ １ ２ １ １３２ １ １ １ ５ １ １ １ ６ ４３８ ５
第六小学校 １ １１４ ０ １ ０ １ ０１８ ０ １ １ ４ １ ５ ２２３ ２
第七小学校 １ １ ９ ９ １ ０ １ １２３ １ １ １ ３ １ ４ ２２７ ３
第八小学校 １ １１５ ０ １ ０ １ ０１９ ０ １ １ ４ １ ２ ７ ２２６ ２
第九小学校 １ １２０ ５ １ ０ １ ０２９ ０ １ １ １ １ ２３０ ２
第十小学校 １ １１５ ３ １ １ １ ０２３ ０ １ ２ １ ０ ４２３ ４
けやき台小学校 １ １２２ ６ １ ０ １ １３３ １ １ ２ １ ２ ２３５ ３
西砂小学校 １ １２１ ０ １ ０ １ １２６ １ １ １ １ １ ２２７ ３
南砂小学校 １ １１５ ０ １ ０ １ １２０ １ １ １ ０ ２２０ ３
若葉小学校 １ １１０ ３ １ ０ １ １１８ １ １ １ １ １ ２１９ ３
幸 小 学 校 １ １１５ ０ １ ０ １ １２０ １ １ １ １ １ １ ３２１ ４
松中小学校 １ １１５ ６ １ ０ １ １２６ １ １ １ １ １ ２２７ ３
大山小学校 １ １１２ ０ １ ０ １ ０１６ ０ １ ２ ０ ３１６ ３
柏 小 学 校 １ １２２ ０ １ ０ １ ０２６ ０ １ １ ０ ２２６ ２
上砂川小学校 １ １２４ ０ １ ０ １ ０２８ ０ １ ２ ２ １３０ １
新生小学校 １ １２２ ２ １ ０ １ １２９ １ １ ２ １ １ ０ ５２９ ６
小学校 計 ２０２０３４４４７２０ ３２０１５４７４１５２０ ８ １２９ ３１３１６ ６ ４５０５０５２４６５
立川第一中学校 １ １１８ ３ １ ０ １ ０２５ ０ ２ ２ ２ ２２７ ２
立川第二中学校 １ １２０ ２ １ ０ １ １２７ １ ２ ２ ２ ２２９ ３
立川第三中学校 １ １２０ ３ １ ０ １ ２２９ ２ ２ ２ ２ ２３１ ４
立川第四中学校 １ １２１ ０ １ ０ １ １２６ １ ２ １ １ ２２７ ３
立川第五中学校 １ １３２ ４ １ ０ １ １４１ １ ２ １ １ ２４２ ３
立川第六中学校 １ １１７ ２ １ １ １ １２５ １ ２ １ １ ２２６ ３
立川第七中学校 １ １２０ ０ １ ０ １ ０２４ ０ ２ １ １ ２２５ ２
立川第八中学校 １ １１３ ２ １ ０ １ ０１９ ０ ２ ２ ２ ２２１ ２
立川第九中学校 １ １１８ ０ １ ０ １ ０２２ ０ ２ ２ ０ ４２２ ４
中学校 計 ９ ９１７９１６ ９ １ ９ ６２３２ ６１８ １２ ２ １２２０２４４２６
合 計 ２９２９５２３６３２９ ４２９２１７０６２１３８ ８ １２９ ３２５１８ ６ ４６２７０７６８９１
＊１ 右欄の数字は嘱託員等の数で外数

―８０―



（５） 通学区域

①通学区域一覧

（平成２５年５月１日現在）

学校名 通 学 区 域
第 一 小 学 校 柴崎町１～６丁目（全町）

第 二 小 学 校
曙町１丁目１１～３７，２・３丁目，高松町３丁目１５（１１～１９），１６（９～１６），１７
（１０～１６），１８（９～１５），１９（１２～１４），２０（９～１４），２１（１２～
１９），２２～３２

第 三 小 学 校 錦町１・３・４・６丁目
第 四 小 学 校 富士見町１・２丁目，３丁目１～９，４・５丁目，曙町１丁目１～１０

第 五 小 学 校

高 松 町１・２丁 目，３丁 目１～１４，１５（１～１０，２０～２５），１６（１～
８，１７～２２），１７（１～９，１７～１９），１８（１～８，１６～２１），１９（１～
９，１５～１９），２０（１～８，１５～２０），２１（１～１１，２０～２５），栄町３丁 目
１～２９，４丁目１～４３，緑町

第 六 小 学 校 羽衣町１～３丁目（全町）
第 七 小 学 校 錦町２・５丁目
第 八 小 学 校 栄町２丁目４４～４６，４丁目４４～４７，５・６丁目，幸町１～３丁目

第 九 小 学 校
砂川町１丁目３１～５６，２丁目１～６４，３丁目１～２５，４丁目１～４７，５丁
目１５（２～３），１６～２０，上 砂 町２丁 目９～４５，３丁 目１２～６１，４丁 目
１～４１，一番町１丁目４１～６１，２丁目１～１３，４丁目１～１６

第 十 小 学 校 柏町１・２丁目，砂川町１丁目１～３０，５７～６７，５丁目１～１４，１５（１・
４～６），２１～５４，６丁目１～３，４（１～１０），５～２６，泉町１１５６

けやき台小学校 若葉町１・２丁目
西 砂 小 学 校 一番町６丁目１８～２９，西砂町１～７丁目（全町）
南 砂 小 学 校 栄町１丁目６～３９，２丁目１～４３，４７～６９，３丁目３０～６３
若 葉 小 学 校 若葉町３・４丁目
幸 小 学 校 幸町４～６丁目
松 中 小 学 校 一番町２丁目１４～４９，３丁目，４丁目１７～７３，５丁目，６丁目１～１７

大 山 小 学 校 砂川町２丁目６５～７１，上砂町１丁目，２丁目１～８，３丁目１～１１，一番
町１丁目１～４０

柏 小 学 校 柏町３～５丁目，砂川町６丁目４（１１～１３），２７～４８，７丁目１～３９（４
を除く），５１～５５

上 砂 川 小 学 校 砂川町３丁目２６～４７，４丁目４８～７２，７丁目４，４０～５０，５６～６０，８丁目，
上砂町４丁目４２～５６，５～７丁目

新 生 小 学 校 富士見町３丁目１０～２１，６・７丁目
立川第一中学校 第一小学校・第四小学校区
立川第二中学校 第二小学校・第五小学校・南砂小学校区
立川第三中学校 第三小学校・第六小学校・第七小学校区
立川第四中学校 幸小学校・柏小学校区
立川第五中学校 第九小学校・大山小学校・上砂川小学校区
立川第六中学校 第八小学校・第十小学校区
立川第七中学校 西砂小学校・松中小学校区
立川第八中学校 新生小学校区
立川第九中学校 けやき台小学校・若葉小学校区
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②指定校変更制度

市教育委員会は市立小・中学校の通学区域を定め、児童・生徒が通学する学校の指定を行って

いますが、「立川市立学校の指定校変更等の取扱いに関する要綱」に定める要件に該当する場合

は、指定された学校以外への就学を承認しています。

平成１５年度から実施してきた隣接校希望による指定校変更については、小学校の場合、距離に

よる条件は設けていませんでしたが、災害時の児童の安全や学校と地域との連携を考慮し要綱を

改正しました。平成２５年度以降の入学および転校に伴う申請について、中学校と同様に、自宅か

ら隣接校までの通学距離が指定校までの通学距離より近い場合のみ承認することとしました。
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Ⅲ 社会教育





１．社会教育

（１） 社会教育の振興方針

平成１３年７月、社会教育法の一部が改正され、社会教育と学校教育との連携や家庭教育への配

慮が定められました。さらに、平成１８年１２月には教育基本法、平成２０年６月には社会教育法が改

正され、学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力がうたわれることとなりました。家庭や地

域社会の教育力の低下が指摘されるなかで、学校を核としながら、家庭、地域と密接に連携をと

り、地域の教育力を向上させることが目標にされたといえます。

教育委員会は、家庭教育支援、学校支援を推し進めるとともに、社会教育施設の整備、学習情

報の提供・学習相談を実施しながら、平成１９年１０月に開講した市民交流大学事業を中心に据えて

「生涯学習からはじまるまちづくり」を推進し、地域の教育力向上に努めるものとします。

①家庭教育の振興方針

家庭教育は、本来、親の責任と判断において行う教育であり、すべての教育の出発点です。家

庭は社会の基礎単位であり、子どもの個性や社会性を伸ばす上で大切な役割を担っています。親

は、家庭を大切にし、家庭教育の持つ社会的意義について認識を深め、子どもの望ましい基本的

な生活習慣や生活能力、心情や態度の育成について計画的かつ継続的に努力することが必要です。

教育委員会は、家庭教育の向上を図るため、親が学習する機会や、親の悩みや不安を相談する

ための機能を充実するものとします。

（推進項目）

ア 親子がふれあいを深め、話し合いを十分行い、子どもの特性や心身の発達段階に応じた家庭

教育を進めることができるよう子育て環境を整備します。

イ 学校や地域社会との連携を密にして家庭教育の効果を高めるとともに、子どもも親もともに

地域活動に参加できるようにします。

ウ 地域学習館や図書館等の社会教育施設等において、家庭教育講座の開催、子育ての相談、家

庭教育情報の充実を図り、家庭教育を支援します。

②青少年教育の振興方針

青少年教育は子どもの成長過程に応じ、心身の調和のとれた発達を促し、生涯にわたり自己形

成を進める意欲と能力を育て、社会人として自立していくよう支援するものです。

教育委員会は、青少年の様々な学習体験の場と機会を確保してその活動を奨励するとともに、

心身ともに健全な青少年の育成に努めるものとします。

（推進項目）

ア 家庭、学校及び地域社会が連携して、青少年の多様な能力や適性を伸ばし、物事を自ら進ん

で考え実行し、そこに楽しみを見出すように導きます。

イ 障害者、外国人等すべての人との共生社会をめざすため、人権尊重意識を育てます。

ウ スポーツ活動を通じて健康、体力づくりを推進するとともに、芸術・文化活動、野外活動等
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を通じて情操を豊かにします。

エ 異年齢間の青少年で構成する集団活動を奨励し、交流を通じて望ましい人間関係や社会性を

育てます。

オ 正しい勤労観や職業観を身に付け、将来の社会人としてより良い生き方を学び、自らの進路

を選択できるようにします。

カ ボランティア活動、地域活動、勤労体験活動、国際交流活動等の多様な社会参加型の生活体

験活動に参加する機会を整え、有為な社会人となるよう資質を養うようにします。

③成人教育の振興方針

急激に変化する現代社会において、生活を営む上での多様な課題を解決するためには、自己実

現のための生涯にわたる継続的な学習が必要です。また、少子高齢社会の進展のなかで、市民の

連帯意識を基盤とした安全・安心・快適な地域社会をつくるためには、生涯学習を出発点とする

市民主体のまちづくりが求められています。

教育委員会は、多様化かつ高度化した市民の要求に対応できるようにするため、成人教育機能

の充実、学習環境の整備、教育機関相互の連携を進めるとともに、成人教育団体の活動を奨励し、

支援するものとします。

（推進事項）

ア 市民交流大学、生涯学習推進センター等の機能を整備し、学習機会及び学習情報の提供並び

に学習相談体制を充実します。

イ 生涯学習のネットワークを構築し、市民の生涯学習を総合的、広域的に支援します。

ウ 高等教育機関との連携のもとに市民に高度で専門的な学習機会を提供します。

エ 学習の成果が個人にとどまらず、広く地域社会に生かせるよう機会の提供に努めます。

オ ＰＴＡをはじめとする社会教育関係団体が、自主的な学習活動を積極的に行い、地域の成人

教育を推進するとともに、学校や諸団体と協力して子どもの学習環境の整備と健全育成に努め

ることができるよう支援します。

カ 勤労者が変化の激しい社会や経済環境に対応できる能力を身に付け、その向上が図れるよう

各種の教育機関の利用環境を整備します。

④高齢者教育の振興方針

高齢社会において、高齢者が学習を通じて心の豊かさを養い、生きがいを見いだせる社会環境

を作ることが必要です。

教育委員会は、高齢者が自由時間を有効に活用し、充実した生活が過ごせるよう多様な学習機

会を提供するとともに、高齢者が生きがいをもって社会の一員として活躍できるようボランティ

ア活動をはじめとする社会参加活動を促進し、そのための条件整備を進めるものとします。

（推進項目）

ア 高齢者の能力、健康、体力、社会経験の違いなどを考慮して多様な学習機会を設け、その経

験や能力を社会に還元できるよう努めます。

イ 学習、スポーツ、趣味等に関わるグループや個人が地域社会での交流を深めるとともに、高
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齢者の社会参加を奨励します。

⑤市民体育の振興方針

体育・スポーツ活動は、市民の健康な生活を築き、市民相互の交流を深め、明るく豊かな地域

社会を形成していくために、極めて重要である。

教育委員会は、日常の市民生活の中に体育・スポーツ活動が定着するよう、積極的に体育・ス

ポーツ活動を奨励、支援し、条件整備に努めるものとします。

（推進項目）

ア スポーツを市民生活の中に定着させ、市民の基礎体力の向上と健康維持を促進します。

イ 体育・スポーツ施設を計画的、体系的に整備します。

ウ スポーツ教室の開催、スポーツ相談の充実、体育団体の育成、指導者の養成、競技会の開催

等を通じ、体育・スポーツ活動の定着と質的向上を推進します。

⑥芸術・文化活動の振興方針

芸術・文化活動は、市民生活に潤いを与え、自己の向上を図り、市民相互の交流を深め、連帯

感を養う上で大きな役割をもつ活動です。

教育委員会は、市民の芸術・文化活動を広く奨励、援助するとともに、郷土に伝わる文化財を

保護し活用することにより、郷土の理解と郷土愛の育成に努めるものとします。

（推進項目）

ア 芸術・文化に対する市民の関心や創意を高め、その多様な活動を支援します。

イ 公演、展示、鑑賞、創作などの活動の施設や機会を充実し、指導者の養成や各種情報の提供

などにより、自主的、創造的な文化活動の普及に努めます。

ウ 市民が伝統文化に親しみ、参加できる機会を提供するとともに、文化財保護思想の普及、啓

発を行い、文化財の愛護に努めます。

（２） 生涯学習推進計画

立川市では、自ら学習し、生きがいのある人生を送ろうとする市民の高度化かつ多様化した学

習意欲にこたえて、生涯学習に関する施策の総合的な推進を図ることを目的に、平成４年に「立

川市生涯学習推進計画」を策定しました。この計画で「生涯学習社会の実現」に向けた「生涯学

習は子どもから」、「生きがいめざす楽しい学習」、「ふれあいで新しい生活創造へ」、「生涯学習情

報の提供」、「生涯学習推進組織の整備」の５項目の目標を掲げ、これを具体的に推進するための

方策を体系化しました。その後、計画年度の終了にともない、基本的に第１次推進計画を継承し、

生涯学習センターの整備や市民大学の検討、ＮＰＯの活用など、２１世紀における市民主体の生涯

学習社会の実現をめざした「立川市第２次生涯学習推進計画」を平成１２年６月に策定しました。

この「立川市第２次生涯学習推進計画」の計画年度が平成１６年度で終了するのに伴い、平成１５年

度から、生涯学習推進審議会に「立川市第３次生涯学習推進計画」の策定に向けて諮問するなど

策定準備に着手し、平成１７年８月に市民交流大学構想を中心とした「第３次生涯学習推進計画」
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を策定しました。この計画に基づき平成１９年４月に生涯学習推進センターを設置し、平成１９年１０

月には市民交流大学の開講や公民館の地域学習館への転用等を行い、平成２２年５月に「第４次生

涯学習推進計画」を策定し、「たちかわ市民交流大学を核とした市民の学びの推進」、「生涯学習

と地域づくりの連携」、「地域の教育力の向上」を重点施策とし、平成２２年度から平成２６年度まで

生涯学習のさらなる推進を図ります。

①生涯学習施策の目標

＜１＞生涯学習は子どもから

（生涯学習の基礎づくり）

ア 乳幼児期から小・中学生は、生活習慣や規範など社会生活の基本を会得するとともに、生涯

にわたる学習の基礎を培う最も重要な時期です。しかし、これを支えるべき家庭の教育力のあ

り方が課題になっており、家庭における教育力を高めるための施策が必要とされています。相

談体制の整備や情報提供に取り組み、保護者の家庭教育についての理解・関心を深めるための

学習機会を提供し、親子がふれあう環境を整備していきます。

イ 確かな学力を育み、自然や文化そして郷土を愛する人間性豊かな心と人間尊重の精神を養う

など自主性と創造性に富む人間形成の基礎づくりの場である義務教育期を充実します。

ウ 少子化や核家族化は家庭の教育力に、地域コミュニティの衰弱は地域の教育機能のあり方に

それぞれ課題を提起しています。

互いに助け合い、支えあう心のかよう地域社会を創り出していくためには、家庭・学校・地

域が連携して地域の教育力を向上させることが求められています。

立川市では、平成２４年度の学校支援ボランティアが年間延べ１１，６２０人に達しております。こ

のような学校と地域住民との連携をさらに発展させるとともに、子どもたちに学校外でさまざ

まな体験学習の機会を提供したり、異世代間の学びや交流の機会を創出して、地域の教育力の

向上を図ります。

＜２＞生きがいをめざす楽しい学習

（学習の場と機会の提供）

ア 市民がいつでも、どこでも学ぶことができるようにするため、既存の各種公共施設の有効活

用を図るなど、条件整備をすすめます。

イ 市民の多様化・高度化したニーズに応じ、各種の教室、講座を開催するとともに、市民自身

により学習活動が展開できる自主グループを育成し、グループ相互の交流を促進します。また、

学習の成果を、学校支援や、家庭・地域社会・ボランティア活動などに広く還元されるよう、

生涯学習指導協力者（市民リーダー）に登録してもらい市民交流大学の各種事業の展開の中で

活動の場を提供します。

ウ 市民の多様化する学習活動に対応するため、国の研究機関や市内の大学、関連の深い施設や

民間企業、自治体との連携を図り、より豊かな学習活動を推進します。

＜３＞ふれあいで新しい生活創造へ

（いきいき地域活動）

ア 地域では市民の様々な活動が行われており、市民が自主的・主体的に活動することが生涯学
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習の基本です。地域に根ざし、個性的な活動をする多くの市民の活動を支援します。

イ 地域文化や地域を愛する人間性豊かな心をはぐくむには、いつでも触れることのできる文化

や、文化財を積極的に伝承し、人材の発掘や養成を行う機会を活用していきます。

＜４＞学びのきっかけづくり

（生涯学習情報の提供）

ア 市民が自分にもっとも適した学習を選択し、効果的・効率的に学習活動がすすめられるよう、

情報の収集・提供システムを確立します。

イ 市民の学習や教育に関する相談にいつでも応じられ適切な情報を提供・助言できるよう体制

づくりを推進します。

＜５＞生涯学習推進基盤の充実

ア まちづくりや地域づくりに学びの視点から貢献していく「生涯学習からはじまるまちづく

り」をテーマに、市民の積極的な参画と庁内の横断的な連携のもとに、講座事業を中心に体系

的に市民の学びを推進する「たちかわ市民交流大学」の事業を展開します。

平成１９年１０月の開講からの実績を踏まえ、市民参加の裾野の拡大や様々な交流の拡大、時代

にふさわしい講座内容の充実、情報提供の強化などを通し、市民の学び、健康・いきがいづく

りの活性化とともに、地域課題の解決などにつながる学びの創出に取り組みます。

イ 福祉や教育など地域の諸課題の解決には、地域における市民や団体による活動や地域活動と

行政との連携が不可欠であり、市民の地域活動への積極的な参画が望まれています。

地域の生涯学習の拠点である地域学習館は、地域活動への参画につながる学習機会の提供や

学習による人材の育成を行うことにより、生涯学習と地域づくりの連携を推進する必要があり

ます。

このため、地域学習館は、地域学習館運営協議会を展開し、これまでの行政主体の運営から

地域住民の積極的な参画により市民と行政との協学・協働による運営をさらにすすめていきま

す。
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②施策の体系

生
涯
学
習
社
会
の
実
現

施策の目標

生涯学習は子どもから
（生涯学習の基礎づくり）

生きがいめざす楽しい学習
（学習の場と機会の提供）

学びのきっかけづくり
（生涯学習情報の提供）

生涯学習推進基盤の充実

家庭教育の充実
乳幼児教育の推進

家庭教育の支援

学校教育施設の整備

教育内容の充実

地域学習館の機能の充実

地域学習館と学習等供用施設の連携

生涯学習情報システムの再構築

情報の収集・提供体制の充実

家庭・学校・地域の連携・協力

世代間の交流、地域活動の交流

地域における子どもの育成

学習施設の活用

学校施設の開放

文化施設の利用促進

スポーツ・レクリエーション活動の推進

現代的課題学習の推進

職業能力開発学習の推進

自己実現・生きがいづくり学習の推進

地域づくり学習の推進

高等教育機関や民間との連携

地域コミュニティ活動の推進

地域ボランティアの発掘と活動支援

自主学習グループの支援

人材の発掘・養成・活用

地域の文化財・伝統行事の保護と活用

芸術・文化活動の推進

学習相談機能の提供

交流をテーマに置いた事業の推進

市民交流大学のしくみや組織体制の改善

新たな時代にふさわしい講座内容の充実

義務教育期の充実

地 域 の 教 育
力　の　向　上

ふれあいで新しい生活創造へ
（いきいき地域活動）

施策の方向 具体化の方策

自主活動の奨励

学 習 相 談 機 能
の　　提　　供

地 域 の 文 化 ・
人 材 の 活 用

情報収集・提供
システムの確立

生 涯 学 習 と
地域づくりの連携

学習の場の提供

学習機会の提供

高等教育機関等
と　の　連　携

たちかわ市民交流
大学を核とした市
民の学びの推進
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（３） 社会教育関係団体の育成

生涯学習時代に合った市民の学習活動を奨励するた

め、社会教育関係団体の登録制度を設け、学習の場を

提供しているほか、ＰＴＡ連合会への事業委託などを

行い、団体の自主性の向上と活動の活性化に努めてい

ます。

①社会教育関係団体登録制度

社会教育関係団体に登録できるのは、社会教育活動

または生涯学習を行うことを主たる目的とし、構成員が８人以上であること、団体規約があるこ

となどの登録要件を満たす団体で、登録されると、地域学習館や学習等供用施設などの使用料が

減免されるなど、活動の場が広がります。平成２５年３月３１日現在での登録団体数は、１，４６２団体

で、市民の生涯学習に対する学習意欲が高まっていることが伺われます。

ア 分野別登録団体数

（平成２５年３月３１日現在）

文学・歴史・教養 国際理解 こころ・からだ これからの社会と暮らし 社会福祉 教育
７１ ５０ １８ １４２ ５５ ８３

芸術 音楽 スポーツ 趣味・実用 料理・製菓 合計
１７４ ２７０ ４１０ １６６ ２３ １，４６２

（４） 生涯学習情報の提供

市民が自分に適した学習を選択できるようにするためには、行政や民間などから発信されてい

る生涯学習に関する情報を効果的に集め、市民に分かりやすく提供する体制を整備する必要があ

ります。こうした観点から、立川市では女性総合センター・アイム１階に生涯学習情報コーナー

を設置し、情報提供や学習相談に応じているほか、専門的な知識や技能を持っている市民に登録

していただく生涯学習指導協力者（市民リーダー）登録制度を設け、団体やグループに指導者を

紹介しています。

①生涯学習情報コーナー

生涯学習情報コーナーは、女性総合センター・アイム１階に設置されており、市民が趣味や生

きがいを探す際のお手伝いをしています。同コーナーでは、生涯学習に関する様々な情報を提供

しているほか、個別に学習相談にも応じています。平成２４年度は、５２８件の社会教育関係団体や

生涯学習市民リーダーに関する登録や紹介、学習相談などを受け付けました。

施設名 所在地・電話番号 開館時間・休所日

生涯学習情報コーナー
曙町２－３６－２女性総合センター・アイム１階

℡５２８－６８０３

午前９時～午後５時
土・日・祝祭日、毎月第３木曜日
年末年始

第6回たちかわ市民講師フェア「バラの
フラワーアレンジメント」
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②生涯学習指導協力者（市民リーダー）登録制度

生涯学習指導協力者登録制度は、文化・芸術・スポーツなど様々な分野で専門的な知識・技能

・経験を持ち、地域や団体の中で、ボランティアの気持ちで指導、協力してくれる人材を登録し、

紹介する制度で、その活用を積極的に進めることにより、生涯学習の推進を図っています。平成

２５年３月３１日現在、俳句、絵手紙、陶芸、茶道、郷土史、エアロビクス、パソコンなど様々な分

野に延べ１４４人の方々が登録しています。

ア 登録者数 延べ１４４人（１２３人）（平成２５年３月３１日現在）

③生涯学習情報システム

施設予約システムでは、インターネットなどを利用して、施設予約や施設の空き情報確認を行

えます。平成２４年１２月から子ども未来センターにも導入され、現在、地域学習館・女性総合セン

ター・子ども未来センター・市民体育館・屋外体育施設の施設予約が行えます。

講座情報システムは、立川市が開催する様々な講座や教室などの開催情報をホームページ上か

ら詳しくご覧いただけるシステムです。

施設予約システム 講座情報システム
アクセス数 ４００，５１０ アクセス数 １，６１９
利用者登録数 ５，６５４ 照会講座数 １３２

（平成２５年３月３１日現在）

（５） たちかわ市民交流大学

まちづくりや地域づくりに学びの視点から貢献していく「生涯学習からはじまるまちづくり」

をテーマに、市民の積極的な参画と庁内の横断的な連携のもと、講座事業を中心に体系的に市民

の学びを推進する「たちかわ市民交流大学」の事業を展開しています。

たちかわ市民交流大学の講座は、「市民企画講座」「団体企画型講座」「行政企画講座」の３つ

の柱で成り立っています。市民のボランティア参加による「たちかわ市民交流大学市民推進委員

会」が、市民企画講座の企画運営や情報誌「きらり・たちかわ」の編集・発行などを行い、たち

かわ市民交流大学の一翼を担っています。

平成１９年１０月の開講からの実績を踏まえ、さらなる発展を考える機会として、開講５周年事業

を開催するなど、市民参加の裾野の拡大や様々な交流の拡大、時代にふさわしい講座内容の充実、

情報提供の強化などを通し、市民の学び、健康・いきがいづくりの活性化とともに、地域課題の

解決などにつながる学びの創出に取り組みました。

①たちかわ市民交流大学の講座

ア 市民企画講座（市民組織「市民推進委員会」に参画する市民が企画、実施する講座）

講 座 名 開催日数 参加者数

多彩な文化が織りなす民族の十字路：バルカン諸国を歩く ３ ８６

市民推進委員会・市民リーダー会・協働企画講座
『市民リーダーと 歩く・見る・体験する 立川』

４ ８０

国立音楽大学で講座と演奏会 ～オーケストラ演奏の楽しみ方（国立音楽大学協働講座） ３ １４３
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講 座 名 開催日数 参加者数

ミニウォーターガーデンを作り、癒しと涼感を味わう ２ １５

フラを学んでハワイを楽しく ６ １１６

多摩地区の古墳を考える ４ ８３

太陽活動と地球環境・金環食の観測 ５月２１日１７３年ぶり（東京）の金環食 １ ２０

今、核兵器を考える－原水禁署名運動の誕生に学ぶ １ ５

武蔵の国と立川その周辺・武蔵武士の興亡 ６ １３２

いきいき楽しい ベジタスライフ ―食とライフスタイルを見直し健康生活― ２ ３２

とんからりん 機織りⅡ ６ １２７

パソコン講座（ワードでちらし） ３ ３１

パソコン講座（エクセル入門） １０ １２９

パソコン講座（エクセル住所録） ２ １８

パソコン講座（エクセル会計） ２ ２７

パソコン講座（写真取り込み） ２ ２６

パソコン講座（ワードはがき） １ ７

エイジングケア「体型の不思議」 年代とともに変化する体型を美しく維持するために １ １４

ｍｙテディベアを作りましょう ３ ５２

つながる、支える、讃える ３ ５９

［暮らしの中で知っておきたい気象の知識］―「異常気象」と「異常な気象」とは何か― ３ ４８

［夏休み自由研究］ ―天気予報のしくみを学んでお天気実験をしてみよう― ２ ２７

クラシック音楽入門講座第３回 ～名曲の秘密～ ６ １７３

学び直したい日本の歴史 シリーズ① 「鎖国」の実態 ４ １３２

「世界文学を読もう」シリーズ４・【ロシア文学】 ６ １３３

いきいき健康マージャン入門講座 ６ １５８

家族と語る身近な微生物の世界 ２ ５２

「熱帯多雨林と日本の森林 ―日本の森林のルーツを探る―」 ５ １２３

暮らしの中を化学する―身のまわりのものを化学の目で発見する― ２ ４０

能の魅力を知り、楽しむ、初心者向けの講座 ３ １３６

立川縄文人体験「縄文土器をつくろう」 ２ ４２

立川砂川の伝統「西砂だるま」の製作 ミニ体験 ３ ８５

おいしくて、安全な野菜作り。超初心者向けの「農業体験講座」 ５ ５３

地球の未来が見える場所 北極へ：極地研との協働公開講座・極域科学シリーズ第二回 ３ １３３

あなたの余命はあと何年？ 健康寿命を延ばす秘訣とは！ ２ ７６

《立川学》 何とかしなくちゃ、ゴミ問題！知らなかった「２つのＲ」 ２ ２５

「江戸しぐさに学ぶ」シリーズ２ ２ ３９

クラシック音楽レクチャーコンサート １ ８０

遊びから数学へ ３ ５２

連続参加型講座「きらきら★塾」
第１回・入塾式
第２回・薬膳で健康！
第３回・我が人生について一席、ご機嫌を伺えば…
第４回・紅茶の入れ方 第５回・１６ミリフィルムを見よう

７ １０５

職人が語る和菓子の魅力 ～食べて楽しむ～ １ ４４

柳田国男の武蔵野 ３ ６０

魅力をひき出す話し方 ３ ４４

「食べ方は生き方の鏡」 ～美しく食べる、美しく生きる～ ３ ６７

『みんなで歌おうコンサート』：たちかわ市民交流大学・市民推進委員会５周年事業 １ ９０

みんなで話そう快適マンションライフ ３ ５６

戦争の２０世紀を考える・日本の戦争とは何であったのか！ ４ １４８

「我がまち立川の財政を学ぼう」 ～なぜ市民は今地方財政を学ぶのか～ １ ２７

―９３―



講 座 名 開催日数 参加者数

世界・日本のジオパークを楽しもう ３ １０１

「装身具作り」～自分だけのペンダント・ストラップ造りに挑戦しよう～ ６ ９０

極地研究所・立川市・市民推進委員会協働企画講座 オーロラ関係、上層大気について ３ １３２

「いのちを守る」講座 １ ２２

合 計 １６６ ３，７９５

イ 団体企画型講座（公募に応じ、市民活動団体やサークル等が企画提案、実施する講座）

講 座 名 開催日数 参加者数

初心者登山教室 ６ １５５

親子で楽しもう英語のうたとおはなし ３ ９４

手作りの笛を楽しもう ６ ３４

吹いてみようハーモニカ ５ １１４

写真の加工から動くアルバム作りまで ～ムービーメーカーを使おう～ ３ ３７

ジョイフルアートト 「初心者でも大丈夫～ ２日間で静物画を描いてみよう」 ２ ３０

生涯学習市民リーダーパフォーマンス（たちかわ市民交流大学５周年イベント） １ １２４

市民リーダー☆みんなの講座 ７講座 １１ １２６

たちかわ市民講師フェア「作品展・体験教室」 ６ ６１９

合 計 ４３ １，３３３

ウ 行政企画講座（従来どおり行政が企画、実施する講座）

下記以外に教育委員会が実施する講座については、各項目の事業内容を参照。

講 座 名 開催日数 参加者数

生涯学習文化講演会「古代エジプト展」 １ １７６

生涯学習文化講演会「中国 王朝の至宝」 １ １５７

生涯学習文化講演会「飛騨の円空」 １ １７３

合 計 ３ ５０６

②たちかわ市民交流大学講座実施状況（平成２４年度）

分野

実施主体

家庭と

子ども

これからの

社会

暮らしの

知恵・環境
郷土と地域

健康・

スポーツ
文化・教養 計

市 民 企 画 １ ４ ９ ６ ２ ３０ ５２

団 体 企 画 １ １ ０ ０ １ １２ １５

行 政 企 画 ５２（３４） ５２（２８） ３５（３１） ２９（２９） ４２（１７） ５４（２８） ２６４（１６７）

計 ５４ ５７ ４４ ３５ ４５ ９６ ３３１

延参 加 者 数 ５，８６６ ７，０２３ １，３３４ ２，１１６ ３０，１５６ ３１，３０３ ７７，７９８

注：行政企画講座のカッコ内は市民参加により開催された講座数。

③たちかわ市民交流大学５周年事業

たちかわ市民交流大学が開講して５周年をむかえたのを機に、さらなる発展を考える機会とし

て開催しました。広報特集号を全戸配布し、事業の開催とこれまでの活動を周知しました。

開催日時：平成２４年１１月１７日（土）午前１０時～午後８時

会 場：立川市女性総合センター
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主 催：たちかわ市民交流大学５周年事業実行委員会

（構成）たちかわ市民交流大学企画運営委員会、たちかわ市民交流大学市民推進委

員会、地域学習館運営協議会（６館）、生涯学習市民リーダーの会、社会

教育関係団体、立川市、立川市教育委員会

目 的：たちかわ市民交流大学が開講して５周年をむかえたのを機に、さらなる発展を考え

る機会とする。また、たちかわ市民交流大学のＰＲも行い、認知度を高める。

テ ー マ：ここから始めようHere We Go ! ～市民力で創る生涯学習

来場者数：延べ１，３００人（推定）

主な内容：○特別講演 『あなたにとっていまが出発点』

志茂田景樹氏（直木賞作家、立川文学賞選考委員長）

○シンポジウム 『市民力で創る生涯学習』

コーディネーター：福留強氏（たちかわ市民交流大学評価委員

会委員長）

パネリスト ５人

子育て世代、女性総合センター女性登録団体、活動団体、市

民リーダー、市民推進委員

○団体活動発表、コンサート

『心躍る市民リーダーパフォーマンス』、『パパによるおはなし会』

『みんなで歌おうコンサート』

○講座・講演

『親子で楽しく手話入門』『世界・日本のジオパークを楽しもう』

○学習活動パネル展示

出展：市民推進委員会、生涯学習市民リーダーの会、地域学習館運営協議会（６

館）、市（環境対策課、防災課、健康推進課、生涯学習推進センター）

他に『和太鼓演奏』、『ぬりえコーナー』など

関連事業：○志茂田景樹氏・たちかわ市民交流大学紹介コーナー設置（中央図書館）

○特別パネル展示（５周年事業で展示したパネル展示）（立川市役所）

（６） 地域学習館

生涯学習時代を迎え、市民の学習意欲は年々高まっており、その学習要望もますます増大し、

多様化してきています。こうした中、立川市では市内の６館の公民館を平成１９年１０月１日から市

民交流大学構想に基づいて地域学習館に転用。平成２２年度に地域学習館運営協議会を設置し、地

域課題の把握に努め、地域住民のニーズを汲み上げながら様々な講座や催しを行っています。ま

た、環境・平和・子ども等の市域ぐるみの課題に対しては、全館の合同事業として展開し、市民

の学習意欲や健康・生きがいなどの増進を図っています。また、講座や催しだけでなく、学習の

場として地域学習館の教室等を開放したり、映写機等の視聴覚機器を貸し出したりして、市民の

学習活動を側面から支えています。
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� 地域学習館施設

①施設一覧

館 名 住所・電話番号 室 名 定 員 室 名 定 員 上段…敷地面積
下段…建物面積

柴 崎 学 習 館 柴崎町１－１－４３
℡５２４－２７７３

講 堂 ３５０ 第 ３ 教 室 ５０

３，９９２㎡
２，７９０㎡

会 議 室 ３０ 第 １ 和 室 ２５

実 習 室 ３６ 第 ２ 和 室 １２

視 聴 覚 室 ５０ 第 ３ 和 室 １６

第 １ 教 室 ４０ 陶 芸 室

第 ２ 教 室 ５０ 保 育 室 １９

砂 川 学 習 館 砂川町１－５２－７
℡５３５－５９５９

講 堂 １２０ 第 １ 和 室 １５

１，９０２㎡
１，３９１㎡

実 習 室 ２６ 第 ２ 和 室 １５

第 １ 教 室 ４５ 保 育 室 １７

第 ２ 教 室 ３０

西 砂 学 習 館 西砂町６－１２－１０
℡５３１－０４３１

会 議 室 ３０ 第 ２ 教 室 ３０

２，８４６㎡
１，６１９㎡

第１実習室 ４２ 第 １ 和 室 ４０

第２実習室 ２０ 第 ２ 和 室 ２０

視 聴 覚 室 ７２ 陶 芸 室

第 １ 教 室 ４０ 保 育 室 １７

高 松 学 習 館 高松町３－２２－５
℡５２７－００１４

実 習 室 ３６ 第 ２ 教 室 ３０
２，８５８㎡
１，３８５㎡視 聴 覚 室 ８０ 和 室 ４０

第 １ 教 室 ４０ 保 育 室 １８

錦 学 習 館 錦町３－１２－２５
℡５２７－６７４３

講 堂 ２７０ 第 １ 和 室 ２６

１，９７７㎡
１，９６６㎡

第１実習室 ２５ 第 ２ 和 室 ２４

第２実習室 ３０ 保 育 室 １４

視 聴 覚 室 ３０

幸 学 習 館 幸町２－１－３
℡５３４－３０７６

講 堂 １３０ 第 ２ 和 室 １２

１，３７２㎡
１，２８２㎡

実 習 室 ２５ 練 習 室 ３０

第 １ 教 室 ４０ 陶 芸 室

第 ２ 教 室 ２０ 保 育 室 ２１

第 １ 和 室 ２０
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②平成２４年度利用状況

ア 柴崎学習館 エ 高松学習館
施 設 名 件 数 人 数 施 設 名 件 数 人 数

講 堂 ９２７ ５４，３４４ 実 習 室 ５８５ ６，１５３

会 議 室 ７０９ ７，８７４ 視 聴 覚 室 ８４８ １６，３７７

実 習 室 ５５４ ５，８３２ 第 １ 教 室 ７６７ １０，９１０

視 聴 覚 室 ８９３ １３，８８１ 第 ２ 教 室 ７１２ ８，８１３

第 １ 教 室 ７６４ １０，６１５ 和 室 ５８３ ５，４４７

第 ２ 教 室 ６９７ １２，７４９ 保 育 室 ５５ ５４８

第 ３ 教 室 ６４４ １１，２６１ 計 ３，５５０ ４８，２４８

第 １ 和 室 ３７３ ５，２４６

第 ２ 和 室 ２３８ １，２８０

第 ３ 和 室 ６１３ ４，６２４ オ 錦学習館
陶 芸 室 ２７４ １，１８４ 施 設 名 件 数 人 数

保 育 室 １０７ ６５０ 講 堂 ９２３ ２０，７５２

計 ６，７９３ １２９，５４０ 第 １ 実 習 室 ３８０ ４，３０２

第 ２ 実 習 室 ６４５ ７，３７４

視 聴 覚 室 ７５５ ９，８６２

イ 砂川学習館 第 １ 和 室 ４１２ ４，９９２

施 設 名 件 数 人 数 第 ２ 和 室 １０３ ６６５

講 堂 ８２８ １６，６０２ 保 育 室 ３８ ３０４

実 習 室 ５２６ ４，５５７ 計 ３，２５６ ４８，２５１

第 １ 教 室 ６３９ １１，４７１

第 ２ 教 室 ６３４ ９，１９０

第 １ 和 室
６２２ ８，３３８

カ 幸学習館
第 ２ 和 室 施 設 名 件 数 人 数

保 育 室 ６２ ４９０ 講 堂 ９２１ １８，７１８

計 ３，３１１ ５０，６４８ 実 習 室 ４７３ ５，１６３

第 １ 教 室 ５６４ １０，２８５

第 ２ 教 室 ４８４ ４，４２５

ウ 西砂学習館 第 １ 和 室 ５０４ ５，３３４

施 設 名 件 数 人 数 第 ２ 和 室 ２６ ３２３

会 議 室 ３１３ ４，８３２ 練 習 室 ８１４ ７，２２１

第 １ 実 習 室 １７３ ２，１１１ 陶 芸 室 ８８ ５３３

第 ２ 実 習 室 １６２ １，３６２ 保 育 室 ６７ ５８９

視 聴 覚 室 ８２３ １８，４００ 計 ３，９４１ ５２，５９１

第 １ 教 室 ４０５ ６，２７６

第 ２ 教 室 ３９７ ５，５３９

第 １ 和 室 ３３２ ４，１９８ （全館合計） 件 数 人 数

第 ２ 和 室 ３０２ ２，３８８ ２３，８５７ ３７５，１２２

陶 芸 室 ３４ ３６８

保 育 室 ６５ ３７０

計 ３，００６ ４５，８４４
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③夏休み学習室の開放

各学習館では、夏休み期間中、施設内の教室を夏休みの学習のために無料で利用していただい

ています。

ア 平成２４年度利用状況

区 分 柴崎学習館 砂川学習館 西砂学習館 高松学習館 錦学習館 幸学習館 合 計
開設日数 ３９ ３９ ３９ ３９ ３２ ３９ ２２７

利用者数（のべ） ９１３ １２６ ４７２ ４６０ ７３ １６６ ２，２１０

� 地域学習館事業

生涯学習推進センターでは、地域学習館などを会場に、市民ニーズをとらえた様々な事業を

行っています。講座は、たちかわ市民交流大学の行政企画講座として位置づけています。

①高齢者対象事業

高齢者の生涯教育の一環として、仲間づくりや生きがいづくりを目的とした「寿教室」を地域

学習館など９会場で実施しています。実施内容は、健康づくりの基本「健康体操」をメインに、

コーラスや民謡、フォークダンス、舞踊、気功等、地域ごとに様々で、全教室合わせて約８００人

強、平均年齢７５歳の高齢者の皆さんが活動しています。また、全教室の皆さんが日頃の練習の成

果を披露する「寿教室芸能フェスティバル」を隔年で開くなどして交流を深めています。

ア 平成２４年度寿教室開講状況

教室名 参加人数 開講日数 教室名 参加人数 開講日数

中 央 寿 学 院 １４０ ４６ 錦ことぶき教室 １３４ ５６

羽 衣 寿 教 室 ５６ ３３ 栄 寿 教 室 １１２ ３７

砂 川 寿 教 室 ５０ ３７ 若 葉 寿 教 室 ９９ ３９

こぶし寿教室 ６８ ３７ 全 館 合 同 ３８４ １

西 砂 寿 教 室 ６５ ４１ 合計 ８２４ ３６６

高 松 寿 教 室 １００ ３９ ※全館合同の参加人数は、合計には含まない。

②社会福祉対応事業

知的障害者の方々の社会的自立と親睦、健常者とのふれあいを目的とした青春学級を昭和５０年

に開設し、ボランティアと協働してスポーツや調理実習など各種事業に取り組み、相互理解を深

めています。また、初級者を対象とした手話教室を開設し、手話技術の向上を図るとともに、聴

覚障害者への理解を深めています。

ア 平成２４年度青春学級開催状況

館 名 登録人数 開催日数 事業内容

柴崎学習館 ３８ ２０ 調理・工作実習，スポーツ，レク活動，宿泊研修，バスハイク，
心身障害者スポーツ大会，年末のつどいなど
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イ 平成２４年度手話教室開催状況

館 名 コース 開催日数 参加者数

西砂学習館 初級編 １２ ９６

③視聴覚関連事業

自治会、子ども会等の団体に、１６㍉映写機やフィルムなどの機材を貸し出し、視聴覚関連の活
動を支援しています。

ア 平成２４年度視聴覚機材貸出状況

機 材 １６㍉映写機 映画フィルム 映写幕 スライド映写機 暗幕 レンズ ＯＨＰ

件 数 ２６ ２０ １７ ０ ５０ ２４ ０

④国際化社会への対応事業

多文化共生社会実現に向けて、国際理解を深めるために、講座や教室を開催しました。

ア 平成２４年度国際化社会への対応事業開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

合同事業

留学生と七夕飾りをつくろう！ １ ２１

立川市サンバーナディノ交換留学５０回イベント「パックンマックンを迎えて」 １ ２２

留学生と一緒に☆日本文化再発見☆ふろしき講座 １ １３

はじめての韓国語 ６ １３７

アイヌのことを知ろう（パネル展同時開催） １ ２７

日本の文化を知ろう「坐禅・共に静かに坐る」 ３ １０２

多文化共生・国際理解とドキュメンタリー映画の役割～映画監督野澤和之さん
にきく～ １ １７

子どもが売られない世界をつくる～カンボジアの実情を通して １ １４

こんなときどうする？～災害に備えて安心ライフ １ ２８

合 計 １６ ３８１

⑤環境問題対応事業

便利さや快適さの追求の結果もたらされた

私たちをとりまく環境の悪化、その現状を把

握し、人体への影響などを幅広く考慮し、よ

り深刻化する環境問題を学びました。

環境問題講座
「南極・北極ってどんなところ？」
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ア 平成２４年度環境問題対応事業開催状況
館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

合同事業

虫除けスプレーを作ろう（春の楽市２０１２ 環境フェア） １ ３００
環境月間講座「気軽に出来る男のゴーヤ料理」（高松地運協連携） １ ４
環境月間イベント 環境パネル展「学校で自然エネルギー・わが家の節電」
＆虫除けスプレーを作ろう！ ４ ２３２

「水」から考える環境問題と対策 ３ ５７
夏の夜、親子で工作＆昔遊びを楽しもう！ ２ ４４
癒しのハーブ講座 ３ ５６
簡単・便利・エコ～ふろしきの使い方講座 １ １７
体にも環境にもやさしい発酵パワー！今日から始める「麹」生活 １ １５
脳活！笑顔になる♪楽しいお手玉遊び １ ２２
南極・北極ってどんなところ？ １ ３５

合 計 １８ ７８２

⑥平和・人権学習事業
平和都市宣言２０周年事業として映画会や展示会、演奏会、バス見学会、講座等を開催。また、
人権学習事業実行委員会を設立し市民と協働で事業を行っています。

ア 平成２４年度平和・人権学習事業開催状況
館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

合同事業

平和都市宣言２０周年事業 長谷川陽子バッハ無伴奏チェロ組曲全曲演奏会～パ
ブロ・カザルスに捧ぐ ２ ３８２

平和都市宣言２０周年事業 古居みずえ講演会・映画会「ぼくたちは見た～ガザ
・サムニ家の子どもたち」 １ ６４

平和都市宣言２０周年事業 古居みずえ写真展 ６ ５５０
平和都市宣言２０周年事業 多摩地区と我が家の戦争・戦後の記録パネル展 ４８ ２，９９７
平和都市宣言２０周年事業 平和映画会「原爆の子」 １ ６６
平和都市宣言２０周年事業 こども動物自然公園＆埼玉県平和資料館見学会 １ ３６
平和都市宣言２０周年事業 夏休み平和こども映画会 １ １４２
平和都市宣言２０周年事業 多摩の戦跡バス見学会 １ ２０
立川市人権学習事業２０１２ 展示会「留岡幸助～社会福祉の先駆者」 １７ １，８１３
立川市人権学習事業２０１２ 映画会「大地の詩～留岡幸助物語」 １ １４２
平和都市宣言２０周年事業 永遠平和のために～人間はなぜ戦争を起こすのか ２ ８５
写真展「津波～宮古市の被災記録と復興への一歩」 １２ １，０７８

合 計 ９３ ７，３７５

⑦地域活性化講座
地域の活性化を目的に、地域学習館運営協

議会が主体となって、地域の特色や課題を踏
まえた講座の企画・運営を行いました。

地域活性化講座
「吹奏楽ジャズポップスセミナー」

―１００―



ア 平成２４年度地域活性化講座開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

柴崎学習館

一小ＰＴＡ成人教育部協働企画 ２ １２８
吹奏楽 ジャズ・ポップスセミナー ２ ９４
交流スペース有効利用事業 １５８ １７８０
「おもちゃ図書館」って、な～に？～柴崎町に子育てひろばをつくり、地域
で子どもを育てよう！ １ ２３

砂川学習館
Welcome砂川「第２回サークル交流会」 １ ８
Welcome砂川第４弾～”ウド講座” １ １４

西砂学習館
生涯現役・にしすな塾 ５ １３３
子育てママのリフレッシュヨガ ３ ３８
フリースペース・にしすな ４８ ４５３

高松学習館

わが町「北立川」を知ろう ３ ７７
プレ高松サミット「教えて高松」 １ １００
きり絵を作ろう！ １ １０
赤川ＢＯＮＺＥ銅人形の出来るまで～制作プロセス実演 ２ ３６

錦 学 習 館
簡単、手作りピザを作ろう！ １ １６
プレ錦まつり～学芸大生と過ごす錦学習館の一日 １ ４００
子育て講座ＰＡＲＴⅠ～Ⅲ ５ ５９

幸 学 習 館

子どものおいしいお菓子づくり教室 ３ ３９
小さな子どもがいる家庭向け防災講座 １ １８
国営昭和記念公園を１００倍楽しむ講座 １ １２
ママビクス＆ベビーマッサージ ６ １３６

合 計 ２４６ ３，５７４

⑧家庭教育講座

子どもとのコミュニケーションの円滑化や、

家庭におけるしつけはどうあるべきか等につ

いて親が学習する機会を提供し、家庭教育力

の向上を図るため家庭教育講座を開催しまし

た。

ア 平成２４年度家庭教育講座開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

合同事業

シリーズ発達障がい「発達障がい児のきょうだい支援」 １ ２５

シリーズ発達障がい「先生と一緒に子どもの支援～発達が気になる子へのサ
ポートを考える」 １ ４４

シリーズ発達障がい「一緒に考えよう、ママの立場での関わり」 １ ２６

シリーズ発達障がい（講演会）「アズ直子さんを迎えて～アスペルガー症候群
・ＡＤＤ当事者に聴く」 １ １８１

「ひきこもり」について考えてみよう １ １３

家庭教育講座
「イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパトーク！」
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館 名 事 業 名 開催日数 参加者数
心とからだのセルフケア ３ ４０
災害時、本当に役立つ！ 重曹生活の底力 ３ ３４
イクメン講座☆パパ同士で語ろう～ファミチャレ！１日たったの３０分？！ぼく
の家事シェアリング ２ ６

イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパトーク！ ４ ４５
イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパチャレ！読み聞かせをしてみよう １ １３
イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパチャレ！クリスマス企画 パパサンタ
のおもちゃ工房 １ １５

イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパチャレ！パパと赤ちゃんがもっと仲良
くなるベビーマッサージ １ ２０

イクメン講座☆パパ同士で語ろう～パパチャレ！（ホワイトデー直前！）パパ
シェフのレストラン １ ２６

聞いて良かった育児の話とわらべうた ４ ４３
親子で楽しく手話入門 １ １８
ママ＆キッズのお楽しみ♪ おもちゃと友達になろう！ ０歳からのおもちゃ
講座 １ ２０

ママのお楽しみ♪家族で楽しめるアロマ体験 １ １３
あなたはダシ派？ミソ派？☆お雑煮を作ろう～親子で楽しむ西と東の味くらべ １ １５
親子のための音楽会 １ ６９

合 計 ３０ ６６６

⑨子ども対象講座

子どもを対象とした自然体験事業や職業体

験事業などを、各地域学習館で開催しました。

ア 平成２４年度子ども対象講座開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

合同事業

こどもグリーンクラブ ８ １０７

高松子ども科学あそび隊’１２ ８ １５７

立川宇宙の学校 ５ ６２３

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～ホテルのお仕事編 １ １２

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～かみの工作所編 １ １２

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～管理栄養士のお仕事編 １ １４

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～接骨院・整骨院編 １ １７

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～パンやさん編 １ ２０

いろんなお仕事のぞいちゃおう！～牧場のお仕事編 １ １７

親子自然観察会 里山へホタルを見に行こう １ １８

親子自然観察会「里山の夜の動物に会いに行こう！」 １ １８

子ども対象講座
「いろんなお仕事のぞいちゃおう・牧場のお仕事編」
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館 名 事 業 名 開催日数 参加者数
大学生と一緒に葉っぱのレントゲンでしおりを作ろう！ １ ８
大学生と一緒にペリスコープを作ろう！ １ ３
木工教室 スクリュー舟を作って遊ぼう！ １ ２０
作っちゃおう☆２００円で食べられるかんたん夏ごはん ２ ３５
自分で作ろう☆からだにやさしいスイーツ １ １９

合 計 ３５ １，１００

⑩パソコン講座
市民講師によるパソコン入門教室を開催し、地域情報化に向けて取り組みました。

ア 平成２４年度パソコン講座開催状況

館 名 講 座 名 開催日数 参加者数

合同事業

文字入力 １２ １０４
文字入力練習 １０ ７２
文書作成ソフト練習 ９ ５５
文書作成ソフト ２１ ２２０
インターネット ３ ３５

合 計 ５５ ４８６

⑪平成２４年度に開催されたその他の催し
各地域学習館で学習館まつりを開催し、日ごろの学習成果を作品展や発表会などで披露しまし

た。また、コンサートや映画会など、大人も子どもも楽しめる催物を開催しました。

ア 地域学習館まつり開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数
柴崎学習館 すわっ祭 20 1,031
砂川学習館 砂川学習館まつり 15 1,124
西砂学習館 西砂学習館まつり 11 2,808
高松学習館 高松学習館文化祭 24 775
錦 学 習 館 みんなの錦まつり 48 1,113
幸 学 習 館 かわせみ祭 8 2,461

合 計 １２６ ９，３６１

イ 催物事業開催状況

館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

柴崎学習館
サマーコンサート２０１２ １ １３０

土曜ファミリー劇場（人形劇、映画会、おはなし会） ３ １３３

砂川学習館 ときめき春のコンサート「圧倒的な女子パワーで楽しくＳＷＩＮＧ！」 １ ６６

西砂学習館
初笑い にしすな寄席 １ ５５

家族で楽しむコンサート １ ３４

高松学習館

音楽コンサート「世界の名曲を訪ねてⅣ」 １ ５８

高松ふれあい健康フェア １ １９６

クリスマス子どもお楽しみ会 ３ １０２

たかまつ子どもまつり １ ８０
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館 名 事 業 名 開催日数 参加者数

錦 学 習 館

にしき映画会 ２ ３２
にしき子ども映画会 ３ ４１９
子ども観劇会「なんかよ～かい」 １ ７３
錦まつりコンサート「ソプラノってすばらしい」 １ ２３０

幸 学 習 館
室内楽コンサート １ １３１
クリスマス・コンサート １ １１８
子ども観劇会「小さい劇場 プログラムＡ」 １ ５６

合 計 ２３ １，９１３

（７） 学習等供用施設

学習等供用施設は、地域住民の学習、集会、レクリエーションの拠点となるもので、市内に１１

館あります。各会館には、集会室や学習室などがあり、社会教育関係団体や地域の団体に活発に

利用されています。各会館では、地域諸団体からの選出者等で構成された管理運営委員会が日常

の管理・運営業務を担い、また、会館まつりや各種講座の開催、会館広報の発行などといった事

業も実施しています。

平成１８年９月からは指定管理者制度を導入しており、各会館の管理運営委員会を指定管理者と

して、より地域住民のニーズに対応した管理・運営、および事業の企画等を行っています。

①施設一覧

会 館 名 所在地・電話番号 室 名 定 員 敷地面積 床面積

滝 ノ 上 会 館
富士見町４－１６－１０
℡５２７－８７６２

集 会 室 １５０

１，１８９㎡ ６４８㎡
集 会 兼 休 養 室 ８０
学 習 室 ２４
集 会 兼 保 育 室 ３０

こんぴら橋会館
砂川町３－２６－１
℡５３５－７２８５

集 会 室 １５０

１，１９０㎡ ６１６㎡
集 会 兼 休 養 室 ２７
学 習 室 ３９
集 会 兼 保 育 室 ２７

高 松 会 館
高松町２－２５－２６
℡５２８－１０８０

集 会 室 １５０
５２３㎡ ３５７㎡集 会 兼 休 養 室 ４０

学 習 室 １８

若 葉 会 館
若葉町３－３４－１
℡５３５－３４７３

第 一 集 会 室
１５０

１，８８３㎡ ５３１㎡

第 二 集 会 室
控 室 １５
第一集会室兼休養室

３０
第二集会室兼休養室
集 会 兼 保 育 室 ２４
学 習 室 ３０

こ ぶ し 会 館
幸町５－８３－１
℡５３７－０８１０

第 一 集 会 室 ２５０

１，３９６㎡ １，２７５㎡
第 二 集 会 室

８０
第 三 集 会 室
集 会 兼 休 養 室 ８
第 一 学 習 室 ５０
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会 館 名 所在地・電話番号 室 名 定 員 敷地面積 床面積

こ ぶ し 会 館

第 二 学 習 室
４５

第 三 学 習 室
第 四 学 習 室 ２０
集 会 兼 保 育 室 １０

羽衣中央会館
羽衣町２－２６－７
℡５２４－８６０１

第 一 集 会 室
３０

４０８㎡ ８１４㎡

第 二 集 会 室
第 三 集 会 室

１２０
第 四 集 会 室
第一集会室兼休養室 １５
第二集会室兼休養室 １５
第 一 学 習 室 ３０
第 二 学 習 室 ３０
集 会 兼 保 育 室 １５

天 王 橋 会 館
一番町３－６－１
℡５３１－４４４８

第 一 集 会 室
１８０

１，２６２㎡ ６３６㎡
第 二 集 会 室
集 会 兼 休 養 室 ２０
学 習 室 ３０
集 会 兼 保 育 室 ２０

柴 崎 会 館
柴崎町１－１６－３
℡５２９－１０８１

第 一 集 会 室
１００

７５４㎡ ６７８㎡

第 二 集 会 室
休 養 室 ４０
学 習 室 ３０
集 会 兼 保 育 室 １５
控 室 １０

さ か え 会 館
栄町４－６－２
℡５２９－６５４６

集 会 室 １８０

１，９１１㎡ ７４９㎡
集 会 兼 休 養 室 ２５
学 習 室 ２５
集 会 兼 保 育 室 ２５

西 砂 会 館
西砂町５－１１－１３
℡５３１－００６６

集 会 室 １２０

１，５４２㎡ ５５９㎡
集 会 兼 休 養 室 ２０
学 習 室 ２４
集 会 兼 保 育 室 ２０

上 砂 会 館
上砂町１－１３－１
℡５３５－２５４１

第 一 集 会 室 １５０

３，８９６㎡ １，１３４㎡

第 二 集 会 室 １００
第 一 学 習 室 ３０
第 二 学 習 室 １８
音 楽 室 ２０
集 会 兼 保 育 室 ９

②平成２４年度利用状況

区 分
有 料 無 料 計

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

滝 ノ 上 会 館 １８４ ２，８３６ ９７３ １４，６９８ １，１５７ １７，５３４

こ ん ぴ ら 橋 会 館 １７５ ３，０６０ １，１２７ １４，８６４ １，３０２ １７，９２４

高 松 会 館 １４４ ２，２６６ ９１７ １１，７５７ １，０６１ １４，０２３

若 葉 会 館 １７０ ２，８６２ １，６３８ ２６，５８３ １，８０８ ２９，４４５

―１０５―



区 分
有 料 無 料 計

件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

こ ぶ し 会 館 ３０３ ４，８１４ ２，０３１ ３４，３８２ ２，３３４ ３９，１９６

羽 衣 中 央 会 館 ３０３ ６，４０２ １，２１０ ２１，７８１ １，５１３ ２８，１８３

天 王 橋 会 館 １２１ ３，０７０ ６４６ １０，２６８ ７６７ １３，３３８

柴 崎 会 館 ３６６ ３，９１４ １，７４６ ２５，８５５ ２，１１２ ２９，７６９

さ か え 会 館 ３２２ ４，８９１ １，８５３ ２５，８８６ ２，１７５ ３０，７７７

西 砂 会 館 １１５ ２，６２３ ６３０ １１，４２９ ７４５ １４，０５２

上 砂 会 館 ４８４ ９，２６９ ２，１６７ ３０，７８２ ２，６５１ ４０，０５１

計 ２，６８７ ４６，００７ １４，９３８ ２２８，２８５ １７，６２５ ２７４，２９２

※こんぴら橋会館・天王橋会館は空調機改修工事のため、１月上旬から３月末まで休館

（８） 文化財

立川市の歴史はとても古く、古代の遺跡から近代の建築物まで様々な種類の文化財が数多く残

されています。立川市教育委員会では、このような国民共有の財産を後世に伝えていくために、

重要な文化財は法令に基づいて保存・保護しています。埋蔵文化財については発掘調査を実施し、

遺跡の範囲や分布状況の確認に努めています。また、市民の皆さんが郷土の歴史や文化を身近に

感じていただけるように富士見町に歴史民俗資料館を開設し、歴史・民俗・自然に関する資料を

展示しています。このほか幸町には江戸時代の民家「小林家住宅」を復元した古民家園を開設し

ています。

①指定文化財等

市内には、「六面石幢」などの国指定文化財、「立川原合戦戦死者供養鉦鼓」などの東京都指定

文化財があります。このほか郷土の歴史上保存する必要があるものや重要なものは、立川市文化

財保護条例の規定に基づいて市の文化財に指定し、保護・保存に努めています。平成２５年３月に、

新たに４点の市指定有形文化財と１点の市指定有形民俗文化財が指定されました。

国宝六面石幢 市指定無形民俗文化財「獅子舞」 八幡神社本地仏像
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ア 指定文化財等一覧

区分 名称 住所 指定年月日
国 宝 六面石幢 柴崎町４－２０－４６ 普済寺蔵 昭２８．１１．１４
国 重 要 文 化 財 木造大日如来坐像 柴崎町 真如苑蔵 平２１．７．１０
国 指 定 史 跡 玉川上水 一番町、上砂町、砂川町、柏町、幸町 平１５．８．２７
国登録有形文化財 中野家住宅主屋、蔵 柏町３－８－１、２ 中野氏所有 平１２．４．２８

〃 旧梅田診療所 高松町３－１０－１ 梅田氏所有 平１６．３．２
都指定有形文化財 立川原合戦戦死者供養鉦鼓 曙町 村木氏蔵 昭４０．１１．１６
都 指 定 史 跡 立川氏館跡 柴崎町４－２０－４６ 普済寺境内 平６．３．２２
市指定有形文化財 普済寺保存の板碑群 柴崎町４－２０－４６ 普済寺蔵 昭３０．３．１０

〃 八幡神社本地仏像 柴崎町１－５－１５ 諏訪神社蔵 昭３０．３．１０
〃 満願寺聯 柴崎町 石川氏蔵 昭３０．３．１０
〃 柴崎分水訴願状 柴崎町 笹間氏蔵 昭３０．３．１０
〃 諏訪神社獅子頭及び太鼓胴 柴崎町１－５－１５ 諏訪神社蔵 昭３８．６．２２
〃 阿豆佐味天神社本殿付棟札 砂川町４－１－１ 阿豆佐味天神社蔵 昭４５．１１．２６
〃 公私日記 歴史民俗資料館保管 昭４５．１１．２６
〃 勝坂式土器 歴史民俗資料館蔵 昭４５．１１．２６
〃 柴崎村野帳附柴崎村地図 〃 昭５１．３．１９
〃 立川村十二景 歴史民俗資料館保管 昭５１．３．１９
〃 小林家住宅 幸町４－６５ 古民家園内 平元．１２．１
〃 砂川十番組大のぼり 歴史民俗資料館蔵 平３．３．２８
〃 立川氏文書 歴史民俗資料館蔵 平１３．９．１
〃 旧石井家住宅 主屋・長

屋門・土蔵
国営昭和記念公園こもれびの里地内 平２１．７．３０

〃 砂川村野取反別帳・附砂
川村絵図

歴史民俗資料館保管 平２５．３．２５

〃 柴崎村絵図 歴史民俗資料館蔵 平２５．３．２５
〃 砂川村絵図 歴史民俗資料館蔵 平２５．３．２５
〃 向郷遺跡環状墓群出土の

遺物
歴史民俗資料館蔵 平２５．３．２５

市 指 定 史 跡 大和田遺跡 柴崎町４－５－８先 昭３０．３．１０
〃 八幡神社本殿跡 柴崎町１－７－１７先 昭３０．３．１０
〃 満願寺跡 柴崎町１－９－３先 昭３０．３．１０
〃 柴崎分水 富士見町、柴崎町、錦町 昭３０．３．１０
〃 蚕影神社跡 砂川町４－１－１ 阿豆佐味天神社 昭３９．８．２５

市指定天然記念物 八幡神社大欅 柴崎町１－７－８先 昭３０．３．１０
市指定有形民俗文化財 多摩川漁撈具 歴史民俗資料館保管 昭５７．７．２７

〃 須﨑家内蔵 幸町 自治会蔵 平２５．３．２５
市指定無形民俗文化財 獅子舞 立川市獅子舞芸能保存会 昭４２．９．１３

②埋蔵文化財の保護・保存

埋蔵文化財とは地中に埋もれている土器や石器などの遺物と、住居跡や墓などの遺構を指し、

こうした文化財の埋もれている場所を遺跡と呼びます。市内には、教育委員会が確認調査をした

り、伝説、口伝等によって現在２０ヶ所が埋蔵文化財包蔵地として周知されています。遺跡は郷土
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の歴史を解明するための貴重な資料であり、現状のまま後世に伝えるのが望ましいのですが、や

むを得ずその場所を開発しなければならない場合は文化財保護法の規定に基づき調査を実施して

います。立会調査は開発中に立ち会いを実施し、試掘・確認調査は開発前に遺跡の有無を確認す

るための発掘調査を実施します。

なお、調査結果は報告書にまとめ、文化庁や東京都教育委員会等に報告するとともに、図書館

等を通じて広く情報提供しています。

ア 平成２４年度埋蔵文化財調査一覧

遺跡名 調査地 調査の種別・面積 調査期間 主な検出遺構・遺物
大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 なし
向 郷 羽衣町３丁目 立会調査 １日 なし
向 郷 羽衣町３丁目 立会調査 １日 なし
普 濟 寺 柴崎町４丁目 確認調査 １日 縄文土器
観 音 寺 原 栄町４丁目 立会調査 １日 なし
観 音 寺 原 栄町４丁目 立会調査 １日 なし
立 川 氏 館 跡 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 土師器
普 濟 寺 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
天王橋Ｂ地点 一番町１丁目 立会調査 １日 なし
殿 ヶ 谷 新 田 西砂町５丁目 立会調査 １日 なし
下 大 和 田 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
下 大 和 田 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
下 大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 ピット・土師器
向 郷 羽衣町３丁目 立会調査 １日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
向 郷 羽衣町３丁目 立会調査 ２日 なし
下 大 和 田 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
大 山 道 東 砂川町２丁目 確認調査 １日 なし
向 郷 羽衣町３丁目 確認調査 ２日 竪穴住居・土坑・縄文土器
普 濟 寺 柴崎町４丁目 立会調査 ３日 なし
普 濟 寺 柴崎町４丁目 立会調査 ３日 なし
台 の 下 富士見町３丁目 立会調査 ２日 なし
台 の 下 富士見町３丁目 立会調査 ２日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
Ｎ ｏ ． ２１柴崎町１丁目 立会調査 １日 なし
普 濟 寺 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
向 郷 錦町４丁目 確認調査 １日 縄文土器
観 音 寺 原 栄町４丁目 立会調査 １日 なし
普 濟 寺 柴崎町４丁目 立会調査 １日 なし
大 和 田 柴崎町４丁目 確認調査 １日 なし
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③歴史民俗資料館

歴史民俗資料館は、郷土に関する資料を収集

・保管・展示するとともに、調査・研究も行う

施設で、昭和６０年１２月に開館しました。本館１

階の展示室では化石や石器、土器、古文書、民

具、伝統技術、芸能の記録といった様々な資料

をテーマごとに展示しています。また、２階の

収蔵庫には発掘で出土した考古資料や寄贈を受

けた多数の資料を保管しています。新館の体験

学習室では、ほぼ月に１回の割合で年中行事や

食文化を伝える体験学習事業を開催しています。

平成２５年２月に通算来館者数２５万人を達成しました。

施設名 所在地・電話番号 開館時間・休館日 敷地面積 建物面積
歴史民俗
資 料 館

富士見町３－１２－３４
☎５２５‐０８６０

午前９時～午後４時３０分
月曜日（祝日等の場合は翌日）・年末年始 ３，５５１㎡ １，７０８㎡

ア 平成２４年度利用状況

開館日数 大人 子ども
（中学生以下）

計 団体利用
件数 人数

３０１ ７，７２５ ２，２５６ ９，９８１ ８４ ２，０８１ （団体利用は内数）

イ 平成２４年度体験学習会開催状況

行 事 名 回 数 参加者数 行 事 名 回 数 参加者数
草もち作り 1 25 立川の古村を歩く 1 19
手打ちそば作り 2 56 餅つきと鏡餅作り 1 28
多摩川の自然観察 1 17 正しい拓本の取り方を学ぶ 1 9
蒸かし饅頭とすいとん作り 1 26 手打ちうどん作り 1 28
竹細工作り 1 13 講演会「役場文書と砂川闘争」 1 65
手打ちうどん作りと十五夜飾り 1 24 合 計 １２ ３１０

ウ 平成２４年度企画展示等実施状況

内 容 場 所 観覧者数
企画展「新収蔵品展」① 資料館特別展示室 ９８６
ミニ企画展「端午の節句展」 資料館ラウンジ ８５８
ミニ企画展「七夕飾り」 資料館エントランス １６８
企画展「多摩地区と我が家の戦争戦後」 資料館特別展示室 ３８５
企画展「立川の遺跡２０１２」 資料館特別展示室 ９７１
ミニ企画展「はきもの 足元の移り変わり」 資料館ラウンジ １，３０１
写真展「立川駅の移り変わり」 資料館廊下 １，１７２
東京文化財ウィーク２０１２公開事業「銅鉦鼓」 資料館特別展示室 ９９１
企画展「立川の文化財」 資料館特別展示室 ９９１
ミニ企画展「電話 通信機器の移り変わり」 資料館ラウンジ ５４７
ミニ企画展「桃の節句展」 資料館ラウンジ ８６７
企画展「新収蔵品展」② 資料館特別展示室 ９２２

合 計 １０，１５９

常設展示室（中世の立川）

体験学習会
「竹細工作り」
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④川越道緑地古民家園

川越道緑地古民家園は、貴重な文化財を保護し、

伝統的な生活文化を伝承するため、江戸時代末期

に建築された小林家住宅を移築・復元したもので、

平成５年１０月に開園しました。園内には、茅葺き

・入母屋造りの母家のほか、穀倉などがあります。

庭も昔の農家の庭を再現しており、来園者には立

川の伝統文化に触れていただくことができます。

母家では、昔の農機具や生活道具などが展示され

ているほか、５月には端午の節句展、７月には七夕飾りを開催しています。また、園内の畑では

１年間を通じて農作業を行い、年中行事等とあわせて農家の生活を実体験できる「通年体験学

習」も開催しており、多くの方に参加いただいています。平成２３年度は母屋北側屋根の葺き替え

を行いました。平成２５年１月に通算来園者数２０万人を達成しました。

施設名 所在地 開館時間・休館日 敷地面積 建物面積

古民家園 幸町４－６５ 午前９時～午後４時３０分
月曜日（祝日等の場合は翌日・年末年始） ２，１５３㎡ ２９８㎡

ア 平成２４年度度利用状況

開館日数 大 人 子ども
（中学生以下）

計 団体利用
件数 人数

３０６ ６，０４１ ２，２３６ ８，２７７ ５６ １，７８５ （団体利用は内数）

イ 平成２４年度体験学習会開催状況

通年体験学習会「麦刈り」

行 事 名 回 数 参加者数
通年体験学習「陸稲の種まき・薩摩芋植付け」 １ ２２
通年体験学習「麦刈り」 １ １９
通年体験学習「麦の脱穀」 １ １４
通年体験学習「麦わら細工作り」 １ ２３
通年体験学習「手打ちうどんと十五夜飾り」 １ １７
通年体験学習「薩摩芋掘り」 １ １８
通年体験学習「もちつき」 １ ２１
通年体験学習「麦まき」 １ １３
通年体験学習「正月飾り」 １ ６
通年体験学習「繭玉飾りと七草粥」 １ １７
通年体験学習「麦ふみと竹ぼうき作り」 １ １９
通年体験学習「じゃがいも植付け・麦作一番耕」 １ １３
茶たて １１ １４９

合 計 ２３ ３５１

ウ 平成２４年度企画展示等実施状況

内 容 場 所 観覧者数
端午の節句展 古民家園母家オカッテほか ７１６
七夕飾り 古民家園母家入口 １３２
端午の節句展 古民家園母家オカッテほか １，２３０

合 計 ２，０７８

川越道緑地古民家園
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２．青少年教育

近年、核家族化や少子化、インターネットの急激な普及などにより、学校・家庭・地域社会と

いった青少年を取り巻く生活環境は著しく変化し、家庭や地域社会の教育力の低下、また、人間

関係の希薄化が指摘されているほか、性や暴力に関する情報の氾濫、薬物の乱用といった社会環

境の悪化が深刻化しています。

こうした環境から青少年を守るため、立川市では市長の諮問機関として青少年問題協議会を設

置し、青少年問題に関する総合施策について調査・審議するとともに、青少年補導連絡会および

地域における青少年の健全育成を目的とした青少年健全育成地区委員会等との連携により、地域

の安全・安心の向上と社会環境の浄化、非行防止のための諸事業を行っています。

（１） 青少年健全育成市民行動方針
この「青少年健全育成市民行動方針」は、青

少年を取り巻く環境の変化に対応した市民運動

を推進するため、市が青少年問題協議会に諮問

し、同協議会からの答申をもとに様々な角度か

ら検討を行い、平成２２年度より改訂し実践して

います。この市民運動方針は、３つの柱を定め、

家庭・大人・学校・地域が連携して、市民一体

となって市民運動を進めることとしています。

また、青少年の健全育成を進めるなかでは、乳

幼児期の取り組みの大切さから、１つ目の柱の

中にこの時期の取り組みを取り上げています。

この市民行動方針を今年度の青少年健全育成推進のための基本方針と定め、市民運動を推進し

ていきます。

平成２５年度市民行動方針

まず行動であらわそう！見守り育てる立川っ子

たすけあい
ちからいっぱい
かつどうし
わくわくしながら
つよいきずなで
子そだてしよう

《３つの柱》

◎家族でいっしょに取り組もう ～親は子どもの鏡です～

（各項目の抜粋）

・乳児から愛情を持って育てよう

・子どもとふれ合おう

中学生の主張大会
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・生活習慣を身につけさせよう
・社会性を育てよう

◎大人が意識して実行しよう ～子どもたちは見ています～
（各項目の抜粋）
・気軽にはじめよう
・大人が手本を示そう
・できることから始めよう

◎地域で育てよう ～子どもは地域の財産です～
（各項目の抜粋）
・多くの大人で子どもを守ろう
・地域に参加しよう
・子どもを守ろう

（２） 主な青少年健全育成事業

①青少年健全育成市民運動

青少年健全育成市民運動は、青少年が健やかに成長するように、大人と青少年とがお互いに理
解し合って、よりよい社会を築こうとする全市的な運動で、大人は自らの姿勢を正して、明るい
家庭と健全な社会環境を築くために努力し、青少年は自らの心と体を鍛えて、若い力を社会に示
すように努めていくことが、この運動のねらいとなっています。運動の推進にあたっては、青少
年健全育成市民行動方針を運動の柱として、健全育成パンフレットの配布など市民への運動の浸
透を図るほか、さわやかあいさつ運動のより一層の普及につとめ、夏休み期間等を「長期休み期
間の対策」とし、重点目標などを定めて青少年の余暇指導及び事故、非行防止等の活動を推進し
ています。また、運動の一環として、毎月第２日曜日の「家庭の日」の推進や、地域の環境改善
活動を行っているほか、青少年健全育成地区委員会へ事業委託し、各地区において地域性を盛り
込んだ各種事業を行うなど、幅広い市民運動の展開を図っています。

ア 「家庭の日」の推進

青少年を健全に育成するための最も重要な基盤が家庭であることを認識し、そのため家庭が
「いこいの場」と「教育の場」となり、「家庭が明日の力を生み出すような場」として、その機
能を十分に発揮できるように、そのきっかけをつくる日として毎月第２日曜日を「家庭の日」と
位置付けています。「家族そろってだんらんする」「家族が話し合い、理解し合って教養を高め
る」など、家庭が意図的に実践し、それを習慣化していくことを願いながら運動を進めています。

イ 環境浄化運動

違法看板、インターネットからの有害な情報の氾濫やゲームセンター、ポルノ雑誌・アダルト
ビデオなど青少年を取り巻く環境はますます悪化しています。このため、立川市では、立川市路
上違反広告物撤去推進員制度を定め、地域の協力を得て、違法看板撤去に取り組んでいます。ま
た、青少年健全育成地区委員会などを中心にパトロール、地域安全安心点検など環境浄化運動を
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積極的に進めています。
風俗店の客引き・勧誘、ピンクちらしの配布などを防止するため、立川市つきまとい行為、勧

誘行為、客待ち行為及びピンクちらしの配布等の防止に関する条例を制定し、青少年が健全に育
つ環境づくりを進め、非行の防止に努めています。最近は不審者等の被害が多発している状況が
見うけられるところから、不審者注意啓発看板を作成し、青少年健全育成地区委員会内に設置し
て、被害の防止に努めています。また、地域の子どもたちを連れ去り、不審者等から守るため、
子どもたちが痴漢や変質者等に遭ったときに身近な家や商店に避難し、その家から１１０番等へ緊
急通報していただく、「子ども１１０番」事業を青少年健全育成地区委員会と市、立川警察署で連携
し行っています。
平成２２年１２月には、青少年には好ましくない有害情報が氾濫している事態を憂慮し、東京都青

少年健全育成条例の一部改正がされ、インターネット利用環境の整備、図書類の青少年への販売
等の制限、児童ポルノの根絶等の規定が設けられました。また、各市において、都知事より委嘱
を受けた青少年健全育成協力員が、指定図書類の陳列をより適正に行うため調査を行っています。

②中学生の主張大会

市内の中学生が日常生活を通じて考えていることや体験などを発表することにより、自立心や
自主性、創造性、社会性を育てる機会とするとともに、広く一般市民が中学生の意識や行動に対
する認識を深め、青少年健全育成の充実に資することを目的とした「中学生の主張大会」を毎年
１１月に開催しています。この大会は昭和５６年から行っているもので、今年で３３回を数え、毎回約
３，０００編の応募があり、原稿審査の上、選出された１５人の中学生が本大会でそれぞれの主張を５
分程度で発表します。平成２５年度より新たな試みとして、表彰された作品のうち中学校１年生お
よび２年生の作品については、「平成２６年度中学生の主張東京都大会」兼「第３６回少年の主張全
国大会東京都予選」に主催者が応募します。

③子ども・若者自立支援ネットワーク事業

社会生活を円滑に営む上で困難を抱える子ども・若者を教育、福祉、保健・医療、矯正・更生、
雇用、その他の各分野のネットワークを活用して、行政、ＮＰＯ、社会福祉法人等が実施する当
事者にとって最適な支援へとつなぐ事業を実施しています。

④放課後居場所づくり事業

地域や学校の協力で放課後や週末に子どもたちの安全・安心な居場所を設け、体験的事業や学
習、運動、文化、伝承遊び活動、地域住民との交流活動等を行っています。

〔放課後子ども教室事業〕
小学校全２０校において、主に放課後に、学校施設を活用し地域の方々の参画を得て事業を実施
しています。実施日や実施内容については、地域によって異なります。

〔地域居場所づくり事業〕
児童・青少年健全育成団体など、地域活動を行う複数の団体で構成される推進委員会が、小・

中学校施設や学習等供用施設、児童会館、学習館、野外施設等を活動拠点に、月に１回以上土曜
日を中心に事業を実施しています。
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３．社会体育

週休２日制の定着化による余暇時間の増加などを背景として、近年、健康に対する関心が高ま

り、その結果としてスポーツを親しむ人が年々増加しています。また、高齢化社会が進む中で、

スポーツ愛好者の年齢層も幅広くなり、その目的・内容も多様化する傾向にあります。立川市教

育委員会では、こうした多様化する市民の欲求にこたえていくため、体育館や運動場などの施設

整備を進めるとともに、各種の競技大会やスポーツ教室を開催し、スポーツの振興を図っていま

す。

（１） スポーツ振興計画

立川市では、平成１７年９月に「立川市第２次スポーツ振興計画」を策定し、平成１７年度から２１

年度までを計画期間として市民のスポーツニーズの多様性や特徴を把握し、市民一人ひとりが自

らの希望に応じたスポーツの機会を享受できる条件を整備するとともに、「だれでも」・「いつ

でも」・「どこでも」・「いつまでも」の生涯スポーツのまちづくりを目標に計画を推進してき

ました。

このような状況のなか、計画の進捗状況及び平成２０年度の立川市スポーツ振興審議会の答申等

を踏まえ、子どもや障害者、高齢者まで、また体力の違いにかかわらずすべての人が身近にス

ポーツに親しむことができるよう「生涯スポーツのまち」づくり実現に向けた基本的な方向性を

示す「立川市第３次スポーツ振興計画」を平成２２年５月に策定し、次の５つの計画目標を達成す

るため、平成２２年度から２６年度までスポーツ振興のさらなる推進を図ります。

①市民力と連携したスポーツの振興

スポーツ活動においては、子どもから高齢者まで、また体力の違いにかかわらず、すべての人

が分けへだてなく、身近にスポーツを楽しむことができるような取り組みが大きな課題となりま

す。

これらを実現するため、地域の公共施設、学校施設及び民間施設などを活用し、性別、年齢、

種目等を問わず、だれでも、いつでも、どこでも、いつまでも各自の興味や目的に応じてスポー

ツに親しめる環境を整備することが求められています。これらを推進するため地域の指導者に対

する研修や人材の育成を行い、さらに地域住民の主体的な管理運営のもとでの地域スポーツクラ

ブの創設が必要となっています。

立川市における地域スポーツクラブの創設については、地域住民と十分なコミュニケーション

を図りながら創設へ向け課題の整理をし、平成２３年１１月に市内１２地区体育会が地域スポーツクラ

ブとなりました。

②ニーズの多様化に対応した新たな事業の展開

スポーツを取り巻く社会環境が大きく変化していく中で、人々の価値観やライフスタイルが多

様化し、それにともなってスポーツに対するニーズも変化してきています。これらのニーズを把

握し、スポーツを始めるきっかけとなるような初心者向けの軽体操教室やソフトバレーボール交

流事業等は必要性を増してきています。
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こうした状況を踏まえ、子ども、障害者及び高齢者のスポーツの振興、ニュースポーツへの取

り組みやニーズに応える教室・大会等の実施など時代の要請に応じた新たな事業の展開を図りま

す。

③健康づくりの推進

スポーツは健康づくりや楽しみのために行うことに加え、スポーツを行う上で、自分自身の健

康状態や身体機能の特徴、体力の変化等を把握し、運動量や運動の強さ、時間などを正しく判断

することは、より安全に効果的に取り組むことに大きく役立ちます。

特に、高血圧や糖尿病など生活習慣病の症状を持つ人や高齢者の方などがスポーツを行う場合、

その都度血圧や脈拍などをチェックすることも健康を管理するうえでは必須の条件です。

④関連行政分野との連携の強化・協働事業の実施

生涯スポーツのまちづくりや健康づくりの課題は、他の行政分野と相互に関連し、協力や連携

をしてはじめてその目標の達成が可能となります。

また、高齢者や障害者、児童・青少年のスポーツ振興などについては、関連行政分野はもちろ

んのこと、関係諸団体との協働が不可欠です。関連する施策などについては、関係各課との整合

をはかり相互に連携・協力して事業を実施します。

⑤スポーツ施設の利用拡大及び整備・充実

市民の施設利用は、市民体育館などの屋内施設については、団体及び個人で利用できる環境が

整っており多くの市民や他市の団体などに活用されています。しかし、老朽化した部分の補修や

利用しやすい環境整備が必要です。

野球場、庭球場、多目的運動場などの屋外施設については土・日・祝日及び夜間の利用が圧倒

的に多く、平日の利用については、高齢者によるゲートボールやグランドゴルフ、主婦層のテニ

スなどに利用されていますが、野球やサッカーなどは、十分な活用がされていない状況です。

また、学校体育施設の開放が進んでおり、地域で多くの社会人などが、一般開放として体育館

や校庭を利用しています。

これらの施設については平日には空きがあるものの、休日にはほぼ１００％の利用状況であるこ

とから、屋内・屋外のスポーツ施設のさらなる効率的な活用を図るため多目的な利用などを検討

するとともに、利用の拡大を図っていきます。
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（２） 体育施設

市民がスポーツを楽しむには活動の場が必

要となりますが、その拠点となるのが市民体

育館です。市民体育館は、昭和５５年に泉町に

開設した泉市民体育館と、平成５年に柴崎町

に開設した柴崎市民体育館の２館があり、そ

れぞれ体育室や室内水泳場、トレーニング室

などを備え、多くの市民に利用されています。

また、柴崎市民体育館は、平成２２年４月から

指定管理者制度を導入し、開館時間延長、ト

レーニングマシンのリニューアル、各種教室

等の開催により利用者サービスの向上に努めています。このほか、市内には陸上競技場や野球場、

庭球場、多目的運動場などがあり、様々な種目のスポーツが楽しめるよう施設が整備されていま

す。

なお、国民体育大会開催に伴う施設改修として泉市民体育館、立川公園野球場の改修を、また、

耐震補強工事として練成館の一部の改修を平成２３年度から引き続き行い、完了しました。

①施設一覧

区 分 施 設 名 所在地・電話番号 施設内容等 上段…敷地面積
下段…建物面積

体 育 館

泉 市 民 体 育 館 泉町７８６－１１
℡５３６－６７１１

体育室２ 室内水泳場（２５ｍ）
トレーニング室

１１，７４５㎡
８，４５３㎡

利用時間 午前９時～午後９時３０分・休館日 毎週木曜日、年末年始

柴 崎 市 民 体 育 館 柴崎町６－１５－９
℡５２３－５７７０

体育室２ 室内水泳場（２５ｍ）
トレーニング室・スタジオ

１０，２８１㎡
６，４３４㎡

利用時間 午前９時～午後１１時・休館日 毎月第３月曜日、年末年始

陸上競技場 立川公園陸上競技場 錦町６－２９－６２
℡５２２－７２５０

４種公認 ４００ｍトラック
収容人員１万人

２０，５３６㎡

野 球 場

立 川 公 園 野 球 場 錦町６－２９－６２
℡５２３－０８２５

野球場１面 ナイター設備
収容人員１万人

２０，３６８㎡

見影橋公園野球場
（陸上競技場兼用）

砂川町３－１２－１
℡５３７－２６９５

野球場１面 ２００ｍトラック
ナイター設備

１０，５３５㎡

多摩川緑地野球場 柴崎町５－１１先
℡５２７－６８３６

野球場４面 緑地広場サイ
クリングコース

７２，０７５㎡

立 川 公 園
新 堤 防 運 動 広 場 錦町５－２０ 野球場兼サッカー場 １０，６０６㎡

中 里 野 球 場 西砂町３－４７
℡５３１－５７３３ 野球場２面

９，８９２㎡

泉 町 野 球 場 泉町７８６－１３
℡５３５－７３７１

ソフトボール場１面
ナイター設備

５，５４２㎡

一番町少年野球場 一番町６－１７
℡５３１－５９３６ 野球場１面

４，２００㎡

改修した泉市民体育館
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区 分 施 設 名 所在地・電話番号 施設内容等 上段…敷地面積
下段…建物面積

野 球 場

砂 川 中 央 地 区
北 野 球 場

砂川町５－２５－１
℡５３４－３８９９ 野球場１面

８，８００㎡

砂 川 中 央 地 区
東 野 球 場

砂川町１－２７－１
℡５３４－３８９９ 野球場２面

９，１００㎡

庭 球 場

西 砂 庭 球 場 西砂町３－６８
℡５３１－０８７８ クレーコート２面

３，２３８㎡

泉 町 庭 球 場 泉町７８６－７
℡５３４－０２６４

クレーコート４面
ナイター設備

２，９２５㎡

砂川中央地区庭球場 砂川町１－４１－５
℡５３６－６６８４ クレーコート４面

２，８３６㎡

錦 町 庭 球 場
（フットサル場兼用）

錦町５－２０
℡５２７－９３２１

オムニコート４面
ナイター設備
フットサル２面

７，５０７㎡

ゲ ー ト
ボ ー ル 場

泉町ゲートボール場 泉町７８６－７
℡５３４－０２６４ ゲートボール場２面

１，５０５㎡

砂 川 中 央 地 区
ゲ ー ト ボ ー ル 場

砂川町１－４２－６
℡５３６－６６８４ ゲートボール場２面

１，５００㎡

砂 川 中 央 地 区
東ゲートボール場

砂川町１－６１－４
℡５３４－３８９９ ゲートボール場２面

８００㎡

多 目 的
運 動 場

中里多目的運動広場 西砂町３－４７
℡５３１－５７３３ サッカー、ゲートボール等

５，３３３㎡

砂 川 中 央 地 区
北多目的運動広場

砂川町５－１２－１
℡５３４－３８９９ サッカー、ゲートボール等

８，８００㎡

砂 川 中 央 地 区
多 目 的 運 動 広 場

砂川町１－５４－１
℡５３６－６６８４

少年野球、ゲートボール
グランドゴルフ

４，６００㎡

武 道 場 練 成 館 柴崎町１－５－７
℡５２６－２２１９

剣道場２ 柔道場
弓道場 相撲場

２，１７６㎡
１，４３５㎡

そ の 他
ス ケ ー ト パ ー ク 緑町３１７３－１７

５６４㎡

Ｂ Ｔ Ｒ 広 場
（バイクトライアル）錦町５－２０

４５０㎡

改修した立川公園野球場
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②平成２４年度利用状況

ア 泉市民体育館（開館日数…２１７日＊）

区 分 第１体育室 第２体育室 トレーニング室 室内水泳場 研修室・会議室 合 計

個 人
大人 ６，８４０ １，８３２ ９，６９３ ２９，７４６ ４８，１１１
子ども ６６４ ６５１ ５，２６３ ６，５７８
計 ７，５０４ ２，４８３ ９，６９３ ３５，００９ ５４，６８９

団 体
大人 ５７，１４５ １２，７７４ ５，０７９ ４，９６０ ７９，９５８
子ども １２，２８１ ２，１４０ ８，０８０ ３４６ ２２，８４７
計 ６９，４２６ １４，９１４ １３，１５９ ５，３０６ １０２，８０５

教 室
大人 ９３ ３，７８２ ３，８３４ １，０９４ ２２５ ９，０２８
子ども ３９ １１１ ０ １５０
計 ９３ ３，８２１ ３，８３４ １，２０５ ２２５ ９，１７８

合 計
大人 ６４，０７８ １８，３８８ １３，５２７ ３５，９１９ ５，１８５ １３７，０９７
子ども １２，９４５ ２，８３０ １３，４５４ ３４６ ２９，５７５
計 ７７，０２３ ２１，２１８ １３，５２７ ４９，３７３ ５，５３１ １６６，６７２

＊改修のため平成２３年１０月１日から平成２４年７月１３日まで閉館

イ 柴崎市民体育館（開館日数…３４６日）

区 分 第１体育室 第２体育室 トレーニング室 室内水泳場 研修室・会議室 スタジオ タ゛ンススヘ゜ース 合 計

個 人
大人 １０，７４５ ６，４４７ ４２，６９８ ６４，０６４ １９４ １２４，１４８
子ども １，３６１ １，０７９ １６，４９１ ３ １８，９３４
計 １２，１０６ ７，５２６ ４２，６９８ ８０，５５５ １９７ １４３，０８２

団 体
大人 ５７，７６４ ２０，３９６ １３，１６１ ５，３６０ ９６，６８１
子ども １３，５７０ １，８６０ ８，０３２ ６５２ ２４，１１４
計 ７１，３３４ ２２，２５６ ２１，１９３ ６，０１２ １２０，７９５

教 室
大人 ４，６５８ ３，７７０ ２０，５０６ ２８，９３４
子ども ７，４９９ ５，１９２ １２，６９１
計 ４，６５８ １１，２６９ ２５，６９８ ４１，６２５

合 計
大人 ７３，１６７ ２６，８４３ ４２，６９８ ８０，９９５ ５，３６０ ２０，５０６ １９４ ２４９，７６３
子ども １４，９３１ ２，９３９ ３２，０２２ ６５２ ５，１９２ ３ ５５，７３９
計 ８８，０９８ ２９，７８２ ４２，６９８ １１３，０１７ ６，０１２ ２５，６９８ １９７ ３０５，５０２

※利用状況の子どもは、すべて中学生以下
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ウ 陸上競技場等

区 分 施 設 名 回 数 利用者数

陸 上 競 技 場 立川公園陸上競技場 ８３ １５，５２４
見影橋公園陸上競技場 ３７５ １５，１２２

野 球 場

立川公園野球場 ３７８ １４，３１１
見影橋公園野球場 ４４５ １２，０２８
多摩川緑地野球場 １，５３９ ４６，１８３
立川公園新堤防運動広場 ４５８ １１，７１４
中里野球場 ７８２ ２０，５３７
泉町野球場 ５４７ １２，９８３
一番町少年野球場 ３２７ ６，１９３
砂川中央地区北野球場 ７１３ ３６，５２６
砂川中央地区東野球場 ９６９ ２７，０３２

武 道 場 練成館 ３，０５５ ３７，７１５

庭 球 場

錦町庭球場 ３，９８０ ２６，７９４
西砂庭球場 １，１７０ ６，４９６
泉町庭球場 ４，５００ ２１，４６６
砂川中央地区庭球場 ３，１１１ １５，０８６

ゲートボール場
泉町ゲートボール場 １，２８２ ８，１１２
砂川中央地区ゲートボール場 ４５８ ２，９９２
砂川中央地区東ゲートボール場 ２５ ３４８

多目的運動広場

中里多目的運動広場 ２９６ １１，００４
砂川中央地区北多目的運動広場 ５１７ ４４，２１２
砂川中央地区多目的運動広場 ５１１ １０，３２９
多摩川緑地野球場 ９７ ２６，９７３
立川公園新堤防運動広場 １３ ５７４

フ ッ ト サ ル フットサル場（兼用） ４５３ ６，２２３
合 計 ２６，０８４ ４３６，４７７

＊立川公園野球場改修のため平成２３年１０月１日から平成２４年６月３０日まで休場
＊練成館の一部改修工事平成２４年３月１日から平成２４年７月３１日まで

（３） 体育推進事業

①立川市民体育大会
立川市市民体育大会は、昭和２１年から毎年開かれているもので、４月頃から始まり、翌年の２

月頃までほぼ１年を通して開かれています。市民体育大会には、中央大会（地区対抗とオープン
の部）と地区大会があり、地区対抗は各地区の代表が出場し、オープンの部と地区大会は、市民
が自由に誰でも参加できるようになっています。一昨年の第６５回大会には、中央大会と地区大会
に延べ３万２千人の参加がありました。

ア 第６６回市民体育大会（平成２４年度）の開催状況
区 分 種 目 参加者数

中央大会

テニス、サッカー、軟式野球、健康体操、バスケットボール、相撲、水泳、剣
道、ソフトボール、登山、柔道、ソフトテニス、バドミントン、空手道、弓
道、クレー射撃、卓球、陸上競技、バレーボール、駅伝、ゲートボール、合気
道、太極拳、ダンス、ミニテニス、ゴルフ、新体操、トライアスロン、吹き
矢、自転車

１３，１９８

地区大会
（１２体育会）

ソフトボール、バレーボール、運動会、卓球、野球、水泳、バドミントン、マ
ラソン、ゲートボール、テニス、ミニテニス、吹き矢、ソフトバレーボール １７，７１８

合 計 ３０，９１６
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②立川スポレクフェスタ
立川スポレクフェスタは、生涯を通してのスポーツ活動が盛んになる中、中高齢者が気軽に参

加できるスポーツ・レクリエーション大会として平成５年に始まりました。参加できるのは、原
則として５０歳以上の方で、毎年４月から５月にかけて開催されます。昨年の大会では野球やテニ
スなど１７種目に約２千百人の参加がありました。

立川スポレクフェスタ２０１２（平成２４年度）の開催状況

種 目 参加者数
軟式野球、テニス、ソフトテニス、ミニテニス、ソフトボール、水泳、太極拳、弓道、
ターゲットバードゴルフ、バレーボール、バドミントン、ゲートボール、卓球、ダン
ス、レクリエーション、陸上、スポーツ吹き矢

2,075

③立川シティハーフマラソン２０１３
子どもから大人まで、誰でもが気軽に参加できる大会として、「ハーフマラソン」、「３キロ
レース」、「親子ペアレース」を前年に引き続き開催しました。ハーフマラソンのコースは、陸上
自衛隊立川駐屯地滑走路をスタートし、市内を周回後、国営昭和記念公園にフィニッシュするも
のです。

立川シティハーフマラソン２０１３のエントリー状況
エントリー数

レース名 人 数
ハーフマラソン ７，６７８人

３キロ ２，１２９人
親子ペアレース ４３６人（２１８組）

合計 １０，２４３人

④平成２４年度に開催されたその他の競技大会・事業

大会・事業名 回 数 参加者数
立川市小学生クラブ交流大会 １ １，００２
市民なわとびチャンピオン大会 １ ４５２
体力年齢測定会 １ ３１
市民あるけあるけ運動 ２ ２０１
高齢者２万歩ハイク １ ９７
ソフトバレーボール大会 １ １３５

合 計 ７ １，９１８

⑤各種スポーツ教室
スポーツの楽しさを理解し、ルールや技術を習得するとともに、仲間づくりやグループ育成の

契機として各種のスポーツ教室を実施しています。また、健康志向の高まりの中、各種の「健康
づくり教室」への参加者が増加しています。スポーツ教室は、市民体育館などを会場として教育
委員会が主催して開くもののほか、地区体育会に運営を委託して開催する地域スポーツ教室があ
り、幅広い市民の参加を得ています。また、柴崎市民体育館では、指定管理者による各種教室が
開催されました。
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平成２４年度に開催されたスポーツ教室等

区分 名 称 回 数 参加者数

ス
ポ
ー
ツ
教
室

初心者硬式テニス教室 ５ １５９
夜間硬式テニス教室 ５ ８０
ハンディ水泳教室 １８ １５８
太極拳教室 ６ １７８
エアロビクス教室 ６ ２０１
ソフトテニス教室 ５ １８７
ヨガ教室 ６ ３６３
中高年硬式テニス教室 ７ ４２１
ランニング教室 ５ ７２
夜間バドミントン教室 ７ １５６

合 計 ７０ １，９７５

区分 名 称 回 数 参加者数

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室

なわとび指導検定会 ２９ １，１３４
ソフトバレーボール １１２ １，５７８
ミニテニス ９６ １，５８４
ソフトテニス ８ ６５
バドミントン ６８ ９８９
バレーボール ５６ ８２４
卓球 １５７ １，８４６
ソフトボール ７ １０７
陸上競技 ３ １２０
ゲートボール ２７４ ２，９０６
テニス １２ ２０２
ダンス ８ ６０
剣道 ３２ １６０
少年相撲 ３ ８０
ディスクドッヂボール ２ ２５

合 計 ８６７ １１，６８０

※参加者数はいずれも延べ人数
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○柴崎市民体育館スタジオ教室（コース型）

教室名
１期（４～６月） ２期（７～９月） ３期（１０～１２月） ４期（１～３月）
回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

シェイプボクササイズ １３ １７７ １３ １２３ １２ １８０ １２ ２０３
エンジョイエアロ １３ １７９ １３ １８２ １２ １３５ １３ １６１

親子ヨガ １３ ４８ １３ ３９ １２ ５２ １２ ３５
はじめてのヨガ １３ １９２ １３ １６０ １２ １９６ １２ ２９３
ビューティーJAZZ １０ ５６ １３ ７７ ９ ７８ ９ ６７
はじめてのフラダンス １３ ２６５ １１ １７８ １１ ２７４ １２ ２３０
かんたんピラティスⅠ １０ ２３５ １３ ２９９ ９ ２０７ ９ １７８
かんたんピラティスⅡ １３ ２０１ １１ １２３ １２ １５３ １２ １１６

パワーヨガ １３ １１９ １３ １１２ １２ １２２ １１ ７７
やさしいピラティス １２ ２０５ １３ ２３０ １２ １９７ １２ ２２３

貯筋体操 １０ １８１ １３ ２５４ ９ １３１ ９ １２４
ジュニア体操 １３ １９４ １１ １７２ １２ ２３９ １２ ２１３
骨盤調整ヨガⅠ １３ ２７５ １３ １５３ １２ ２３５ １２ １４１
骨盤調整ヨガⅡ １３ １３７ １３ ７１ １２ ６５ １２ １４１

キッズヒップホップⅠ １３ ３６３ １３ ３２６ １２ ３４８ １２ ３４４
キッズヒップホップⅡ １３ ３６６ １３ ３３８ １２ ３４４ １２ ３０７
アロマリラクゼーションヨガ １３ １７５ １３ ９０ １２ １５８ １２ ８９
ナイトフラダンス １３ １６２ １３ ２６７ １１ ２３１ １２ ２０４
わんぱくスポーツ塾 １３ １８９ １３ １９５ １２ １７６ １３ ２０３
高齢者筋トレ教室Ⅰ １３ １６９ １３ １４１ １２ １４８ １２ １３８
高齢者筋トレ教室Ⅱ １３ １６１ １３ １４９ １２ １３１ １２ １１９

オリジナルコンディショニング １３ ２０１ １３ １９５ １２ １９４ １２ １７８
エンジョイフラダンス １３ ２４９ １１ ２２２ １１ ２０４ １２ １９６
気軽にフラメンコ １３ ７２ １２ ５８ １２ ８８

合 計 ２８９ ４，４９９ ３０４ ４，１６８ ２７６ ４，２５６ ２８０ ４，０６８

※参加者数は延べ人数

○柴崎市民体育館プール教室

教室名
１期（４～７月） ２期（９～１２月） ３期（１～３月）
回数 参加者数 回数 参加者数 回数 参加者数

ちびっこスイミングひよこ １１ ３００ １３ ３４５ ９ ２０６
ちびっこスイミングあひる １５ ３９７ １６ ４６８ １２ ３９５
ちびっこスイミングいるか １４ ３２０ １６ ４４１ １２ ３２６
ちびっこスイミングくじら １４ １４２ １６ ３８５ １２ ２１０
ジュニアスイミング初級 １１ ２５８ １３ １６３ ９ ５１
ジュニアスイミング中級Ⅰ １５ ４３４ １６ ３９９ １２ １９３
ジュニアスイミング中級Ⅱ １４ ３９９ １６ ４６６ １２ ２９５
ジュニアスイミングマスター １４ ４００ １６ ３５６ １２ １１９

成人Ⅰ １１ ９３ １３ １２６ ９ ８７
成人Ⅱ １１ ７６ １３ １３６ ９ ９３
合 計 １３０ ２，８１９ １４８ ３，２８５ １０８ １，９７５

※参加者数は延べ人数
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○柴崎市民体育館スタジオ教室（自由参加型）
スタジオで各種ヨガ、エアロビクス、ベビー体操クラブ等の自由参加型教室（先着順）を行っ

ています。

（４） 学校体育施設開放

社会体育の普及と子どもたちに安全な遊び場を確保することなどを目的に、学校教育に支障の
ない範囲で、学校の校庭や体育館を夜間を含め一般開放しています。利用できる施設や曜日、時
間は学校ごとに決められており、小学校の校庭を遊び場として利用する以外は、すべて教育委員
会に登録した団体が対象となっています。

①平成２４年度利用状況

学 校 名 利用施設 利用日数 利用者数 学 校 名 利用施設 利用日数 利用者数

第 一 小 学 校
校庭 ８１ １，３８４

松 中 小 学 校
校庭 ２０７ １４，２５３

体育館 ６３ ７４６ 体育館 ２６９ １１，８８７

第 二 小 学 校
校庭 ８４ ３，９０８

大 山 小 学 校
校庭 １４５ ５，１４１

体育館 ２５６ ４，０８８ 体育館 ２３９ ７，１１０

第 三 小 学 校
校庭 １５３ ４，７９５

柏 小 学 校
校庭 １８１ ８，７４４

体育館 ２８４ ９，４８４ 体育館 ２１３ ３，７６８

第 四 小 学 校
校庭 ２４４ １１，１２６

上 砂 川 小 学 校
校庭 ８８ ３，８７５

体育館 ２５７ １０，２６２ 体育館 ２２５ ５，９７４

第 五 小 学 校
校庭 ２２７ ８，９７１

新 生 小 学 校
校庭 １０４ ４，７６８

体育館 ３０４ ８，４４３ 体育館 ２２３ ９，６２７

第 六 小 学 校
校庭 １３５ １１，４１６

立川第一中学校
校庭 １８８ ４，０７４

体育館 ２７６ ８，４１５ 体育館 ３１５ ６，１３３

第 七 小 学 校
校庭 ２６１ １５，６８１

立川第二中学校
校庭 １４５ ３，８３９

体育館 ２４０ ６，１８６ 体育館 ３１２ ４，２８４

第 八 小 学 校
校庭 １７４ １１，０２５

立川第三中学校
校庭 ８８ ３，７８２

体育館 ２８４ １３，４８８ 体育館 ２８５ ３，２９１

第 九 小 学 校
校庭 ２２０ １５，８０１

立川第四中学校
校庭 １４１ ６，４２３

体育館 ２１６ ４，８１６ 体育館 ２６３ ５，０１９

第 十 小 学 校
校庭 １１８ ６，０１９

立川第五中学校
校庭 ２１８ ２，８３４

体育館 ２３７ ４，６１３ 体育館 ２４６ ３，１０５

けやき台小学校
校庭 １０１ ４，４８６

立川第六中学校
校庭 １９９ ５，０９３

体育館 ２６６ ６，７４２ 体育館 ２７２ ３，２４２

西 砂 小 学 校
校庭 １９０ １７，１９１

立川第七中学校
校庭 １１５ ２，４６７

体育館 ２５９ ５，０２２ 体育館 ２７６ ３，９３６

南 砂 小 学 校
校庭 ８９ ４，７１８

立川第八中学校
校庭 ７０ ８２６

体育館 ２１８ ２，８８７ 体育館 ３１３ ４，９２６

若 葉 小 学 校
校庭 ２５６ ８，９６１

立川第九中学校
校庭 １１２ １，１９８

体育館 １９７ ４，３６９ 体育館 ２８１ ３，９４０

幸 小 学 校
校庭 ２１８ １２，６０６

計
校庭 ４，５５２ ２０５，４０５

体育館 ２８１ ４，２６９ 体育館 ７，３７０ １７０，０７２

＊第一小学校は平成２４年７月より建替工事
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（５） 八ヶ岳山荘

山梨県の清里高原に校外教育の場として、立川市

八ヶ岳山荘を開設しています。八ヶ岳山荘は、平成

３年に完成した本館（通年利用可）や大体育館など

のほか、小体育館、炊事棟などからなり、小学校の

自然教室や中学校の移動教室、青少年団体の自然の

家等で利用されているほか、市民保養施設として一

般の方へ開放しています。

なお、平成２１年４月から指定管理者制度を導入し、民間企業のノウハウによる運営を取り入れ

るとともに、市民以外の利用、宿泊数の拡大、受付時期の早期化などを行い、より利用し易い施

設としてサービスの向上に努めています。

①施設概要

敷地面積…３８，５４４㎡ 所在地：山梨県北杜市高根町清里３５４５―１ 電話番号：０５５１―４８―２３０９

施設 構造 施設内容 建物面積

本 館 鉄 筋 造 ２ 階 建 客室（和室１０畳）２１室（定員１室６人計１２６人）、
食堂、浴室、ロビー、会議室ほか ２３６５㎡

宿 泊 棟 木造平屋建（２棟） 客室（和室８畳）２４室（定員１室６人計１４４人） ５６５㎡

大体育館 鉄 筋 造 平 屋 建 収容人員７２０人 ８５０㎡

小体育館 鉄 筋 造 平 屋 建 収容人員１８０人 ２００㎡

炊 事 棟 ２７４㎡

管 理 棟 鉄 筋 造 ２ 階 建 和室６室、会議室、食堂、管理人室ほか ４２３㎡

②平成２４年度利用状況

（人数）

区分 本館（宿泊） 宿泊棟（宿泊） 計

一 般 利 用 ７，９５０ ０ ７，９５０

小 学 校 八 ヶ 岳 自 然 教 室 ３，４７４ ３，４７４

中 学 校 移 動 教 室 １８８ １８８

青少年団体八ヶ岳自然の家等 ０ ９２７ ９２７

計 １１，６１２ ９２７ １２，５３９

山梨県清里高原にある立川市八ヶ岳山荘
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４．図書館

図書館は、市民一人ひとりの学習を保障する場や情報を発信する場として、その果たす役割は
ますます重要性を増してきています。立川市教育委員会では「身近なところにある図書館」など
下記のとおり図書館づくりの５本の柱をもとに図書館整備を進め、平成７年の中央図書館開館に
より、８つの地区館とのネットワークを完成させました。また、平成２２年度からは、地区図書館
に順次指定管理者制度を導入してサービスの向上や経費の削減を図っており、現在５館が指定管
理者によって管理運営されています。
事業面では、学校との連携・協力に力を入れており、学校向けパンフレットを作成・配布する

とともに、より利用しやすい図書館づくりを推進しています。
そのほかに、インターネットを使った蔵書検索、視聴覚資料の貸し出し、リクエストサービス、

レファレンスサービス、ハンディキャップサービスなどを実施するとともに、おはなし会や講演
会なども開催して図書館サービスの充実に努めています。
今後は、図書館づくりの５本の柱の実現に向けて、平成２２年度に策定した「図書館基本計画」

の主要項目である７つの目標（図書館の将来像）の具現化に努め、一層便利で使いやすい図書館
を目指していきます。

〈図書館づくりの５本の柱〉
（１）身近なところにある図書館 （２）くらしに役立つ図書館 （３）親しみやすく利用しやす

い図書館 （４）誰でも利用できる図書館 （５）読書の自由を保障する図書館

【図書館基本計画】

立川市教育委員会では、昭和５２年に図書館運営の指針となる「図書館行政基本計画」を策定

しましたが、すでに策定から３０年以上が経過し、新たな時代のニーズに対応した図書館施策の

展開が求められていることから、新たな基本計画を平成２２年度に策定しました。この基本計画

は、図書館が目指す将来像や機能を踏まえ、これからの立川市図書館サービスの方向性を具体

的に示したものです。

〈図書館の将来像〉

（１）本を読むことの意義を評価する図書館 （２）地域の活性化を促す図書館

（３）子どもたちの成長をサポートする図書館 （４）質の高い情報サービスを行う図書館

（５）障害のある人にも役立つ図書館 （６）多種多様な機関と連携・協力する図書館

（７）市民参画により、成長する図書館

〈平成２５年度図書館サービス計画〉

●目標… 地区図書館と中央図書館の連携を密にし、それぞれの機能が十分に発揮できる体制
を強化する中で、立川市が掲げる「心のかよう緑豊かな健康都市立川」の実現をめざす。
また、本市の基本理念である「持続可能で、安全・安心の地域づくり～協働による活力
あふれる立川～」を達成するためには、図書館がその一翼を担う機関であることを認識
し、「図書館づくりの五本の柱」を念頭に置き、ボランティアグループなどとの連携・
協力をすすめて、利用の拡大と図書館サービスの充実に努める。
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具体的には、立川市第３次基本計画の個別計画である「立川市図書館基本計画（平成
２２年５月策定）」に基づき、計画の基本理念である「市民や地域の知的・創造活動を推
進し、共に歩む図書館」を目指し、開館日、開館時間の拡大やリクエストサービス、イ
ンターネット利用サービス、レファレンスサービス、あるいは読書関連の講演会・講座
や子ども向け行事の充実を図る。今後は、従前の貸出中心のサービスだけではなく、Ｉ
Ｔを活用した新しいサービスや職員の企画力、専門性を活かしたサービス、市民ニーズ
にあった読書支援サービス、人的支援サービスの展開をすすめていくこととする。

●重点施策
（１）立川市図書館基本計画の着実な実施
（２）中央館と地区館との連携によるサービ

ス向上
（３）資料購入費の効率的な活用
（４）「立川市図書館情報総合管理システ

ム」の活用
（５）レファレンスサービスの充実
（６）利用者支援への取組
（７）児童サービスの充実
（８）立川市第２次子ども読書活動推進計画

の進行管理
（９）学校との連携の促進
（１０）ハンディキャップ・サービスの充実

（１１）たちかわ読書ウィーク事業の充実
（１２）保存機能の充実
（１３）庁内関連課との連携による情報提供・

行政支援サービスの拡充
（１４）市内関係機関との連携
（１５）ビジネス支援サービスの充実
（１６）課題解決コーナーの充実
（１７）自動貸出機・返却機・予約資料受取

コーナー等の導入
（１８）システム更新・ＩＣ機器導入に合わせ

たサービスの変更
（１９）利用モラルの向上

（１） 図書館施設

①施設一覧

館名 所在地
電話番号

蔵書数
（視聴覚資料等含む） 収集図書・施設の特徴 上段…延床面積

下段…開架フロア面積

中央図書館 曙町２－３６－２
℡５２８－６８００

３４９，６６０
保存用図書
１９７，５９９

外国語，録音図書，点字図
書，視聴覚ブース，情報検
索コーナー，レファレンス
室，対面朗読室

４，９５１㎡

２，１２０㎡

柴崎図書館 柴崎町１－１－４３
℡５２５－６１７７ ３０，５５３

１８５㎡
８４㎡

上砂図書館 上砂町１－１３－１
℡５３５－１５３１ ７８，５１０ 地区図書館では最大面積

録音室兼対面朗読室
６６９㎡
４４８㎡

幸 図 書 館 幸町５－８３－１
℡５３６－８３０８ ２４，４１５ 指定管理者による運営

１１０㎡
７４㎡

西砂図書館 西砂町６－１２－１０
℡５３１－０４３２ ５７，０６２ 指定管理者による運営

４０５㎡
２６８㎡

多摩川図書館 富士見町６－５１－１
℡５２５－６９０５ ５９，７９０ 空襲の資料、屋外閲覧所

６２９㎡
３０７㎡

高松図書館 高松町３－２２－５
℡５２７－００１５ ４８，８０２ 指定管理者による運営

３４１㎡
２８５㎡

錦 図 書 館 錦町３－１２－２５
℡５２５－７２３１ ６１，１８５ 指定管理者による運営

５２９㎡
３２７㎡

若葉図書館 若葉町３－３４－１
℡５３５－８８４１ ６０，８６７ 指定管理者による運営

３５１㎡
２９８㎡
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②施設利用時間

ア 開館時間 ◆中央図書館 平日 午前１０時～午後７時（４階児童書フロアーは午後５時まで）

土・日・祝日 午前１０時～午後５時

◆柴崎・上砂・多摩川図書館

午前１０時～午後５時

◆幸・西砂・高松・錦・若葉図書館 平日 午前１０時～午後７時

土・日・祝日 午前１０時～午後５時

イ 休館日 ◆中央・柴崎・上砂・多摩川図書館

月曜日、第３木曜日、年末・年始、特別整理期間、中央図書館の法定電気設備

点検日

（月曜日や第３木曜日が国民の祝日と重なった場合は開館し、翌平日が休館）

◆幸・西砂・高松・錦・若葉図書館

第２・第４月曜日、年末・年始、特別整理期間、中央図書館の法定電気設備点

検日

（第２・第４月曜日が国民の祝日と重なった場合は開館し、翌平日が休館）

中央図書館ビジネス支援ライブラリー 中央図書館児童書コーナー

―１２７―



③
平
成
２４
年
度
利
用
状
況

区
分

中
央

柴
崎

上
砂

幸
西
砂

多
摩
川

高
松

錦
若
葉

計
開
館
日
数

２９
２

２９
２

２９
２

３３
０

２９
２

２９
２

２９
２

３３
０

２９
２

－
貸 出 冊 数

一
般

図
書

３６
２
，９
４５

２８
，６
１５

９８
，８
６０

６８
，０
７２

８７
，８
９６

５０
，４
８２

４９
，６
８９

１０
９
，３
９３

１２
５
，３
１３

９８
１
，２
６５

児
童

図
書

１３
３
，３
９０

２４
，４
９１

９２
，１
５５

６２
，２
９６

５８
，２
３２

４６
，２
９９

４６
，８
００

８１
，８
７１

７ ７
，３
９６

６２
２
，９
３０

視
聴
覚
資
料

１１
１
，０
０３

２２
７

１７
，５
３０

１
，３
３７

１７
，２
８３

８
，７
７８

５４
５

２０
，８
７２

２０
，１
７２

１９
７
，７
４７

計
６０
７
，３
３８

５３
，３
３３

２０
８
，５
４５

１３
１
，７
０５

１６
３
，４
１１

１０
５
，５
５９

９７
，０
３４

２１
２
，１
３６

２２
２
，８
８１

１
，８
０１
，９
４２

宅 配 ・ 郵 送

一
般

図
書

８３
０

２７
９

１４
８

６３
２

０
１４
２

０
７１
７

点
字
図
書
館

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

録
音

図
書

４
，９
２６

０
６７
５

０
２４

１８
４

１２
１７
０

０
５
，９
９１

計
５
，０
０９

０
９５
４

１４
８

８７
１８
６

１２
３１
２

０
６
，７
０８

貸 出 総 数

一
般

３６
３
，０
２８

２８
，６
１５

９９
，１
３９

６８
，２
２０

８７
，９
５９

５０
，４
８４

４９
，６
８９

１０
９
，５
３５

１２
５
，３
１３

９８
１
，９
８２

児
童

１３
３
，３
９０

２４
，４
９ １

９２
，１
５５

６２
，２
９６

５８
，２
３２

４６
，２
９９

４６
，８
００

８１
，８
７１

７７
，３
９６

６２
２
，９
３０

視
聴
覚
資
料

１１
５
，９
２９

２２
７

１８
，２
０５

１
，３
３７

１７
，３
０７

８
，９
６２

５５
７

２１
，０
４２

２０
，１
７２

２０
３
，７
３８

計
６１
２
，３
４７

５３
，３
３３

２０
９
，４
９９

１３
１
，８
５３

１６
３
，４
９８

１０
５
，７
４５

９ ７
，０
４６

２１
２
，４
４８

２２
２
，８
８１

１
，８
０８
，６
５０

利 用 者 数

一
般

１９
０
，０
１８

１１
，０
２７

３７
，１
５６

２７
，４
３４

３１
，８
８９

２０
，２
５３

２０
，０
７２

４４
，８
３３

４５
，９
０２

４２
８
，５
８４

児
童

１４
，６
００

２
，８
０７

９
，９
３９

６
，９
１４

６
，４
０８

５
，７
９２

４
，７
８３

８
，１
４２

９
，９
７１

６９
，３
５６

宅
配
・
郵
送

１
，８
７ ６

０
８９

１６
１６

１３
４

４４
４

２
，０
６２

計
２０
６
，４
９４

１３
，８
３４

４７
，１
８４

３４
，３
６４

３８
，３
１３

２６
，０
５８

２４
，８
５９

５３
，０
１９

５５
，８
７７

５０
０
，０
０２

登 録 者 数

一
般

３３
，７
６９

２
，１
６４

５
，１
４１

３
，４
０７

５
，１
１４

２
，３
７０

２
，９
２８

４
，７
１６

５
，０
６３

６４
，６
７２

児
童

２
，２
２３

３５
５

１
，４
１５

８０
３

９６
６

５６
２

５４
８

８５
３

１
，０
２０

８
，７
４５

計
３５
，９
９２

２
，５
１９

６
，５
５６

４
，２
１０

６
，０
８０

２
，９
３２

３
，４
７６

５
，５
６９

６
，０
８３

７３
，４
１７

レ フ ァ レ ン ス

一
般

２
，６
９１

１６
８

１２
７

２１
６

１７
８

１６
２

１８
９

３５
３

３０
７

４
，３
９１

児
童

１６
２

５１
４２

９４
５５

５３
５７

１２
５

５１
６９
０

計
２
，８
５３

２１
９

１６
９

３１
０

２３
３

２１
５

２４
６

４７
８

３５
８

５
，０
８１

リ ク エ ス ト

一
般

２５
，２
０１

１
，９
１０

６
，３
２０

８
，２
７４

８
，３
７８

４
，６
３２

４
，６
７４

１１
，１
１６

１１
，１
０１

８１
，６
０６

児
童

２
，６
１７

３８
９

１
，９
４８

１
，４
７７

１
，７
４３

８０
０

６８
９

１
，８
３８

１
，８
９３

１３
，３
９４

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

７１
，０
７４

１１
，３
３７

１８
，３
３９

２９
，４
４８

１２
，７
２７

１１
，５
００

１２
，１
９１

２６
，５
２４

２１
，９
４７

２ １
５
，０
８７

計
９８
，８
９２

１３
，６
３６

２６
，６
０７

３９
，１
９９

２２
，８
４８

１６
，９
３２

１７
，５
５４

３９
，４
７８

３４
，９
４１

３１
０
，０
８７

視 聴
視

聴
件

数
４
，９
３６

－
－

－
－

－
－

－
－

４
，９
３６

視
聴

人
数

５
，２
５９

－
－

－
－

－
－

－
－

５
，２
５９

Ｄ Ｂ 等

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

７２
８

－
－

－
－

－
－

－
－

７２
８

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

１０
４

－
－

－
－

－
－

－
－

１０
４

計
８３
２

－
－

－
－

－
－

－
－

８３
２

対 面
件

数
１４

０
０

０
０

０
０

０
０

１４
時

間
２８

０
０

０
０

０
０

０
０

２８
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
件
数

３
，９
１２

４９
２４
５

１９
９

６４
２６
９

２０
７

８３
１

４８
８

６
，２
６４
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④
蔵
書
冊
数 区

分
中
央

柴
崎

上
砂

幸
西
砂

多
摩
川

高
松

錦
若
葉

保
存

計

図 書

一
般

図
書

２２
３
，８
２２

１６
，２
４８

４２
，２
２５

１１
，６
０２

３０
，０
０２

３４
，４
４５

２５
，７
３９

３２
，９
７５

３５
，４
９０

１６
４
，９
１６

６１
７
，４
６４

児
童

図
書

６９
，０
１７

１３
，６
９６

２９
，９
４７

１２
，１
６０

２１
，４
１７

２０
，５
７９

２０
，２
６８

２２
，７
７０

１９
，８
０４

２５
，８
７７

２５
５
，５
３５

計
２９
２
，８
３９

２９
，９
４４

７２
，１
７２

２３
，７
６２

５１
，４
１９

５５
，０
２４

４６
，０
０７

５５
，７
４５

５５
，２
９４

１９
０
，７
９３

８７
２
，９
９９

外
国
語
一
般
図
書

７
，２
４７

０
０

０
０

０
０

０
０

４
，２
２６

１１
，４
７３

外
国
語
児
童
図
書

４
，３
６４

０
２

０
０

０
０

０
０

１１
４
，３
７７

計
１１
，６
１１

０
２

０
０

０
０

０
０

４
，２
３７

１５
，８
５０

点
字
一
般
図
書

３１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
，７
４１

２
，０
５２

点
字
児
童
図
書

３９
０

０
０

０
０

０
０

０
４８
９

５２
８

計
３５
０

０
０

０
０

０
０

０
０

２
，２
３０

２
，５
８０

合
計

３０
４
，８
００

２９
，９
４４

７２
，１
７４

２３
，７
６２

５１
，４
１９

５５
，０
２４

４６
，０
０７

５５
，７
４５

５５
，２
９４

１９
７
，２
６０

８９
１
，４
２９

雑
誌

９
，６
１９

３５
１

２
，１
３０

４２
７

１
，９
５４

１
，４
９３

１
，４
０７

１
，１
５３

１
，７
８５

４３
２０
，３
６２

点
字

Ｆ
Ｄ

６１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６１
録

音
図

書
４
，９
３４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
４
，９
３４

さ
わ
る
絵
本
・
布
の
絵
本

９０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

９０
紙

芝
居

９２
３

２５
８

５６
３

２２
６

４６
６

４３
１

４５
８

４０
８

２７
６

１４
４

４
，１
５３

視 聴 覚 資 料

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク

２１
，７
３１

０
３
，６
４３

０
３
，２
１７

２
，８
４２

０
３
，８
７８

３
，５
１２

１５
２

３８
，９
７５

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

３３
９

０
０

０
６

０
９３
０

１
０

０
１
，２
７６

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

４
，５
６６

０
０

０
０

０
０

０
０

０
４
，５
６６

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

２
，５
９７

０
０

０
０

０
０

０
０

０
２
，５
９７

計
２９
，２
３３

０
３
，６
４３

０
３
，２
２３

２
，８
４２

９３
０

３
，８
７９

３
，５
１２

１５
２

４７
，４
１４

総
計

３４
９
，６
６０

３０
，５
５３

７８
，５
１０

２４
，４
１５

５７
，０
６２

５９
，７
９０

４８
，８
０２

６１
，１
８５

６０
，８
６７

１９
７
，５
９９

９６
８
，４
４３

＊
一
般
図
書
に
は
一
般
大
活
字
図
書
を
含
む
。
児
童
図
書
に
は
児
童
大
活
字
図
書
を
含
む
。

＊
館
名
「
保
存
」
は
書
庫
資
料
（
平
成
２４
年
度
末
時
点
で
中
央
・
多
摩
川
・
錦
の
３
館
に
存
在
）
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（２） 図書館サービス

①図書・視聴覚資料の貸し出し

図書の貸出冊数は１人１０冊まで、カセットテープやＣＤの視聴覚資料は１人３点までで、貸出

期間はいずれも２週間となっています。また、団体貸出は、１回３００冊以内で、３か月間を限度

として貸し出しを行います。なお、視聴覚資料については、中央・錦図書館でカセットテープと

ＣＤを、高松図書館でカセットテープを、上砂・西砂・多摩川・若葉図書館でＣＤをそれぞれ所

蔵し、貸し出し及び他館取り寄せを行っています。また、中央図書館のビデオテープとレーザー

ディスクは館内での視聴のみで、貸し出しは行っていません。

②リクエストサービス

図書館では様々な分野の資料を用意していますが、利用者の求めている資料が書架にない場合

には、希望に応じた資料を探し出し、提供するリクエストサービスを行っています。図書（雑誌

含む）については、他の利用者が借りている資料は返却され次第、市内の他館に所蔵している場

合は交換便で取り寄せて提供しています。また市内の図書館に所蔵していない場合は、購入もし

くは都立図書館、他の区市町村の図書館等から借用して提供しています。なお、カセットテープ

・ＣＤについては市内図書館で所蔵しているものについてのみ受け付けています。

ア 平成２４年度リクエストサービス受付件数

区 分 中央図書館 柴崎図書館 上砂図書館 幸図書館 西砂図書館
一 般 ２５，２０１ １，９１０ ６，３２０ ８，２７４ ８，３７８
児 童 ２，６１７ ３８９ １，９４８ １，４７７ １，７４３
コンピュータ ７１，０７４ １１，３３７ １８，３３９ ２９，４４８ １２，７２７

計 ９８，８９２ １３，６３６ ２６，６０７ ３９，１９９ ２２，８４８
区 分 多摩川図書館 高松図書館 錦図書館 若葉図書館 計

一 般 ４，６３２ ４，６７４ １１，１１６ １１，１０１ ８１，６０６
児 童 ８００ ６８９ １，８３８ １，８９３ １３，３９４
コンピュータ １１，５００ １２，１９１ ２６，５２４ ２１，９４７ ２１５，０８７

計 １６，９３２ １７，５５４ ３９，４７８ ３４，９４１ ３１０，０８７

③レファレンスサービス

利用者から寄せられる様々な質問に、各種の資

料やデータベース、専門機関への問い合わせなど、

図書館の機能をフルに活用して回答していくのが

レファレンスサービスです。私たちの身近な暮ら

しに関わる質問、仕事に関する質問などにも対応

しています。

質問は、各図書館に来館のほか電話やＥメール

でも受け付けています。その場で調べがつかない

場合は、都立図書館や国会図書館に問い合わせて

回答します。 中央図書館レファレンス室
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ア 平成２４年度レファレンスサービス件数

区 分 中央図書館 柴崎図書館 上砂図書館 幸図書館 西砂図書館
一 般 ２，６９１ １６８ １２７ ２１６ １７８
児 童 １６２ ５１ ４２ ９４ ５５

計 ２，８５３ ２１９ １６９ ３１０ ２３３
区 分 多摩川図書館 高松図書館 錦図書館 若葉図書館 計

一 般 １６２ １８９ ３５３ ３０７ ４，３９１
児 童 ５３ ５７ １２５ ５１ ６９０

計 ２１５ ２４６ ４７８ ３５８ ５，０８１

④ハンディキャップサービス

視覚に障害を有する方など、図書館を利用するのに障害がある方を対象に、様々なハンディ

キャップサービスを行っています。サービス内容としては、本を音訳して、録音した録音図書や

本を点字に置き換えた点字図書の貸出（郵送・宅配）のほか、こうした録音図書等の作成や、視

覚に障害を有する方を対象に本の対面朗読サービスなどを行っています。

また、録音図書や点字図書の作成については、講習会を開いて、図書館登録音訳者や点字者の

養成に努めています。

ア 平成２４年度ハンディキャップサービス利用件数

区 分 中央図書館 柴崎図書館 上砂図書館 幸図書館 西砂図書館
一般図書 ８３ ０ ２７９ １４８ ６３
録音図書 ４，９２６ ０ ６７５ ０ ２４
計 ５，００９ ０ ９５４ １４８ ８７
区 分 多摩川図書館 高松図書館 錦図書館 若葉図書館 計
一般図書 ２ ０ １４２ ０ ７１７
録音図書 １８４ １２ １７０ ０ ５，９９１
計 １８６ １２ ３１２ ０ ６，７０８
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（３） 図書館事業

①図書館全体事業

毎年、立川地域文庫連絡会と共催で、文庫まつりを開いているほか、子どもにとっての読書の

大切さ、子どもへの読み聞かせの方法などの講演会や講座を開催しています。

ア 平成２４年度講演会等開催状況

事 業 名 講 師 回 数 参加人数
講座「図書館使いこなし術」小学生編 図 書 館 職 員 １ ９
講座「図書館使いこなし術」中学生編 図 書 館 職 員 １ ５
講座「読み聞かせ入門」 図 書 館 職 員 １ ２５
図書館おはなし会協力ボランティア養成
講座 図 書 館 職 員 等 ６ １３３

子どもと本のボランティア研修
野 坂 悦 子 １ ３４
み せ け い １ ３９
図 書 館 職 員 １ ２２

講演会「子どものこころ 詩のこころ
～ことばが うたいだすとき～」 工 藤 直 子 １ ７１

文庫まつり（大人のためのおはなしの部
屋） 立川地域文庫連絡会と共催

１ ２４

文庫まつり（おはなし会と工作会） １ ５１

講座「本好きな子どもに育てるには」
笠 原 由 紀 子 １

８０浅 木 尚 実 １
湯 沢 朱 実 １

子ども読書活動推進関係者研修 代 田 み ち 子 １ ３５
講座「情報検索のためのアクセスガイ
ド」 図 書 館 職 員 ２ １０

就職支援セミナー「就活編」・「起業創
業事業サポート編」

図 書 館 職 員 ・
産 業 振 興 課 相 談 員 ２ １０

イ 平成２４年度講習会等開催状況

事 業 名 講 師 回 数 参加人数
点 訳 者 講 習 会 荒 川 明 宏 １ １５
音 訳 者 講 習 会 中 島 富 美 子 ４ １８
デ イ ジ ー 講 習 会 NPO法人 DAISY TOKYO ３ ６１
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②図書館別事業

ア 平成２４年度地区図書館別事業開催状況
事 業 名 館 名 回 数 参加人数

定例おはなし会（対象 ４歳～小学２年生）

おはなし会

中 央 図 書 館 ４９ ４１８
柴 崎 図 書 館 １１ ８０
上 砂 図 書 館 ３５ ３２４
幸 図 書 館 １０ ４６
西 砂 図 書 館 ４８ ３８８
多摩川図書館 ４１ １８４
高 松 図 書 館 １２ ９２
錦 図 書 館 ４６ ５９５
若 葉 図 書 館 ４９ ３１６

計 ３０１ ２，４４３
乳幼児のおはなし会（対象 ０～３歳と保護者）
おはなしパチパチ 中 央 図 書 館 ２４ ７０５
おはなしだいすき 上 砂 図 書 館 ２３ ２３９
さいわいおはなし会 幸 図 書 館 １２ １３５
おはなしでてこい 西 砂 図 書 館 １２ ２０８
おはなしわくわく 多摩川図書館 １０ ３９
おはなしばすけっと 錦 図 書 館 ７ ４５
おはなしぴよぴよ 若 葉 図 書 館 ２４ ２４０

計 １１２ １，６１１
イベントおはなし会
夏のおはなし会

中 央 図 書 館

１ ３２
冬のおはなし会 １ ２７
おおきい子のためのおはなし会 １ １５
来館団体向けおはなし会 ２ １２６
子ども読書の日 おはなしパチパチ １ ３３
出張おはなしパチパチ １ ３３
わくわくホリデーおはなし会 １ １３
わくわくホリデーおはなしパチパチ １ ２７
わくわくホリデーおはなし会 柴 崎 図 書 館 １ ５
すわのもりおはなし会クリスマススペシャル １ ５１
クリスマスおはなし会

上 砂 図 書 館

１ １２４
出張おはなしだいすき ６ ５９
そよかぜサークルおはなし会 １ １９
わくわくホリデーおはなし会 １ ４
わくわくホリデーおはなしだいすき １ ２
くわのみ学級おはなし会 ２ ３０
夏休み大おはなし会

西 砂 図 書 館
１ １０

わくわくホリデーおはなし会 １ １３
クリスマスおはなし会 １ ９８
冬のおはなし会

多摩川図書館
１ ４４

わくわくホリデーわくわくおはなし会 １ ８
わくわくホリデーおはなし会 １ ５
わくわくホリデーおはなし会 高 松 図 書 館 １ ５
クリスマスおはなし会 １ ２２
みどりのおはなし会

錦 図 書 館
１ １７

わくわくホリデーおはなし会 １ ６
冬まつりおはなし会 １ ５５
秋のおはなし会 若 葉 図 書 館 １ ８６
クリスマスおはなし会 １ １１４

計 ３６ １，０８３
映画会その他

半日図書館員
中 央 図 書 館 １ ２
上 砂 図 書 館 １ ４
若 葉 図 書 館 １ ２

夏のおたのしみ会
上 砂 図 書 館

１ ４９
夏休み工作教室 １ ６７
科学教室 １ ２５
子ども映画会 西 砂 図 書 館 １ ３７
夏休み映画会 多摩川図書館 １ ３４
たかまつ子どもまつり・児童演劇 高 松 図 書 館 １ ８０
クリスマス映画会 １ ３０
じどうイベントの日 錦 図 書 館 １１ １１９

計 ２１ ４４９

お話し会
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③図書のリサイクル事業

図書館で除籍した資料を公共施設や市民等に提供し、資料の有効活用を図っています。資料の

内、児童書は主に公共施設等に、一般書は市民に提供しています。

④新１年生利用案内等

図書館では、児童サービスの向上を目指して、各地区図書館のサービスエリア内にある小学校

に出向いて、新１年生を対象に図書館の利用案内を実施しています。また、その他の学年につい

ては社会科見学等の受け入れを行っています。

⑤職場体験（職場訪問含む）

図書館では、小・中学校が進路学習の一環として行っている職場体験・職業体験を受け入れて

います。

館内の見学のほか、図書の配架や装備など、普段目に触れることが少ない図書館実務を体験し

てもらいます。
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